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新海事人材育成プロジェクトの概要 
◆背景 
海上輸送のグローバル化と技術革新の急速な進展に伴い，それに対応した知識と資質を有

し，新たな海洋産業の創出にも関わることのできる海事人材が，我が国の海上輸送確保のた
めに強く求められている。この要請に応じて，より質の高い海事人材育成のための教育シス
テムを再構築し続けることは，商船系高専 5 校にとって喫緊の課題である。業界内では，こ
れら海運業界が抱える様々な諸問題に対して，多くの取り組みを実施してきた。産学官によ
る海事・海洋技術者の確保・育成に向けた検討があったが，課題を整理すると以下のように
なる。 
政府：海洋基本計画の海事技術者，海洋技術者の確保・育成の提言 

社会情勢：エネルギー需要の変化と円安による外航日本人船員の競争力復活 

       少子化による人員不足の進行（若年船員不足の慢性化） 

海事教育：国土交通省による船員技能の詳細な標準化が教育を訓練に変貌 

       文科省における教育機関運営費削減の進行 

産学官：船員（海技者）の確保育成に関する検討会報告 

これら検討の結果を受けて，商船学科を有する５商船系高専が取り組んできたプロジェク
トとして， 
H18～H20: ｢海事技術者のキャリア育成プログラム －強い職業意識と高い職業能力を備えた
海事技術者の育成－」(文部科学省事業：現代 GP) 

H23～H24: ｢ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト －商船学科におけるわかりやすい学び，定着
する学びを目指して－」(高専機構事業：高専改革推進経費) 

H24～H28: ｢海事分野における高専・産業界連携による人材育成システムの開発」(文部科学
省事業：大学間連携共同教育推進事業) 

H29：「次世代海事人材の育成システムの構築」(高専機構事業：社会ニーズを踏まえた新分野・
領域教育の推進） 

 を実施してきた。｢ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト｣までの取り組みで，海事教育の課題
を整理し，ここで得られた成果をもとに，｢海事分野における高専・産業界連携による人材育
成システムの開発」，「次世代海事人材の育成システムの構築」を実施し，これからの世代に
必要な海事教育の具体的な教育システムを提示した。 
 このような背景の中，国立高等専門学校機構では，「国立高専における次世代の海洋人材
の育成に関する協議会」を設置し，海事海洋分野の人材育成事業の実施として，・海洋業界
における社会ニーズの変化に伴い，グローバル化，ICT技術などに対応した海事・海洋のカリ
キュラムの高度化と実践を図るとともに，就職先での人材の定着に向け関係団体とキャリア
教育を充実する。海事・海洋の魅力を伝える広報活動の実施として，・小中学生に向けの海
事・海洋の魅力を伝える広報活動に加え，地域の教育委員会や自治体などと連携し海洋教育
の普及展開により，将来の優秀な人材確保を目指す。ことを趣旨とした取り組みを，協議会
支援連携団体とともに協議し実施する取り組みを開始した。 
加えて，業界内でも船員教育に関する協議会や意見交換などが活発に行われ，様々な問題

点などについての議論が進んでいる。 
 

 
 

◆概要 
これまでの取り組みにおいて，10/20 年後に活躍できる海事技術者像と新たな海事教育シ

ステムの在り方が明らかになってきた。そして，これまでの背景を踏まえて，グローバル化
と技術革新の進む海運業界のニーズに将来にわたって応え続け，我が国の海上輸送を担い続
けることのできる知識と資質を備えた次世代の海事人材を育成するための，新しい教育シス
テムを実装すべく，産学が１つのチームとなって以下３つのサブプロジェクトを推進する。 

 
① 海運業界からの高度なニーズを正確に捉え、次世代海事人材が具備すべき知識・資質の内
容・レベルを調査・検証する。（総括：富山高専） 
①-1 海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証（担当：富山高専） 
� 海運界ニーズ調査から海事を目指す子供たちとの適合性検証等を行い，産業界ニーズ

に適合した質の高い海事・海洋教育システムの改善と改革につなげる 
①-2 適合性確保のための教員 FD 研修（担当：富山高専） 
� 教員が海運界事情を把握し，実質的な教育改善を継続させるために，船舶乗船研修を

企画・実施する 
 

② コミュニケーション能力や国際性等の資質を確かな能力として定着させるグローバル教
育プログラムを実装する。（総括：鳥羽商船高専） 

②-1 グローバル力向上プログラム（担当：鳥羽商船高専） 
� 入学前から学年別に明確なゴールを示す，効果的な英語力向上プログラムを実現する 
� 効果的なインターンシッププログラムを継続する 

 
③ 将来の技術革新にも対応する高度な専門教育と確実なキャリア教育を商船系高専カリキ
ュラムへ実装する。（総括：弓削商船高専） 

③-1 海事・海洋教育カリキュラム（担当：弓削商船高専） 
� 実現性と実行性の高い海事教育と海洋技術教育のカリキュラムを提示する 
� これから必要な部分も充足し効率的に海事教育を実施するための方策についても検

討する 
③-2 教科教材の充実（担当：大島商船高専） 
� 海事・海洋技術教材の開発を実施する 
� ICT 技術を用いた教材の開発に取り組むための指針を検討する 

③-3 海事キャリア教育セミナー（担当：広島商船高専） 
� 学生が自身の将来像を描きやすくするため，連携機関，船社と協働して，商船学科学

生に直接語りかけるセミナーを実施する 
 
 本プロジェクトは，全国５つの商船系高専と４つの海事関連団体（日本船主協会，全日本
船舶職員協会，全日本海員組合，国際船員労務協会）の強い連携による教育改善事業をベー
スとして，３つのサブプロジェクトを着実に実施していくことにより，これまでに開発され
た多くのプログラムを強化し実装するものであり，実質的かつ持続的な教育改善プロセスを
内包する新しい海事人材育成スキームをシステム化し具体化するものである。 
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加えて，業界内でも船員教育に関する協議会や意見交換などが活発に行われ，様々な問題

点などについての議論が進んでいる。 
 

 
 

◆概要 
これまでの取り組みにおいて，10/20 年後に活躍できる海事技術者像と新たな海事教育シ

ステムの在り方が明らかになってきた。そして，これまでの背景を踏まえて，グローバル化
と技術革新の進む海運業界のニーズに将来にわたって応え続け，我が国の海上輸送を担い続
けることのできる知識と資質を備えた次世代の海事人材を育成するための，新しい教育シス
テムを実装すべく，産学が１つのチームとなって以下３つのサブプロジェクトを推進する。 

 
① 海運業界からの高度なニーズを正確に捉え、次世代海事人材が具備すべき知識・資質の内
容・レベルを調査・検証する。（総括：富山高専） 
①-1 海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証（担当：富山高専） 
� 海運界ニーズ調査から海事を目指す子供たちとの適合性検証等を行い，産業界ニーズ

に適合した質の高い海事・海洋教育システムの改善と改革につなげる 
①-2 適合性確保のための教員 FD 研修（担当：富山高専） 
� 教員が海運界事情を把握し，実質的な教育改善を継続させるために，船舶乗船研修を

企画・実施する 
 

② コミュニケーション能力や国際性等の資質を確かな能力として定着させるグローバル教
育プログラムを実装する。（総括：鳥羽商船高専） 

②-1 グローバル力向上プログラム（担当：鳥羽商船高専） 
� 入学前から学年別に明確なゴールを示す，効果的な英語力向上プログラムを実現する 
� 効果的なインターンシッププログラムを継続する 

 
③ 将来の技術革新にも対応する高度な専門教育と確実なキャリア教育を商船系高専カリキ
ュラムへ実装する。（総括：弓削商船高専） 

③-1 海事・海洋教育カリキュラム（担当：弓削商船高専） 
� 実現性と実行性の高い海事教育と海洋技術教育のカリキュラムを提示する 
� これから必要な部分も充足し効率的に海事教育を実施するための方策についても検

討する 
③-2 教科教材の充実（担当：大島商船高専） 
� 海事・海洋技術教材の開発を実施する 
� ICT 技術を用いた教材の開発に取り組むための指針を検討する 

③-3 海事キャリア教育セミナー（担当：広島商船高専） 
� 学生が自身の将来像を描きやすくするため，連携機関，船社と協働して，商船学科学

生に直接語りかけるセミナーを実施する 
 
 本プロジェクトは，全国５つの商船系高専と４つの海事関連団体（日本船主協会，全日本
船舶職員協会，全日本海員組合，国際船員労務協会）の強い連携による教育改善事業をベー
スとして，３つのサブプロジェクトを着実に実施していくことにより，これまでに開発され
た多くのプログラムを強化し実装するものであり，実質的かつ持続的な教育改善プロセスを
内包する新しい海事人材育成スキームをシステム化し具体化するものである。 
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◆概念図 
 以下に本プロジェクトの概念図と各サブプロジェクトの詳細を表す補足図を示す。 
 
平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成、副：国際化の加速・推進）

新時代に活躍できる海事人材の産学連携による育成 〜新教育システム実装フェーズ〜

【取り組みの目的・内容】

① 海運業界からの⾼度なニーズを正確に捉え、次世代海事⼈材が具備すべき知識・資質の内容・レベルを調査・検証する。

② コミュニケーション能⼒や国際性等の資質を確かな能⼒として定着させるグローバル教育プログラムを実装する。

③ 将来の技術⾰新にも対応する⾼度な専門教育と確実なキャリア教育を商船系⾼専カリキュラムへ実装する。

この事業は、平成18年から推進され最⾼のＳ評価も受けている、全国

５つの商船系高専と４つの海事関連団体の強い連携による教育改善事

業をベースとして、これまでに開発された多くのプログラムを強化し

実装するものであり、実質的かつ持続的な教育改善プロセスを内包す

る新しい海事人材育成スキームをシステム化し具体化するものである。

H18年度〜 H19年 H20年 H23年度〜 H24年3月 H24年度〜 H29年度〜H28年12月
平成30年度

【成果指標】

2級海技士筆記試験合格者数

海事関連産業就職率

平成30年 4月 7月 10月 1月31年 3月

グローバル

教育

グローバル教育拠点の機能強化

海外でのシンポジウム英語導入教育の強化

国際インターンシップ

専門教育と

キャリア教育

新しい教科書の刊⾏ キャリア教育セミナー

キャリアデザインノート刊⾏ICT教材の開発

【第4期中期目標期間への展開（⾒込み）】

現代GP事業：

海事技術者のキャリア育成

プログラム

高専改革推進事業：

ALL SHOSEN

学び改善プロジェクト

大学間連携協働教育推進事業：

海事分野における

高専・産業界連携による

人材育成システムの開発

社会ニーズを踏まえた

新分野・領域教育の推進事業：

次世代海事人材の

育成システムの構築

商船系高等専門学校

富山（統括）・鳥羽・

広島・大島・弓削

海事関連団体

船主協会・

全船協・全日海・

国船協

海事系大学

東京海洋大学・

神⼾⼤学

【工程表】

【実施体制】

グローバル化と技術革新の進む海運業界のニーズに将来にわたって応え続け、我が国の海上輸送を担い続けることのできる知識と資質

を備えた、次世代の海事人材を育成するための新しい教育システムを実装すべく、産学が１つのチームとなって以下３つのサブプロジェクトを推進する。

海洋基本計画

船員（海技者）の確保・育成

に関する検討会報告

海洋基本法

高等専門学校における

海洋人材の養成・確保のための

方策について（提言）

� 海事産業の構造変化に伴う新しいニーズに即応する強固な産学連携を引き続き堅持

� 多様化する学生への生活・就職・進学⽀援の強化を含む総合的な教育改⾰を⾃律的に推進

� 学⽣の知識・技術・資質を国際水準で保証するカリキュラムを全国の商船系高専に展開

� 新時代の⽇本の海上輸送を背負って⽴つ海事技術者を持続的に養成するシステムを確⽴

Ｓ

評価

運営と広報

企画委員会

運営委員会担当者会議

企画委員会

運営委員会

海事教育フォーラム

産学連携強化

とニーズ把握

海事技術者に求められる知識と資質についてのアンケート調査

高専教員の船舶運航実務乗船研修 乗船研修報告会

船舶運航実務乗船研修参加者累計数

H28年度

50名

74%

19名

H29年度

60名

78%

24名

H30年度

70名

80%

29名

我が国の海上輸送を担う

次世代の海事人材を

育成するための

新しい教育システムを実装

 

【補⾜資料②：グローバル教育に関する取組内容】

�５校のグローバル教育

拠点の機能を強化する。

TOEIC対策プログラムを

はじめ、将来の海運業界

のニーズにも対応する新

しい英語教育プログラム

を継続的に推進し、カリ

キュラムへ実装する。

�低学年向け英語導⼊教

育プログラムを強化し、

カリキュラムへ実装する。

これまでに開発した英語

導入教本「商船英語への

船出」と英語学習ロード

マップおよび海事キャリ

ア教育補助教員によって、

学⽣の目的意識と学習意

欲を着実に高めていくこ

とのできる仕組みを構築

する。また、スピーチな

どを含むアクティブな授

業を推進する。

�ハワイ大学カウアイコ

ミュニティーカレッジ等

で海洋系の国際インター

ンシッププログラムを継

続的に推進する。国際イ

ンターンシップ参加学生

への支援体制の強化を図

る。またシンポジウムを

開催し、海外の教育機関

との連携を深める。

ハワイでの国際インターンシップ（H22から毎年実施）

「商船英語への船出」掲載の英語学習ロードマップ

平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成、副：国際化の加速・推進）

新時代に活躍できる海事人材の産学連携による育成 〜新教育システム実装フェーズ〜

�次世代の海事人材に求

められる知識・資質がど

のようなものか、高専商

船学科の教育が海運業界

からのニーズに適合して

いるかどうかを、産学が

連携して継続的に調査し、

客観的に検証し、教育プ

ログラムの改善へと

フィードバックしていく

持続的な仕組みを構築す

る。海運業界で活躍中の

商船学科卒業生へのアン

ケート調査などを、これ

までよりも大規模に実施

して精密に分析し、教育

改善の指針となる正確な

データ基盤の整備を継続

的に推進する。

�高専教員が運航中の船

舶に同乗し、海上におけ

る業務と生活を直接的に

体験し、現場の船員たち

の生の声を聞き取る機会

となる、船舶運航実務乗

船研修を継続的に実施し、

最新の海運に関する正確

な知⾒を教育改善に反映

させていく体制を維持す

る。また、その成果を教

員から企業へ紹介する報

告会も引き続き開催し、

産学の連携を深める。

船舶運航実務乗船研修（H25から毎年実施）

【補⾜資料①：産学連携強化とニーズ把握に関する取組内容】

卒業生対象のアンケート（H30年３⽉に5000名へ郵送）

 
 

 
 

【補⾜資料④：広報に関する取組内容】

平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成、副：国際化の加速・推進）

新時代に活躍できる海事人材の産学連携による育成 〜新教育システム実装フェーズ〜

【補⾜資料③：専門教育とキャリア教育に関する取組内容】

�将来の海運業界のニー

ズにも対応する、⾼度な

専門知識に加えて、分野

横断能⼒や⼈間⼒も確実

に身に付けることができ

る、新しい海事教育カリ

キュラムを具体化する。

�独自に開発するキャリ

アデザインノートと海事

キャリア教育補助教員に

よって、学⽣が目的意識

と就業意欲を着実に高め

ていくことのできる仕組

みを構築し、カリキュラ

ムへ実装する。

�海事分野の技術革新に

対応した新しい教科書と

ICT教材を継続的に開発

する。さらに、学生自身

がICT教材のアイデアを

競い合う「船アプリコン

テスト」を開催する。

�５校を遠隔授業システ

ムで接続し、海事関連団

体の講師による海事キャ

リア教育セミナーを継続

的に開催する。また、商

船学科生がOBや小中学

⽣と交流する機会を増や

し、社会の一員としての

自覚を促す。

海事キャリア教育セミナー（H27から毎年実施）

これまで

に刊⾏し

た教科書

の一部

これまでに開発したICT教材の一部

�本事業の取組内容と、

その成果たる新しい海事

人材育成システムについ

て、多くの海事関連企業

や教育機関等に広く周知

することを目的とし、海

事教育フォーラムを開催

する。このフォーラムは

これまでも隔年で３回に

わたって開催されており、

第３回（H29年２⽉）に

は162名の参加があり、

海運業界の関心も極めて

⾼いものである。本年度

も２月上旬に第４回を開

催する。

海事教育フォーラム（H25から隔年開催）

【補⾜資料⑤：これまでの取組に対する評価】

本事業のベースとなる過去の取組の一つである、⽂部科学省の大学間連携協

働教育推進事業として実施された「高専・産業界連携による人材育成システ

ムの開発」事業（H24〜H28年度）は、中間評価・事後評価いずれにおいて

も最高の「Ｓ評価」を受け、「計画を超えた取組が⾏われ、優れた成果が得

られていることから、本事業の目的を十分に達成できたと評価できる」とさ

れた。評価委員会のコメントにおいては、「他の海事教育機関の事例モデル

となることが期待できる」、「さらなる成果の波及を期待したい」等とされ

た。また、これらの取組に対して日本航海学会より航海功績賞が授与された。

【補⾜資料⑥：対応する提⾔】

⾃由⺠主党の⽂部科学部会・高等専門学校を考えるプロジェクトチームによ

る「高等専門学校における海洋人材の養成・確保のための方策について（提

言）」（H28年12月）においては、「より実践的な海洋人材の養成に取り組

むこと」、「多様性に富んだグローバルな環境で活躍できるような教育内容

の充実を進めること」等とされた。

◆成果の展開 
５商船系高専に課せられた課題は， 

� グローバル化と技術革新の進む海運業界のニーズに将来にわたって応え続けること 
� 我が国の海上輸送を担い続けることのできる知識と資質を備えた人材を供給すること 
� 次世代の海事人材を育成するための新しい教育システムを実装すること 

 
である。これらの課題に応えるため，プロジェクトを推進してきた。本プロジェクトにおけ
る成果として，以下の能力を有する学生を輩出することである。 
� 実質的なコミュニケーション能力を有する学生 
� 講義教育，実習科目，校内練習船実習及び長期乗船実習の有機的な結びつきの強化によ

り，高度な社会人基礎力の素地を有する学生 
� 自己管理能力の向上を図り，学力の定着と自ら学ぶ力を有する学生 

 
引き続き，業界から必要とされる学校であり続けるために， 
� 海事産業の構造変化に伴う新しいニーズに即応する強固な産学連携を引き続き堅持 
� 多様化する学生への生活・就職・進学支援の強化を含む総合的な教育改革を自律的に推進 
� 学生の知識・技術・資質を国際水準で保証するカリキュラムを全国の商船系高専に展開 
� 新時代の日本の海上輸送を背負って立つ海事技術者を持続的に養成するシステムを確立 

 
を目指すところとして，新時代に活躍できる海事人材の育成を行っていく。 

(文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎) 
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◆概念図 
 以下に本プロジェクトの概念図と各サブプロジェクトの詳細を表す補足図を示す。 
 
平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成、副：国際化の加速・推進）

新時代に活躍できる海事人材の産学連携による育成 〜新教育システム実装フェーズ〜

【取り組みの目的・内容】

① 海運業界からの⾼度なニーズを正確に捉え、次世代海事⼈材が具備すべき知識・資質の内容・レベルを調査・検証する。

② コミュニケーション能⼒や国際性等の資質を確かな能⼒として定着させるグローバル教育プログラムを実装する。

③ 将来の技術⾰新にも対応する⾼度な専門教育と確実なキャリア教育を商船系⾼専カリキュラムへ実装する。

この事業は、平成18年から推進され最⾼のＳ評価も受けている、全国

５つの商船系高専と４つの海事関連団体の強い連携による教育改善事

業をベースとして、これまでに開発された多くのプログラムを強化し

実装するものであり、実質的かつ持続的な教育改善プロセスを内包す

る新しい海事人材育成スキームをシステム化し具体化するものである。

H18年度〜 H19年 H20年 H23年度〜 H24年3月 H24年度〜 H29年度〜H28年12月
平成30年度

【成果指標】

2級海技士筆記試験合格者数

海事関連産業就職率

平成30年 4月 7月 10月 1月31年 3月

グローバル

教育

グローバル教育拠点の機能強化

海外でのシンポジウム英語導入教育の強化

国際インターンシップ

専門教育と

キャリア教育

新しい教科書の刊⾏ キャリア教育セミナー

キャリアデザインノート刊⾏ICT教材の開発

【第4期中期目標期間への展開（⾒込み）】

現代GP事業：

海事技術者のキャリア育成

プログラム

高専改革推進事業：

ALL SHOSEN

学び改善プロジェクト

大学間連携協働教育推進事業：

海事分野における

高専・産業界連携による

人材育成システムの開発

社会ニーズを踏まえた

新分野・領域教育の推進事業：

次世代海事人材の

育成システムの構築

商船系高等専門学校

富山（統括）・鳥羽・

広島・大島・弓削

海事関連団体

船主協会・

全船協・全日海・

国船協

海事系大学

東京海洋大学・

神⼾⼤学

【工程表】

【実施体制】

グローバル化と技術革新の進む海運業界のニーズに将来にわたって応え続け、我が国の海上輸送を担い続けることのできる知識と資質

を備えた、次世代の海事人材を育成するための新しい教育システムを実装すべく、産学が１つのチームとなって以下３つのサブプロジェクトを推進する。

海洋基本計画

船員（海技者）の確保・育成

に関する検討会報告

海洋基本法

高等専門学校における

海洋人材の養成・確保のための

方策について（提言）

� 海事産業の構造変化に伴う新しいニーズに即応する強固な産学連携を引き続き堅持

� 多様化する学生への生活・就職・進学⽀援の強化を含む総合的な教育改⾰を⾃律的に推進

� 学⽣の知識・技術・資質を国際水準で保証するカリキュラムを全国の商船系高専に展開

� 新時代の⽇本の海上輸送を背負って⽴つ海事技術者を持続的に養成するシステムを確⽴

Ｓ

評価

運営と広報

企画委員会

運営委員会担当者会議

企画委員会

運営委員会

海事教育フォーラム

産学連携強化

とニーズ把握

海事技術者に求められる知識と資質についてのアンケート調査

高専教員の船舶運航実務乗船研修 乗船研修報告会

船舶運航実務乗船研修参加者累計数

H28年度

50名

74%

19名

H29年度

60名

78%

24名

H30年度

70名

80%

29名

我が国の海上輸送を担う

次世代の海事人材を

育成するための

新しい教育システムを実装

 

【補⾜資料②：グローバル教育に関する取組内容】

�５校のグローバル教育

拠点の機能を強化する。

TOEIC対策プログラムを

はじめ、将来の海運業界

のニーズにも対応する新

しい英語教育プログラム

を継続的に推進し、カリ

キュラムへ実装する。

�低学年向け英語導⼊教

育プログラムを強化し、

カリキュラムへ実装する。

これまでに開発した英語

導入教本「商船英語への

船出」と英語学習ロード

マップおよび海事キャリ

ア教育補助教員によって、

学⽣の目的意識と学習意

欲を着実に高めていくこ

とのできる仕組みを構築

する。また、スピーチな

どを含むアクティブな授

業を推進する。

�ハワイ大学カウアイコ

ミュニティーカレッジ等

で海洋系の国際インター

ンシッププログラムを継

続的に推進する。国際イ

ンターンシップ参加学生

への支援体制の強化を図

る。またシンポジウムを

開催し、海外の教育機関

との連携を深める。

ハワイでの国際インターンシップ（H22から毎年実施）

「商船英語への船出」掲載の英語学習ロードマップ

平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成、副：国際化の加速・推進）

新時代に活躍できる海事人材の産学連携による育成 〜新教育システム実装フェーズ〜

�次世代の海事人材に求

められる知識・資質がど

のようなものか、高専商

船学科の教育が海運業界

からのニーズに適合して

いるかどうかを、産学が

連携して継続的に調査し、

客観的に検証し、教育プ

ログラムの改善へと

フィードバックしていく

持続的な仕組みを構築す

る。海運業界で活躍中の

商船学科卒業生へのアン

ケート調査などを、これ

までよりも大規模に実施

して精密に分析し、教育

改善の指針となる正確な

データ基盤の整備を継続

的に推進する。

�高専教員が運航中の船

舶に同乗し、海上におけ

る業務と生活を直接的に

体験し、現場の船員たち

の生の声を聞き取る機会

となる、船舶運航実務乗

船研修を継続的に実施し、

最新の海運に関する正確

な知⾒を教育改善に反映

させていく体制を維持す

る。また、その成果を教

員から企業へ紹介する報

告会も引き続き開催し、

産学の連携を深める。

船舶運航実務乗船研修（H25から毎年実施）

【補⾜資料①：産学連携強化とニーズ把握に関する取組内容】

卒業生対象のアンケート（H30年３⽉に5000名へ郵送）

 
 

 
 

【補⾜資料④：広報に関する取組内容】

平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成、副：国際化の加速・推進）

新時代に活躍できる海事人材の産学連携による育成 〜新教育システム実装フェーズ〜

【補⾜資料③：専門教育とキャリア教育に関する取組内容】

�将来の海運業界のニー

ズにも対応する、⾼度な

専門知識に加えて、分野

横断能⼒や⼈間⼒も確実

に身に付けることができ

る、新しい海事教育カリ

キュラムを具体化する。

�独自に開発するキャリ

アデザインノートと海事

キャリア教育補助教員に

よって、学⽣が目的意識

と就業意欲を着実に高め

ていくことのできる仕組

みを構築し、カリキュラ

ムへ実装する。

�海事分野の技術革新に

対応した新しい教科書と

ICT教材を継続的に開発

する。さらに、学生自身

がICT教材のアイデアを

競い合う「船アプリコン

テスト」を開催する。

�５校を遠隔授業システ

ムで接続し、海事関連団

体の講師による海事キャ

リア教育セミナーを継続

的に開催する。また、商

船学科生がOBや小中学

⽣と交流する機会を増や

し、社会の一員としての

自覚を促す。

海事キャリア教育セミナー（H27から毎年実施）

これまで

に刊⾏し

た教科書

の一部

これまでに開発したICT教材の一部

�本事業の取組内容と、

その成果たる新しい海事

人材育成システムについ

て、多くの海事関連企業

や教育機関等に広く周知

することを目的とし、海

事教育フォーラムを開催

する。このフォーラムは

これまでも隔年で３回に

わたって開催されており、

第３回（H29年２⽉）に

は162名の参加があり、

海運業界の関心も極めて

⾼いものである。本年度

も２月上旬に第４回を開

催する。

海事教育フォーラム（H25から隔年開催）

【補⾜資料⑤：これまでの取組に対する評価】

本事業のベースとなる過去の取組の一つである、⽂部科学省の大学間連携協

働教育推進事業として実施された「高専・産業界連携による人材育成システ

ムの開発」事業（H24〜H28年度）は、中間評価・事後評価いずれにおいて

も最高の「Ｓ評価」を受け、「計画を超えた取組が⾏われ、優れた成果が得

られていることから、本事業の目的を十分に達成できたと評価できる」とさ

れた。評価委員会のコメントにおいては、「他の海事教育機関の事例モデル

となることが期待できる」、「さらなる成果の波及を期待したい」等とされ

た。また、これらの取組に対して日本航海学会より航海功績賞が授与された。

【補⾜資料⑥：対応する提⾔】

⾃由⺠主党の⽂部科学部会・高等専門学校を考えるプロジェクトチームによ

る「高等専門学校における海洋人材の養成・確保のための方策について（提

言）」（H28年12月）においては、「より実践的な海洋人材の養成に取り組

むこと」、「多様性に富んだグローバルな環境で活躍できるような教育内容

の充実を進めること」等とされた。

◆成果の展開 
５商船系高専に課せられた課題は， 

� グローバル化と技術革新の進む海運業界のニーズに将来にわたって応え続けること 
� 我が国の海上輸送を担い続けることのできる知識と資質を備えた人材を供給すること 
� 次世代の海事人材を育成するための新しい教育システムを実装すること 

 
である。これらの課題に応えるため，プロジェクトを推進してきた。本プロジェクトにおけ
る成果として，以下の能力を有する学生を輩出することである。 
� 実質的なコミュニケーション能力を有する学生 
� 講義教育，実習科目，校内練習船実習及び長期乗船実習の有機的な結びつきの強化によ

り，高度な社会人基礎力の素地を有する学生 
� 自己管理能力の向上を図り，学力の定着と自ら学ぶ力を有する学生 

 
引き続き，業界から必要とされる学校であり続けるために， 
� 海事産業の構造変化に伴う新しいニーズに即応する強固な産学連携を引き続き堅持 
� 多様化する学生への生活・就職・進学支援の強化を含む総合的な教育改革を自律的に推進 
� 学生の知識・技術・資質を国際水準で保証するカリキュラムを全国の商船系高専に展開 
� 新時代の日本の海上輸送を背負って立つ海事技術者を持続的に養成するシステムを確立 

 
を目指すところとして，新時代に活躍できる海事人材の育成を行っていく。 

(文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎) 
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① 海運業界からの高度なニーズを正確に捉え、次世代海事人材が具備すべき知識・資質の内容・
レベルを調査・検証する。 

―1年間の成果と今後の展望について― 
 
◆目的 

海運界におけるグローバル化と技術革新の急激な進行により，海運界が海事技術者に求め

る資質や能力の内容は変貌してきている。海事教育機関で育成している人材がこの新しい海

運界のニーズに適合しているのか，海事教育機関は何をどこまで教授すべきか，急激な少子

化の中で海運界は人的資源をどのように確保し活用すべきか等の問題については，海事教育

機関と海運界が連携して，組織的かつ継続的に取り組んでいかなければならない課題である。 

このサブプロジェクトの目的は，海運界からの新しいニーズに対する高専教員の理解を深

めていくこと，およびその新しいニーズに対する海事・海洋教育システムの適合性を高めて

いくこと，そしてそれらを実現する産学連携体制を強めていくことにある。 

◆概要

商船系高専に対する海運界からの人材ニーズの内容，すなわちどのような資質と能力を備

えた人材が求められているかを調査し，現在の商船系高専における海事教育システムがその

ニーズに適合しているかを検証する。これは，先の大学間連携共同教育推進事業｢海事分野に

おける高専・産業界連携による人材育成システムの開発」の一環として H26 年度に実施され

た「日本人海事技術者のライフサイクルに関するアンケート」（対象は高専卒業生）及び，と

H28 年度に実施された「海事人材に必要な資質に関するアンケート」（対象は企業の人事担当

者）の成果を踏まえ，より大規模なアンケート調査と分析を実施するものである。 

さらに，海運界からの新しいニーズに対する高専教員の理解を深め，海事教育にフィード

バックするために，商船学科教員が最新の海運の現場に関する知見を深めることのできる研

修を企画し実施する取り組みを行った。これは，H25 年度から継続して実施しているもので

ある。 

◆得られた成果

高専に対する海運界からの人材ニーズを調査する事業においては，(１)船員の職業イメー

ジに関する調査，(２)船員に求められるコミュニケーション能力に関する調査，(３)商船系

高専入学推奨意向に関する調査，の３つの意識調査を実施し考察した。その分析結果につい

て，５校からの委員10名と連携機関からの助言者２名により議論を行うことにより，高専の

海事教育システムが社会からのニーズに適合しているかどうか，客観的に可視化された。 

高専教員が船舶運航の実務を視察し体験する事業は，連携機関の協力により，海運会社５

社が運航する船舶での乗船研修として実施され，商船学科教員が５校から1名ずつ参加した。

これまでの累計参加者数は29名となった。今年度も，参加教員は，学生へのフィードバック

を研修後すぐに実施し，授業改善効果が極めて高いものとなった。 

◆今後の展望 

業界ニーズに適合した質の高い海事・海洋教育システムの改善と改革につなげるために，

得られたアンケートの詳細分析と自由記述欄へのコメントの解析をさらに進めることで，新

しいニーズに対する海事・海洋教育システムの適合性を高めていく。また，引き続き船舶乗

船研修を実施し，商船学科教員が海運界事情を正確に把握することで，実質的な教育改善を

継続させていく。 
（文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎） 

①-1「海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証」活動実績 

 
◆目的 

商船系高専に対する社会からのニーズは，大きく２つに分類される。ひとつは，高専の出

口におけるニーズであり，海運企業からの「良い人材が欲しい」「必要な知識と技能を学生に

教えてほしい」というニーズである。もうひとつは，高専の入口におけるニーズであり，船

や海に関心のある小中学生からの「船員になってみたい」「必要な知識と技能を学校で学びた

い」というニーズである。この新海事人材育成プロジェクトにおける「海運界ニーズ適合性

と海事教育システムの検証」は，高専が出口においてニーズを満たしているか，また入口に

おいてニーズを汲み取っているかを検証するものである。その目的は，海事教育システムの

継続的な改善と，高専から海事関連産業への就職者数の増加にある。 

◆概要 

上記の目的を達成するために，高専の出口と入口の両面において，ニーズ適合性を検証す

る取り組みが行われている。 

高専の出口におけるニーズ適合性の検証は，技術革新の中で海運界が真に求めているよう

な人材を高専が育成できているかを検証する取り組みである。これは，海運界においてどの

ような資質と能力（特にコミュニケーション能力）が求められているかを調査し，現在の商

船系高専において育成されている資質や能力との間にミスマッチやギャップがないかを検証

する取り組みである。 

高専の入口におけるニーズ適合性の検証は，少子化の中で船員になる資質と意欲を秘めた

人材を高専商船学科が誘引できているかを検証する取り組みである。これは，海や船に関心

のある小中学生やその保護者に対して高専受験を躊躇させているようなハードルがないかを

調査し検証する取り組みである。 

上記の２つの検証のために，高専卒業生・高専在校生・小中学生を対象とした大規模な意

識調査が実施された（APPENDIX A-1～A-4 参照）。高専の商船系学科卒業生を対象とした意識

調査は，連携機関の協力によって計画され，平成 30年３月に５校の同窓会組織の協力によっ

て約 5,000 名の卒業生宛に質問紙が郵送され，平成 30 年 10 月までに 1,235 名の方々からの

回答が返送された。平成 30年７月から 10月にかけては小中学生 726名を対象とした調査が，

10月から 12月にかけては５校の商船学科在校生 766名（大型練習船実習中の４年生を除く）

を対象とした調査が実施された。これまでにない規模の調査と分析により，高専の海事教育

システムが社会からのニーズに適合しているかどうか，客観的に可視化された。 

この取り組みは，商船系高専５校からの，各校２名ずつの委員（下表）よって推進された。 

所属 委員氏名 

富山高等専門学校 向瀬紀一郎，保前友高 

鳥羽商船高等専門学校 吉田南穂子，田村一夫（H29 年度），山野武彦（H30年度） 

広島商船高等専門学校 小林豪，濵田朋起 

大島商船高等専門学校 行平真也，小林孝一朗 

弓削商船高等専門学校 秋葉貞洋，佐久間一行 
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① 海運業界からの高度なニーズを正確に捉え、次世代海事人材が具備すべき知識・資質の内容・
レベルを調査・検証する。 

―1年間の成果と今後の展望について― 
 
◆目的 

海運界におけるグローバル化と技術革新の急激な進行により，海運界が海事技術者に求め

る資質や能力の内容は変貌してきている。海事教育機関で育成している人材がこの新しい海

運界のニーズに適合しているのか，海事教育機関は何をどこまで教授すべきか，急激な少子

化の中で海運界は人的資源をどのように確保し活用すべきか等の問題については，海事教育

機関と海運界が連携して，組織的かつ継続的に取り組んでいかなければならない課題である。 

このサブプロジェクトの目的は，海運界からの新しいニーズに対する高専教員の理解を深

めていくこと，およびその新しいニーズに対する海事・海洋教育システムの適合性を高めて

いくこと，そしてそれらを実現する産学連携体制を強めていくことにある。 

◆概要

商船系高専に対する海運界からの人材ニーズの内容，すなわちどのような資質と能力を備
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おける高専・産業界連携による人材育成システムの開発」の一環として H26 年度に実施され
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H28年度に実施された「海事人材に必要な資質に関するアンケート」（対象は企業の人事担当
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さらに，海運界からの新しいニーズに対する高専教員の理解を深め，海事教育にフィード

バックするために，商船学科教員が最新の海運の現場に関する知見を深めることのできる研

修を企画し実施する取り組みを行った。これは，H25 年度から継続して実施しているもので

ある。 

◆得られた成果

高専に対する海運界からの人材ニーズを調査する事業においては，(１)船員の職業イメー

ジに関する調査，(２)船員に求められるコミュニケーション能力に関する調査，(３)商船系

高専入学推奨意向に関する調査，の３つの意識調査を実施し考察した。その分析結果につい
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海事教育システムが社会からのニーズに適合しているかどうか，客観的に可視化された。 

高専教員が船舶運航の実務を視察し体験する事業は，連携機関の協力により，海運会社５
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を研修後すぐに実施し，授業改善効果が極めて高いものとなった。 

◆今後の展望 
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（文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎） 

①-1「海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証」活動実績 

 
◆目的 

商船系高専に対する社会からのニーズは，大きく２つに分類される。ひとつは，高専の出
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教えてほしい」というニーズである。もうひとつは，高専の入口におけるニーズであり，船
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と海事教育システムの検証」は，高専が出口においてニーズを満たしているか，また入口に

おいてニーズを汲み取っているかを検証するものである。その目的は，海事教育システムの

継続的な改善と，高専から海事関連産業への就職者数の増加にある。 

◆概要 

上記の目的を達成するために，高専の出口と入口の両面において，ニーズ適合性を検証す
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高専の出口におけるニーズ適合性の検証は，技術革新の中で海運界が真に求めているよう
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人材を高専商船学科が誘引できているかを検証する取り組みである。これは，海や船に関心

のある小中学生やその保護者に対して高専受験を躊躇させているようなハードルがないかを
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上記の２つの検証のために，高専卒業生・高専在校生・小中学生を対象とした大規模な意
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この取り組みは，商船系高専５校からの，各校２名ずつの委員（下表）よって推進された。 

所属 委員氏名 

富山高等専門学校 向瀬紀一郎，保前友高 

鳥羽商船高等専門学校 吉田南穂子，田村一夫（H29 年度），山野武彦（H30年度） 

広島商船高等専門学校 小林豪，濵田朋起 

大島商船高等専門学校 行平真也，小林孝一朗 

弓削商船高等専門学校 秋葉貞洋，佐久間一行 
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◆得られた成果 

（１）船員の職業イメージに関する調査 

船員の職業イメージに関する意識調査が，卒業生・在校生・小中学生を対象として実施さ

れた。卒業生と在校生には，例示された 20 種類のイメージについてそれぞれ「思う」「思わ

ない」「どちらともいえない」の３件法の選択形式で調査した。小中学生には，例示された５

種類のイメージについて「思う」から「思わない」までの５件法の選択形式で調査した。そ

れらの「思う」と「思わない」の回答数の差を数値化し，グラフ化した図表を下に示す。 

なお，職業イメージの例示においては，株式会社リクルートキャリアによる他業種につい

ての職業イメージ調査の例を参考としつつ，海運業に適するものとした。 
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（緑はポジティブなイメージ，赤はネガティブなイメージ） 

小中学生の意識 

思わない 

これらの結果の中で，「将来性のある仕事」や「相談しやすい先輩や仲間が多い仕事」等の

イメージにおいて，在校生が想像している船員像と，卒業生（回答者の 49%が海上職５年以

上経験者）が自覚あるいは認識している船員像との間に，ギャップが見られた。また，「精神

的にきつい仕事」や「人間関係に悩むことの多い仕事」等のイメージにおいて，在校生の間

では学年が上がるほど強まる傾向が見られ，一方で卒業生の間では年齢層が若いほど強まる

傾向が見られた。これは，就職を間近に控えた学生が抱えやすい不安と，海運会社に入社し

たばかりの若手の船乗りが抱えやすい悩みを示していると思われる。高専においては今後，

特に若年船員の状況のより正確な把握と，それを踏まえたキャリア教育，および学生のコミ

ュニケーション能力の育成の強化に努め，学生が不安を持たず，自信を持って高専を卒業し

ていけるよう取り組んでいく必要があると考えられる。 
小中学生（回答者の多くが海事関係イベント参加者）が想像している船員像と，卒業生が

自覚あるいは認識している船員像との間には，今回の調査では明確なギャップは確認されな

かった。しかし，「広く世間に知られている仕事」というイメージは，在校生と卒業生の意識

では，非常に否定的であった。今後，より一層の広報活動が期待されていると考えられる。 

（２）船員に求められるコミュニケーション能力に関する調査 

船員に求められるコミュニケーション能力に関する

意識調査が，卒業生と在校生を対象として実施された。

コミュニケーション能力を分類した６つの能力を提示

し，船員になろうとする学生にとって必要性が高いと思

われる順に１位から６位までの順位を付ける形式で回

答を依頼した。それぞれの能力の平均順位をグラフ化し

た図表を右に示す。なお，コミュニケーション能力の分

類においては，藤本学と大坊郁夫による尺度「ENDOCORE

（簡易版）」を参考とした。 

これらの結果において，在校生が必要性を感じている

コミュニケーション能力の種類と，卒業生が必要性を感

じているコミュニケーション能力の種類との間で，ギャ

ップが見られた。(a)「自分の感情や行動をうまくコント

ロールする能力」と(f)「周囲の人間関係にはたらきかけ

良好な状態に調整する能力」は，在校生が想像している

以上に，卒業後において必要性が高いことが示されてい

る。なお，(a)の自己統制能力は(b)～(f)の基礎となる管

理系基本スキルに位置づけられるコミュニケーション

能力であり，(f)の関係調整能力は(a)～(e)の総合によっ

て得られる管理系対人スキルに位置づけられるコミュ

ニケーション能力である。これらの基礎的コミュニケー

ション能力と総合的コミュニケーション能力の強化を

課題とした指導に，これまで以上に取り組んでいくこと

が，今後の高専に求められていると思われる。 

 
a 

自分の感情や行動を 

うまくコントロールする能力 

b 
自分の考えや気持ちを 

うまく表現する能力 

c 
相手の伝えたい考えや気持ちを 

正しく読み取る能力 

d 
自分の意見や立場を相手に受け入

れてもらえるように主張する能力 

e 
相手を尊重して相手の意見や 

立場を理解する能力 

f 
周囲の人間関係にはたらきかけ 

良好な状態に調整する能力 

 

上位 下位 
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（３）商船系高専入学推奨意向に関する調査 

高専教育の満足度と高専入学の推奨意向度に関する意識調査が，卒業生を対象として実施

された。それらの調査の質問文と回答の集計結果を下に示す。 

 

 
 

 

 
 

卒業生の満足度は非常に高く，また推奨意向度もおおむね高い様子が見られたが，一部に

推奨意向度の低い回答も見られた。なお，高専入学の推奨に肯定的な理由と否定的な理由に

ついても，自由記述形式で調査されている。ここで，否定的な理由に着目し，その回答を分

類し頻出度（重複を含む）をグラフ化した図表を下に示す。 
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この結果において，商船系高専と海上職の専門性の高さに関する不安や，本人に適性が無

かった場合の進路変更の難しさに関する不安が，若い世代ほど強いことが示されている。 
なお，在校生には，商船学科への進学をどのようにして志望するようになったかに関する

調査が実施されている。また小中学生には，以前から商船系高専の存在を認知していたか，

どのようにして認知したか関する調査が実施されている。それらの調査結果においては，小

中学生が商船系高専を認知する経路が，主に家族や親戚であることが示されている。小中学

生の家族を持つ世代の方々（卒業生を含む）の，海上職や商船系高専への推奨意向を強めて

いくような取り組みが，今後の高専に求められていると思われる。 

◆今後の展望 

この報告書に掲載されている成果は，大規模な意識調査の結果の一部を分析したものであ

る。今後，より多角的な分析が実施され，その成果は新海事人材育成プロジェクトの WWW
サイト等で公開されていく予定である。 
この取り組みの成果は，今後の商船系高専の海事教育システムの継続的な改善のための，

信頼性の高いデータ基盤として活用されていくものと期待される。 
（文責：富山高等専門学校，向瀬 紀一郎） 
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①-2「適合性確保のための教員 FD研修」活動実績 

 
◆目的 

新海事人材育成プロジェクトにおける「適合性確保のための教員 FD研修」の目的は，高専

の商船学科が，業界から求められている人材を確実に育成し得る新たな海事教育システムの

開発の楚となる知識を得ることである。商船学科教員が新たな海事教育システムを開発する

には「高専・商船学科教員が海事社会における実学の現況」を現地調査し，求められている

人材と具備すべき知識・技能，資質を把握することが不可欠である。加えて，商船系コアカ

リキュラム等を開発・提示する上で必要不可欠となる「海事社会における実学の現況，求め

られる人材と具備すべき知識・技能，資質の把握」を目指して，高専の商船学科教員のため

の船舶運航実務乗船研修を実施した。本研修は，次世代海事人材プロジェクトの前身である，

海事人材育成プロジェクトで，平成 24年度より実施している研修の継続事業であり，今年度

も，連携機関である日本船主協会の全面的協力・支援を得て夏季休業期間（7 月～9月）に実

施した。 

 

◆概要 

本研修事業の概要は，高専教員が内外航船舶に乗組み，船舶運航を体験し，その現況を把

握するものである。 

〇各校１名，計５名の高専教員が参加する。 

〇日本船主協会のコーディネートにより，関係船社の協力を得て，５名分の船舶乗船枠が確

保される。 

〇実施スケジュール  

４～５月 富山高専が研修参加者を募集 “乗船研修の目的，研究課題･･･乗船研修への期

待”などを含む研修申請書を提出 

５～６月 研修申請書に基づき船主協会が関係船社との調整を行い，５名分の船舶乗船枠

を提示，富山高専から研修参加者に配乗通知 

７～９月 船舶運航実務乗船研修（内外地乗船・下船，10～30 日間程度）の実施 

９月 研修参加者が船舶運航実務乗船研修報告書を提出 

２月 船舶運航実務乗船研修報告会の開催（東京）と研修参加者による発表 

〇船舶運航実務乗船研修の参加者と研修先 
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この結果において，商船系高専と海上職の専門性の高さに関する不安や，本人に適性が無

かった場合の進路変更の難しさに関する不安が，若い世代ほど強いことが示されている。 
なお，在校生には，商船学科への進学をどのようにして志望するようになったかに関する

調査が実施されている。また小中学生には，以前から商船系高専の存在を認知していたか，

どのようにして認知したか関する調査が実施されている。それらの調査結果においては，小

中学生が商船系高専を認知する経路が，主に家族や親戚であることが示されている。小中学

生の家族を持つ世代の方々（卒業生を含む）の，海上職や商船系高専への推奨意向を強めて

いくような取り組みが，今後の高専に求められていると思われる。 

◆今後の展望 

この報告書に掲載されている成果は，大規模な意識調査の結果の一部を分析したものであ

る。今後，より多角的な分析が実施され，その成果は新海事人材育成プロジェクトの WWW
サイト等で公開されていく予定である。 
この取り組みの成果は，今後の商船系高専の海事教育システムの継続的な改善のための，

信頼性の高いデータ基盤として活用されていくものと期待される。 
（文責：富山高等専門学校，向瀬 紀一郎） 
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〇報告会（予定） 
日時：  平成３１年２月６日(水) 東京海洋大学 越中島会館講堂 

参加者： ３０名（予定） 

研修報告： (１) 富山高専  講師 福留 研一  （JXオーシャン㈱  KAIMON MARU） 

(２) 鳥羽商船  助教 小田 真輝  （川崎汽船㈱ SAKURAGAWA） 

(３) 広島商船  助教 片平 卓志  （上野トランステック㈱ そうび丸）  

(４) 大島商船   助教 前畑 航平  （日本マリン㈱ ひまわり９） 

(５) 弓削商船   講師 山崎 慎也  （NSユナイテッド海運㈱ NSS HONESTY） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
昨年度実施した船舶運航実務乗船研修報告会（平成 30 年３月８日一橋講堂会議室）の様子 

 

◆取組内容と成果 

船舶運航実務乗船研修は平成 25年から平成 30年の６年間開講してきた。本研修に参加し

た教員は 延べ 29 名であり，５高専商船学科全教員数およそ 90 名との割合は約 32%となり，

３人に一人は，内外航船舶に乗船し，船舶運航を体験する貴重な機会を得たことになる。特

に，近年増加している海事系教育機関以外の出身の商船学科教員にとっては極めて有用かつ

有意義な研修となった。また，海技士免許を有しながら実務乗船経験がない教員や，過去に

乗船経験がある教員にとっては，現状へのアップデートが可能となる。本研修は，学生への

フィードバックが研修後すぐに実施が可能で，研修を受けた教員の授業改善効果が極めて高

いことから意義のある研修である。今年度の研修に参加した教員からは，①徹底した安全管

理が行われていること。②船舶職員にとって英語は必要不可欠であることの再確認。③知識

だけでなく，規律を守り，相手とコミュニケーションをとり，しっかりと人間関係を構築で

きるような高い人間性が必要であること。④航海計画の随時調整や変更についてどのように

対応しているのかを知ることができた。⑤学生たちに「察する力」を身に付けていくよう指

導したい。⑥船内生活における対人スキルの重要性の再認識。などの報告があった。 

これら得られた研修成果を教育研究に活かす方法等は，①商船学科全体での英語力の必要

性の認識と育成プログラムの促進。②専門授業における知見・体験・資料の紹介と活用。③

専門授業における船舶運航技術の動向紹介。④商船学科におけるキャリアデザイン・プログ

ラムの開発。⑤海事技術者へのモチベーション向上 ⑥ 商船学科学生の人間力育成促進。で

あり，研修に参加した教員の授業での活用等は既に実施されている。 
 （文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎） 

 
 

② コミュニケーション能力や国際性等の資質を確かな能力として定着させるグローバル教育 
プログラムを実装する。 

―1年間の成果と今後の展望について― 

 
◆目的 

先の海事人材育成プロジェクトにおいて、今後の高専商船学科における海事教育は、「英語

力強化」、「資質の育成」、「学びを定着できる力の育成」の 3 本の柱によって専門教育の高度

化を図ることが定められた。その柱の一つである「英語力強化」として、海事産業，海洋事

業等のグローバルなフィールドで活躍するために不可欠なコミュニケーション能力、国際性

等の資質を育成し、確かな能力として定着させることを目的に、実効性と実現性の高い英語

力向上プログラムの構築を目指す。 

 
◆概要 

 新たな海事技術者の資質として求められる基本的なコミュニケーション能力、基礎的な英

語力、国際性の資質の育成を目指し、下記 3 項目を計画・実施した。 
①商船学科として英語教育非常勤講師を雇用 
②低学年向け英語導入教育のプログラム整備 
③グローバル教育拠点における開発プログラムの実装準備 

 
◆得られた成果 

平成 30年度に実施した事業と得られた成果の概要は以下の通りである。 

① 商船学科として英語教育非常勤講師を雇用 

グローバル教育拠点として整備された教室を活用し、英語教育非常勤講師に TOEIC 対策講

座を継続的に実施してもらうことを依頼するとともに、英語導入教育の英語スピーチ練習を

依頼した。 

② 低学年向け英語導入教育のプログラム整備 

昨年度、パイロットケースとして実施してきた低学年向けの英語導入教育を、各校で HRや

海事英語の時間を利用して試行した。さらに、英語学習方法テキストとして考案した「商船

英語の船出」について、各校のアンケート結果を基に統計データを改訂するなど、ブラッシ

ュアップを図った。 

③ グローバル教育拠点における開発プログラムの実装準備 

各校で開発した効果的な講座や教育方法を 5 校で展開、定着させるために、各プログラム

の指導マニュアルを策定した。また、国際インターンシップにおいて、5 校共通プログラム

の実施について検討した。 

 

◆今後の展望 

今後は、英語を口に出して話す機会を増やしていくなど、アクティブラーニングを取り入

れた新しい科目を、カリキュラムに組み込む方法、新しいカリキュラム編成について提案し

ていく予定である。 
                      (文責：鳥羽商船高等専門学校，窪田 祥朗) 
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〇報告会（予定） 
日時：  平成３１年２月６日(水) 東京海洋大学 越中島会館講堂 

参加者： ３０名（予定） 

研修報告： (１) 富山高専  講師 福留 研一  （JXオーシャン㈱  KAIMON MARU） 

(２) 鳥羽商船  助教 小田 真輝  （川崎汽船㈱ SAKURAGAWA） 

(３) 広島商船  助教 片平 卓志  （上野トランステック㈱ そうび丸）  

(４) 大島商船   助教 前畑 航平  （日本マリン㈱ ひまわり９） 

(５) 弓削商船   講師 山崎 慎也  （NSユナイテッド海運㈱ NSS HONESTY） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
昨年度実施した船舶運航実務乗船研修報告会（平成 30 年３月８日一橋講堂会議室）の様子 
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②低学年向け英語導入教育のプログラム整備 
③グローバル教育拠点における開発プログラムの実装準備 

 
◆得られた成果 

平成 30 年度に実施した事業と得られた成果の概要は以下の通りである。 

① 商船学科として英語教育非常勤講師を雇用 

グローバル教育拠点として整備された教室を活用し、英語教育非常勤講師に TOEIC 対策講

座を継続的に実施してもらうことを依頼するとともに、英語導入教育の英語スピーチ練習を

依頼した。 

② 低学年向け英語導入教育のプログラム整備 

昨年度、パイロットケースとして実施してきた低学年向けの英語導入教育を、各校で HR や

海事英語の時間を利用して試行した。さらに、英語学習方法テキストとして考案した「商船

英語の船出」について、各校のアンケート結果を基に統計データを改訂するなど、ブラッシ

ュアップを図った。 

③ グローバル教育拠点における開発プログラムの実装準備 

各校で開発した効果的な講座や教育方法を 5 校で展開、定着させるために、各プログラム

の指導マニュアルを策定した。また、国際インターンシップにおいて、5 校共通プログラム

の実施について検討した。 

 

◆今後の展望 

今後は、英語を口に出して話す機会を増やしていくなど、アクティブラーニングを取り入

れた新しい科目を、カリキュラムに組み込む方法、新しいカリキュラム編成について提案し

ていく予定である。 
                      (文責：鳥羽商船高等専門学校，窪田 祥朗) 
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②-1「グローバル力向上プログラム」活動実績 

 

◆目的 

本サブプロジェクトは、海事産業，海洋事業等のグローバルなフィールドで活躍するため

に不可欠な英語力の育成とコミュニケーション力及び国際性等の資質を涵養し、確かな能力

として定着させることを目的とする。これを可能とする実効性と実現性の高いプログラムを

実装し、グローバル力の向上を目指すものである。このため、高専・商船学科の学生に対し

て、卒業時における TOEIC スコア 500 以上を獲得できるように、連携機関と協働してその達

成を目指す。

 
◆概要 

 本サブプロジェクトは、新たな海

事技術者の資質として求められる

基本的なコミュニケーション能力、

基礎的な英語力、国際性の資質の育

成を目指し、実効性と実現性の高い

英語教育プログラムを検討する。ま

た、その指標として TOEIC を利用

し、スコアを向上させる。今年度は、

これまでに開発してきた英語教育

プログラムについて、効果が現れて

いるプログラムを継続実施すると

ともに、これらのプログラムを 5 年

間の学生生活で効果的に教授する方法、学生が能動的に学習する教育方法について検討して

いる。これらの目標を実現するために、以下の 3 項目を実施する。

①商船学科として英語教育非常勤講師を雇用

②低学年向け英語導入教育のプログラム整備

③グローバル教育拠点における開発プログラムの実装準備

 

◆得られた成果 

平成 30 年度に実施した事業と得られた成果の概

要は以下の通りである。

① 商船学科として英語教育非常勤講師を雇用

 グローバル教育拠点として整備された教室を活用

し、英語教育非常勤講師に TOEIC 対策講座を継続的

に実施するとともに、英語導入教育の英語スピーチ

について発音練習を依頼した。また、これらの開発

プログラムの共有化を図り、環境が異なる 5 校のい

 

英語教育非常勤講師による 
TOEIC 対策講座の様子 

 

英語力向上プログラムの概念 

正規授業の英語教育

英語導入教育

グローバル教育拠点の利用

国際インターンシップ

専門科目の英語活用

英語補助教員
による講座

コミュニケー
ション力

国際性

資格
取得

TOEIC
500以上

Up

Up

Up

グローバルに活躍
できる人材育成

 
 

ずれでもプログラムを実施できる

方策について検討してきた。今年

度は、各校で開発したプログラム

を、効果的に、かつ、継続的に活

用するため、教育手法を指導マニ

ュアル化することを進めてきた。

今後は、グローバル教育拠点の継

続的な利活用法を構築していく 

 

② 低学年向け英語導入教育のプ

ログラム整備

英語補助教員の雇用及び TOEIC
対策講座により、TOEIC スコアの

上昇に効果が現れてきた。スコア

アップを順調に続ける学生がいる

にもかかわらず、学年全体として

の平均点の上昇率が伸びていない

ことが指摘された。その原因とし

て、英語を苦手として、学習をあ

きらめてしまう学生の存在が浮き

彫りとなった。これらの学生は、英語学習、TOEIC の重要性を感じておらず、TOEIC に真剣

に解答しない傾向がある。そこで、低学年から英語の必要性を認識してもらえるように、ま

 
商船英語への船出 

 
TOEIC 対策 指導マニュアル例 
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◆目的 
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に不可欠な英語力の育成とコミュニケーション力及び国際性等の資質を涵養し、確かな能力

として定着させることを目的とする。これを可能とする実効性と実現性の高いプログラムを

実装し、グローバル力の向上を目指すものである。このため、高専・商船学科の学生に対し

て、卒業時における TOEIC スコア 500 以上を獲得できるように、連携機関と協働してその達

成を目指す。

 
◆概要 

 本サブプロジェクトは、新たな海

事技術者の資質として求められる

基本的なコミュニケーション能力、

基礎的な英語力、国際性の資質の育

成を目指し、実効性と実現性の高い

英語教育プログラムを検討する。ま

た、その指標として TOEIC を利用

し、スコアを向上させる。今年度は、

これまでに開発してきた英語教育

プログラムについて、効果が現れて

いるプログラムを継続実施すると

ともに、これらのプログラムを 5 年
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①商船学科として英語教育非常勤講師を雇用

②低学年向け英語導入教育のプログラム整備
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◆得られた成果 

平成 30 年度に実施した事業と得られた成果の概

要は以下の通りである。

① 商船学科として英語教育非常勤講師を雇用
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方策について検討してきた。今年

度は、各校で開発したプログラム

を、効果的に、かつ、継続的に活

用するため、教育手法を指導マニ

ュアル化することを進めてきた。

今後は、グローバル教育拠点の継

続的な利活用法を構築していく 
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ことが指摘された。その原因とし

て、英語を苦手として、学習をあ

きらめてしまう学生の存在が浮き

彫りとなった。これらの学生は、英語学習、TOEIC の重要性を感じておらず、TOEIC に真剣

に解答しない傾向がある。そこで、低学年から英語の必要性を認識してもらえるように、ま

 
商船英語への船出 

 
TOEIC 対策 指導マニュアル例 

－15－



 
 

た、英語嫌いを減らせる

ように、商船学科の低学

年における英語導入教

育方法について検討し

た。提案する英語導入教

育は、英語の必要性、重

要性を説くとともに、商

船学科における英語の

学習方法を解説する。こ

れらを「商船英語への船

出-Let’s Start Maritime 
English」と題したテキス

トとして作成した。今年

度は、このテキストにお

けるアンケートデータ

部分を 5 校におけるデー

タとして最新版にアッ

プデートし、改訂版を作

成した。また、入学前か

らの意識付けを視野に

入れ、入学説明会などで

配布する予定である。さ

らに今年度、このテキス

トによる学習方法を実

践するための演習問題

を作成した。今後はテキ

ストと演習問題を利用した講座、授業への展開を検討している。

昨年度はパイロットケースとして実施してきた低学年向けの英語導入教育を、今年度は各

校で HR や海事英語の時間を利用して試行した。今年度実施した 5 校でのアンケート結果か

ら、発音や音読ができない、恥ずかしいと思うことが、英語学習の最初の躓きであり、英単

語を読めないと学習意欲が低下することが判明した。そこで、英語導入教育では英語に慣れ

ることを重視し、音読を推奨しており、英語を口に出す機会を増やすとともに、英語で話さ

ないといけない環境作りを目指している。また、担当できる教員が限られてしまうと、継続

的に実施できないため、担当教員が変更されても実施できるように指導マニュアルを作成中

である。

③ グローバル教育拠点における開発プログラムの実装準備

 国際性とコミュニケーション能力の向上を目指し、実効性と実現性の高い英語教育プログ

ラムを開発してきた。現在、国際性を身につけるために、国際インターンシップを実施して

いる。これまで、5 校すべての学生が参加できる国際インターンシップの制度について検討

   
(a)英語による自己紹介    (b) 留学生へ自己紹介 

   
(c) 外航船舶職員の話     (d) グローバル教育推進室長の話 

   
(e)国際インターンシップ報告     (f) 海事英語への導入 

英語導入教育 

 
 

し、KCC（Kauai Community College）及び

SMA（Singapore Maritime Academy）の国際

インターンシッププログラムを共有プログラ

ムとしてブラッシュアップする方向で進めて

きた。今後は、5 校共同の国際インターンシ

ップを順次、実施していく予定である。

 また、教育効果の高かった高学年向けの

TOEIC 対策、及び、基礎教育としての低学年

向け英語導入教育については、学生の意欲を

継続させることが重要である。そのため、英

語学習に対するインセンティブを与えられる

よう、カリキュラムへ実装する方法について

検討している。これについては、「3.1 海事・

海洋教育プログラム」サブプロジェクトと連

携して進める予定である。 

◆今後の展望

商船学科を卒業後、グローバルな環境で活

躍するためにも、英語によるコミュニケーシ

ョン能力を身につける必要がある。今後は、

商船学科の英語教育について、授業内容、教

育手法の変革も視野に入れながら、商船学科

の学生が英語をコミュニケーション

ツールとして利用できる学習環境の

整備を推進していく。

低学年への英語教育に対する意識

付けを目的に、新しく開発した英語

導入教育プログラムに関しては、今

年度の各校で実施した試行結果を踏

まえ、実効性の高い教育プログラム

として確立を目指す。さらに研鑽の

上、実現可能な英語教育プログラム

を完成させ、カリキュラムへ実装予

定である。特に、英語を口に出して

話す機会やディスカッションできる

機会を増やしていくなど、アクティ

ブラーニングを取り入れた新しい科

目を、カリキュラムに組み込む方法、

新しいカリキュラム編成について提

案していく予定である。          (文責：鳥羽商船高等専門学校，窪田 祥朗)

 

 
演習問題例 

 
英語導入教育 指導マニュアル例 
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③ 将来の技術革新にも対応する高度な専門教育と確実なキャリア教育を 
商船系高専カリキュラムへ実装する。 
―1年間の成果と今後の展望について― 

 

◆目的 

 海事産業における技術革新は海事技術の質を大きく変貌させており、将来の興隆が予測さ

れる海洋事業における海洋技術は発展途上である。10/20年後に活躍できる海事・海洋技術者

には確かな知識・技能と共に、柔軟な応用力が求められる。海事産業への理解と意欲の育成、

技術革新の波を乗り越えられる確かな知識・技能を実現させるために、高度な専門教育と確

実なキャリア教育を高専教育に実装させる。 

◆概要 

高度な専門教育と確実なキャリア教育を高専教育に実装させるために以下の 3 つ事業を進めた。 
①  標準的な海事・海洋カリキュラムの作成 
②  海事キャリア教育セミナー 
③  教科教材の充実 
◆得られた成果 

① 海事・海洋カリキュラムでは、標準的なカリキュラムを作成し、時間割例を作成した。同時

に教員別時間割対応表も作成した。これらは MCC（モデルコアカリキュラム）、Web シラバ

ス、STCW 条約、免許講習にも対応しており，シンプルな線引きで提示した。一方、学生に

対し、キャリアデザインノートを作成して、平成 30 年度末には、マリタイムシリーズから発

行予定である。 
② 海事キャリアセミナーは、昨年同様、船主協会、全船協、全日海、国船協の 4 連携団体の協

力のものと、鳥羽商船高専から 5 校を遠隔講義システムで繋ぎ、各校商船学科学生に対し、

同時講演会を行なった。今後の講演に生かすためにアンケートも行い、学生の関心・興味も

分析した。 
③ 新規教材では、平成 30 年 6 月に以前に発行した「船しごと、海しごと」を改訂し２訂版を発

行した。さらに機関系では「舶用ディーゼル推進プラント入門」と「船に学ぶ基礎力学」の

教科書が今年度中に発行予定である。さらに QR コードなどを利用した ICT を活用した教科

教材の開発も進めている。国際旗りゅう信号の習得の教材などが作られた。 
◆今後の展望 

作成された標準的な海事・海洋カリキュラム及び時間割をもとに各校の現状に合わせた実

装について検討していく。またキャリアデザインノート活用して、これまでの海事人材育成

プロジェクトを通じたキャリア教育や学業、課外活動など商船高専生活を通じて、将来設計

を考えさせていくことに活用する。 
 海事キャリア教育セミナーはこれまでと同様にステークホルダーの協力の下、5 高専を遠

隔講義形式で繋ぎ、同時に講演会を継続していく予定である。 
さらに教科教材開発は、基礎力学、内燃機関学などが年度末までに発行予定であり、これ

まで不十分であった機関系科目を充足させた。スマートフォンなど ICT を活用した教材も今

後一層開発していく予定である。 
(文責：弓削商船高等専門学校，村上 知弘) 

 
 

③-1「海事・海洋カリキュラム」活動実績 

 
◆目的 

過去の新たな海事教育システムの提案、提言に基づいて、さらに身のある海事教育とする

ために実効性と実現性の高い海事教育と海洋技術教育のカリキュラムを提示する。５商船高

専間での連携も強化し、現状の教育内容の不足部分も充足しつつ効率的に海事教育を実施す

るための方策についても検討する。 
 
◆概要 

 これまでの海事人材育成プロジェクト「新たな海事教育システムの在り方・新たな海事教

育システムの方向性（平成２９年度２月発行）」より、グローバルに働ける高い能力及び技術

革新に対応できる柔軟で高度な専門力を育成するためには、海事技術者の資質，学び（専門・

基礎学力）の定着力および英語力強化の３項目を重要視する新たな海事教育システムを展開

する必要がある。そのため海事技術者の資質，学び（専門・基礎学力）の定着力および英語力

強化を確実な教育目標として明確にしていくための方法として、次の事項を検討した。 
①  標準カリキュラム（時間割）の作成 
②  キャリアデザインノートの作成 
 
◆得られた成果 

本サブプロジェクト委員を上記の 2 つの検討事項ワークチームを下記のように振り分けた。 

本サブプロジェクト委員は昨年度から変更はない。昨年 29 年度の報告書提出後の平成 30 年

2 月と 3 月に東京で会議を 4 日間行い、本事業をできるだけ進展させた。本年度は予算の確

定が遅かったため、前期はメール審議で本サブプロジェクトを進めた。今年度の第 1 回会議

は 10 月にテレビ

会議で行った。そ

の後 12月 26.27日

と大阪で会議を行

った。また今年度

最後に高専フォー

ラム直前の 1月 24

日にテレビ会議を

行う予定である。 

 

 

 

 

（１）標準カリキュラム 

これまでの”新たな海事教育システムの在り方”報告書に基づき，これからの高専が取り

巻く状況，10・20年後に必要とされる知識，技能を踏まえつつ標準的カリキュラムを提示し

た。MCC，Webシラバス，STCW，免許講習について対応し，シンプルな線引きで表現した。カ
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リキュラムの提示には，講義名，実験実習    表３－1 商船学科前期時間 

の項目名が明記できた。また新技能単位の

検討と学年単位配当表割の作成を行なっ

た。カリキュラムに組み入れることが可能

な新技能単位は、11単位程度である。「海事

技術者の資質育成」、「英語力強化」、「学び

（基礎・専門学力）を定着できる力の育成」

を実装するために、英語教育には、各校に

配置したグローバル教育センターを活かし

たものと導入する。 

資質の育成では、キャリアデザイン教育

を授業に加えていく。学びの定着ではアク

ティブラーニングの授業の拡大を念頭に置

いてプレゼンテーション演習を取り入れ

た。 

さらに学年単位配当表を作成し、専門科

目における学年配当表を完成させた。 

 

 

 

表３－2 教員別前期時間割 

 

 

本科 平成＊＊年度 前期時間割例

週 （月） （火） （水） （木） （金）

コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ

時間 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10
時限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限

週 （月） （火） （水） （木） （金）

コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ

時間 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10
時限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限
航海

教員
A

教員
B

教員
Ｃ

教員
D

教員
E

教員
F

教員
G

教員
H

機関

教員I

教員
J

教員
K

教員
L

教員
M

教員
N

教員
O

教員
P

実験実習２

教員別　前期時間割

総合工学概
論

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科専攻科 専攻科 機関・執務１ 卒業研究

実験実習３ 実験実習３ 基礎実習 卒業研究

実験実習１
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 機関・執務１

機関・執務３
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 機関・執務３ 専攻科

実験実習３ 実験実習３ 専攻科 基礎実習 卒業研究

選択科目

実験実習３ 実験実習３ 機関・執務３ 卒業研究 実験実習１ 機関・執務２
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 専攻科

応用数学 機関・執務１
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科自由科目 機関・執務２ 自由科目 卒業研究

実験実習２

機関・執務３ 情報処理 卒業研究
機関・執

務２
専攻科 機関・執務３

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 自由科目

専攻科 機関・執務２
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科機関・執務２ 機関・執務１ 電気電子 卒業研究

機関・執務１ 選択科目 自由科目 卒業研究 機関・執務１ 専攻科
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 実験実習２

航海・運用・
法規１

卒業研究 船舶工学
総合工学概

論
専攻科

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科
航海・運用・

法規３
実験実習２

航海・運用・
法規３

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科
航海・運用・

法規１
専攻科 実験実習３ 実験実習３ 基礎実習 卒業研究

免許講習

実験実習３ 実験実習３ 基礎実習 卒業研究 専攻科
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 基礎力学 選択科目

実験実習１
航海・運用・

法規２
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科実験実習３ 実験実習３
航海・運用・

法規３
卒業研究

情報リテラ
シー

専攻科

免許講習
航海・運用・

法規２
専攻科 卒業研究 実験実習１

航海・運用・
法規１

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 免許講習

航海・運用・
法規２

航海・運用・
法規３

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科
航海・運用・

法規３
専攻科 卒業研究

実験実習２

航海・運用・
法規２

専攻科
航海・運用・

法規１
免許講習 卒業研究

航海・運用・
法規２

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 実験実習２

航海・運用・
法規１

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 専攻科
航海・運用・

法規１
選択科目 免許講習 卒業研究

航海・運用・
法規３

機関・執務３

選択科目

選択科目

補講

基礎力学 英語

航海・運用・
法規１

実験実習２

機関・執務１ 実験実習２

英語 免許講習

英語 自由科目

情報リテラ
シー

選択科目

数学

社会

保健体育

保健体育

社会

社会

第２外国語

第２外国語

航海・運用・
法規３

機関・執務３

保健体育

保健体育

数学

自然科学

機関・執務３

数学

国語

航海・運用・
法規１

機関・執務１

航海・運用・
法規２

機関・執務２

社会

社会

英語

英語

卒業研究

卒業研究

1年

２年

3年N

3年E

4年N

4年E

5年N

5年E

国語

英語

航海・運用・
法規２

機関・執務２

航海・運用・
法規３

機関・執務３

航海・運用・
法規１

機関・執務１

英語

英語

選択科目

選択科目

補講

補講

英語

英語

航海・運用・
法規３

機関・執務３

免許講習

自由科目

応用数学

応用数学

航海・運用・
法規３

英語 機関・執務２ 機関・執務２ 選択科目

選択科目

社会

英語
航海・運用・

法規２
航海・運用・

法規２
実験実習３実験実習３社会

航海・運用・
法規１

機関・執務１

航海・運用・
法規２

機関・執務２実験実習３実験実習３

選択科目

総合工学概
論

航海・運用・
法規１

英語

自然科学

数学

キャリア・プ
レゼン１

キャリア・プ
レゼン２

キャリア・プ
レゼン３

英語 機関・執務１

電気電子

自然科学

数学

英語

英語

保健体育

実験実習１

船舶工学

船舶工学

補講 社会 英語
航海・運用・

法規１
数学

数学 機関・執務１ 数学
キャリア・プ
レゼン３

社会国語 自由科目 補講

基礎実習

数学

自然科学英語 社会 数学 英語 数学

国語 情報処理数学 保健体育 補講

国語 免許講習

1年 2年 3年 4年 5年

基礎実習（学科混合） 2
総合工学概論（学科混合） 2
情報リテラシー（学科混合） 1
キャリア・プレゼン１ 2
校内練習船実習１（集中講義） 1
キャリア・プレゼン２ 2
基礎力学 2
情報処理 1
電気電子 2
校内練習船実習２ 1
実験実習１（消火・救命） 2
船舶工学 1
海事法規 1
キャリア・デザイン３ 2
応用数学 2

航海・運用・法規（3年） 9
校内練習船実習３（集中講義） 1
実験実習２ 3
実験実習３ 2
航海・運用・法規（4年） 8
校内練習船実習４（集中講義） 2
航海・運用・法規（5年） 8
卒業研究 6
免許講習（レーダARPA,ECDIS) 1 2 1
免許講習（上級英語) 1

68 8 10 18 12 20

機関・執務（3年） 9
校内練習船実習３（集中講義） 1
実験実習２ 3
実験実習３ 2
機関・執務（4年） 8
校内練習船実習４（集中講義） 2
機関・執務（5年） 8
卒業研究 6
自由科目 1 2 2

68 8 10 18 12 20

キャリア・プレゼン４ 2

キャリア・プレゼン５ 2

選択科目（４年） 2

選択科目１（５年） 2

選択科目２（５年） 2

10 0 0 0 4 6

72 8 10 18 14 22

72 8 10 18 14 22

NE共通線引き開講単位
N：線引き開講単位
E:線引き開講単位
下線付き数値の科目は学修単位

商船学科

授業科目 単位数
学年別配当

必
修

共通

航海
コース

航海コース履修単位計

機関
コース

機関コース履修単位合計

機関コース履修単位計

共通

開設単位数計

航海コース履修単位合計

選
択

－20－



 
 

リキュラムの提示には，講義名，実験実習    表３－1 商船学科前期時間 

の項目名が明記できた。また新技能単位の

検討と学年単位配当表割の作成を行なっ

た。カリキュラムに組み入れることが可能

な新技能単位は、11単位程度である。「海事

技術者の資質育成」、「英語力強化」、「学び

（基礎・専門学力）を定着できる力の育成」

を実装するために、英語教育には、各校に

配置したグローバル教育センターを活かし

たものと導入する。 

資質の育成では、キャリアデザイン教育

を授業に加えていく。学びの定着ではアク

ティブラーニングの授業の拡大を念頭に置

いてプレゼンテーション演習を取り入れ

た。 

さらに学年単位配当表を作成し、専門科

目における学年配当表を完成させた。 

 

 

 

表３－2 教員別前期時間割 

 

 

本科 平成＊＊年度 前期時間割例

週 （月） （火） （水） （木） （金）

コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ

時間 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10
時限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限

週 （月） （火） （水） （木） （金）

コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ 1 コマ 2 コマ 3 コマ 4 コマ

時間 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10 08:50 ～10:20 10:30 ～12:00 13:00 ～14:30 14:40 ～16:10
時限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限 1限 2限 3限 4限 5限 6限 7限 8限
航海

教員
A

教員
B

教員
Ｃ

教員
D

教員
E

教員
F

教員
G

教員
H

機関

教員I

教員
J

教員
K

教員
L

教員
M

教員
N

教員
O

教員
P

実験実習２

教員別　前期時間割

総合工学概
論

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科専攻科 専攻科 機関・執務１ 卒業研究

実験実習３ 実験実習３ 基礎実習 卒業研究

実験実習１
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 機関・執務１

機関・執務３
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 機関・執務３ 専攻科

実験実習３ 実験実習３ 専攻科 基礎実習 卒業研究

選択科目

実験実習３ 実験実習３ 機関・執務３ 卒業研究 実験実習１ 機関・執務２
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 専攻科

応用数学 機関・執務１
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科自由科目 機関・執務２ 自由科目 卒業研究

実験実習２

機関・執務３ 情報処理 卒業研究
機関・執

務２
専攻科 機関・執務３

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 自由科目

専攻科 機関・執務２
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科機関・執務２ 機関・執務１ 電気電子 卒業研究

機関・執務１ 選択科目 自由科目 卒業研究 機関・執務１ 専攻科
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 実験実習２

航海・運用・
法規１

卒業研究 船舶工学
総合工学概

論
専攻科

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科
航海・運用・

法規３
実験実習２

航海・運用・
法規３

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科
航海・運用・

法規１
専攻科 実験実習３ 実験実習３ 基礎実習 卒業研究

免許講習

実験実習３ 実験実習３ 基礎実習 卒業研究 専攻科
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 基礎力学 選択科目

実験実習１
航海・運用・

法規２
キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科実験実習３ 実験実習３
航海・運用・

法規３
卒業研究

情報リテラ
シー

専攻科

免許講習
航海・運用・

法規２
専攻科 卒業研究 実験実習１

航海・運用・
法規１

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 免許講習

航海・運用・
法規２

航海・運用・
法規３

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科
航海・運用・

法規３
専攻科 卒業研究

実験実習２

航海・運用・
法規２

専攻科
航海・運用・

法規１
免許講習 卒業研究

航海・運用・
法規２

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 実験実習２

航海・運用・
法規１

キャリアプレ
ゼン，選択

専攻科 専攻科
航海・運用・

法規１
選択科目 免許講習 卒業研究

航海・運用・
法規３

機関・執務３

選択科目

選択科目

補講

基礎力学 英語

航海・運用・
法規１

実験実習２

機関・執務１ 実験実習２

英語 免許講習

英語 自由科目

情報リテラ
シー

選択科目

数学

社会

保健体育

保健体育

社会

社会

第２外国語

第２外国語

航海・運用・
法規３

機関・執務３

保健体育

保健体育

数学

自然科学

機関・執務３

数学

国語

航海・運用・
法規１

機関・執務１

航海・運用・
法規２

機関・執務２

社会

社会

英語

英語

卒業研究

卒業研究

1年

２年

3年N

3年E

4年N

4年E

5年N

5年E

国語

英語

航海・運用・
法規２

機関・執務２

航海・運用・
法規３

機関・執務３

航海・運用・
法規１

機関・執務１

英語

英語

選択科目

選択科目

補講

補講

英語

英語

航海・運用・
法規３

機関・執務３

免許講習

自由科目

応用数学

応用数学

航海・運用・
法規３

英語 機関・執務２ 機関・執務２ 選択科目

選択科目

社会

英語
航海・運用・

法規２
航海・運用・

法規２
実験実習３実験実習３社会

航海・運用・
法規１

機関・執務１

航海・運用・
法規２

機関・執務２実験実習３実験実習３

選択科目

総合工学概
論

航海・運用・
法規１

英語

自然科学

数学

キャリア・プ
レゼン１

キャリア・プ
レゼン２

キャリア・プ
レゼン３

英語 機関・執務１

電気電子

自然科学

数学

英語

英語

保健体育

実験実習１

船舶工学

船舶工学

補講 社会 英語
航海・運用・

法規１
数学

数学 機関・執務１ 数学
キャリア・プ
レゼン３

社会国語 自由科目 補講

基礎実習

数学

自然科学英語 社会 数学 英語 数学

国語 情報処理数学 保健体育 補講

国語 免許講習

1年 2年 3年 4年 5年

基礎実習（学科混合） 2
総合工学概論（学科混合） 2
情報リテラシー（学科混合） 1
キャリア・プレゼン１ 2
校内練習船実習１（集中講義） 1
キャリア・プレゼン２ 2
基礎力学 2
情報処理 1
電気電子 2
校内練習船実習２ 1
実験実習１（消火・救命） 2
船舶工学 1
海事法規 1
キャリア・デザイン３ 2
応用数学 2

航海・運用・法規（3年） 9
校内練習船実習３（集中講義） 1
実験実習２ 3
実験実習３ 2
航海・運用・法規（4年） 8
校内練習船実習４（集中講義） 2
航海・運用・法規（5年） 8
卒業研究 6
免許講習（レーダARPA,ECDIS) 1 2 1
免許講習（上級英語) 1

68 8 10 18 12 20

機関・執務（3年） 9
校内練習船実習３（集中講義） 1
実験実習２ 3
実験実習３ 2
機関・執務（4年） 8
校内練習船実習４（集中講義） 2
機関・執務（5年） 8
卒業研究 6
自由科目 1 2 2

68 8 10 18 12 20

キャリア・プレゼン４ 2

キャリア・プレゼン５ 2

選択科目（４年） 2

選択科目１（５年） 2

選択科目２（５年） 2

10 0 0 0 4 6

72 8 10 18 14 22

72 8 10 18 14 22

NE共通線引き開講単位
N：線引き開講単位
E:線引き開講単位
下線付き数値の科目は学修単位

商船学科

授業科目 単位数
学年別配当

必
修

共通

航海
コース

航海コース履修単位計

機関
コース

機関コース履修単位合計

機関コース履修単位計

共通

開設単位数計

航海コース履修単位合計

選
択

 
 

（２）キャリアデザインノート 
学生が高専の 5 年間でいつ・何を学んだかの

軌跡を残すノートを作成する。個人のログブッ

クとなるものであり1冊のノートとして記述し、

いつでも簡単にわかることを目的とした。 
内容は、はじめに高専、商船学科として海技

技術者になるという意味から学校で学んでい

く意味を解説する。次に学業成績、取得単位を

学年ごとに記載し、個人の感想から担任のコメ

ントまで記載できるようにした。章の最後には

5 年間の成績まとめを記載し、就職進学に転記

できるようにした。資格として海技士受験状況、

TOEIC や英検など英語資格試験、クラブ活動

での実績を記載する。クラスでの役職や生徒会、

寮生会の活動やボランティア活動も記載でき

る。さらに海技士として必要な知識と技能とし

て、海技士のキャリアモデルを示し、校内練習

船及び海技教育機構での長期練習船実習の記

録も記載させる。海技教育機構での実習に向      図 １ 表紙案 
けて健康状態やインフルエンザの予防に関して 
も記載した。                   表３－３ 学生記載内容等 
就職関係として、履歴書の記載や就職活動へ

の流れを示した。また低学年から行われている

企業やOBによる各種講演会の内容や感想も記

述する。これによって就職活動時に見直すと自

分の高専での歩みが簡単にわかる。最後に商船

学科の学生として最低限必要な知識として入

学要件、卒業要件、免許講習、海技士の受験方

法、STCW 条件、海技教育機構への乗船方法や

乗船前のチェックリストを記載した。勉強への

補助としての参考資料なども記載した。ただし

情報量が非常に多いため、一部を QR コードで

対応し、必要に応じて学生自身のスマートフォ

ンで見られるようにした。         
本キャリアデザインノートはマリタイムカ

レッジシリーズとして海文堂から平成 30 年度

末の刊行を予定している。                            
 

  
 

授業科目名 単位数 必修 or 選択 期間 担当教員 成績 自己評価

例 商船概論 1 必修・選択 前・後・通年 ○○ 優 Ａ

1 必修・選択 前・後・通年

2 必修・選択 前・後・通年

3 必修・選択 前・後・通年

4 必修・選択 前・後・通年

5 必修・選択 前・後・通年

6 必修・選択 前・後・通年

7 必修・選択 前・後・通年

8 必修・選択 前・後・通年

9 必修・選択 前・後・通年

10 必修・選択 前・後・通年

11 必修・選択 前・後・通年

12 必修・選択 前・後・通年

13 必修・選択 前・後・通年

14 必修・選択 前・後・通年

15 必修・選択 前・後・通年

16 必修・選択 前・後・通年

17 必修・選択 前・後・通年

18 必修・選択 前・後・通年

担任コメント　【担任氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　】

商船学科　　　　年　（　　　　　　年４月～　　　　　年３月）

学年ふりかえり

キャリアデザインノート 

    ー海技士へのあゆみー 
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表３－４ 学生記載内容等 

 

 

 

表 キャリアデザインノートの目次と内容 

 

◆今後の展望 

作成された標準的な海事・海洋カリキュラム及び時間割をもとに各校の現状に合わせた実

装について検討していく。またキャリアデザインノート活用して、これまでの海事人材育成

プロジェクトを通じたキャリア教育や学業、課外活動など商船高専生活を通じて、将来設計

を考えさせていくことに活用する。 
(文責：弓削商船高等専門学校，村上 知弘) 

はじめに デザインノート の使い方 

１章 高等専門学校とは、商船学科での学び方 

1-1 晴れて入学 

1-2 高等学校の仕組み 

1-3 一般高専の仕組み 

1-4 商船高専の仕組み 

1-5 海技士免許の取得方法 

1-6 学校の教育目標、商船学科の教育目標 

1-7 ３つのポリシー 

1-8 商船学科・ 航海コース・ 機関コースの 

科目系統 

1-9 最後の６ヵ月実習（ 後期・ 長期実習） へ 

 

２章 学業成績の記録 

2-1 各学年の学業成績 

2-2 学業成績のまとめ 

2-3  卒業研究 

 

３章 海技士に必要な知識と技能 

3-1 海上職のキャリアモデルの概要と特徴 

3-2 海技士キャリアモデルの重要なポイント   

3-3  実験実習等の記録 

3-3 免許講習の記録 

3-4  校内練習船主要目 

3-5  校内練習船実習の記録 

3-6  長期実習船 練習船主要目 

3-7  長期実習の記録 

 

４章 課外活動の記録 

4-1 資格（ 海技士・ 無線等）  

4-2 資格（ TOEIC・ 英検）  

4-3 海外研修・ 渡航歴 

4-4 クラブ活動 

4-5 委員（ クラス委員、寮生会、学生会）  

4-6 ボランティ ア等の活動 

4-7  表彰やその他の時特記事項 

 

５章 就職・ 進学 

5-1 履歴書 

5-2 企業調査 

5-3 大学・ 高専専攻科調査 

5-4 インターンシップ 

5-5 企業訪問 

5-6 講演会 

 

６章 健康状態 

6-1 健康状態表 

6-2 インフルエンザの予防接種 

 

７章 参考資料 

7-1 入学要件(身体基準)・ 卒業要件 

7-1-1 入学要件(身体基準)[弓削商船の例] 

7-2 免許講習 

7-2-1 レーダー観測者講習[弓削商船の例] 

7-2-2 レーダー・ 自動衝突予防援助装置シミュレータ講

習[弓削商船の例] 

7-2-3 救命講習[弓削商船の例] 

7-2-4 消火講習[弓削商船の例] 

7-2-5 上級航海英語教習[弓削商船の例] 

7-2-5-1 上級航海（ 機関）英語講習無線関係資格の手続き

に必要な書類・ 養成課程等・ ・  

7-2-5-2 上級機関英語 

7-2-6  海技士（ 航海）の資格に対する電子海図情報表

示装置(ECDIS)講習 

7-2-7 海技士 細目 

7-3 無線関係資格の手続きに必要な書類・ 養成課程等 

7-4 船舶衛生管理資格及び講習 

7-5 海技士－国家試験と受験方法－ 

7-6 参考図書（ マリタイムシリーズ）  

7-7 ビザ申請手続きに必要な書類及び期間 

7-8 STCW 条約とその改正 

7-9 JMETS大型練習船実習 

7-9-1 特例乗船履歴 

7-9-2 短期分割実習方式 

7-9-3 規律（ 懲戒）  

7-9-4 大型長期実習船実習乗船前“チェックリスト ” 

種類（IPテスト/公開テスト） スコア

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

TOEIC

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

受験日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

 

実施日 年     月    日 （     ） 

講演者  

企業名   

内 容   

感 想   

 

 
 

③-2「教科教材の充実」活動実績 

 
◆目的 

日本の海事教育においては教科書等の教材不足が課題となっており、特に、15歳から20歳

の高専・商船学科学生に適合した教材の不足は分野によって続いている。そこで、次世代海

事技術者に不可欠な知識・技能として求められている船舶の機関・工学基礎等に関する基礎

的な知識・技能を、高専・商船学科の学生に確実に教授するために必要な教材の開発を行

う。今回は、刊行教科書のリニューアルや海上実習用、機関、力学などの教科書の刊行を果

たす。また、モデルコアカリキュラムに合わせた自学自習、練習問題や習熟のためのＩＣＴ

教材の制作を手掛け、スマホ配信することを目指す。 

 

◆取組内容 

１．教科書の開発 

 ① 「はじめての船しごと」  

・概要：これまでの教科書にはなかった写真を多用し、動作等 

の説明もわかりやすい海上実習用教材 

・著者：石田、二村、久保田、中谷、笹谷、鎌田、境、河村 

・行程：平成 29年 7月に既刊行 

②「船しごと海しごと」二訂版 

    ・概要：船の仕事について知りたい・やってみたいという要求 

に応える、キャリヤ教育教材。 

    ・著者：石田、岩崎、遠藤、木下、清田、山本、水井、横田他 

    ・行程：平成 30年 6月に既改訂 

③「舶用ディーゼル推進プラント入門」 

    ・概要：船舶推進用ディーゼル機関を対象に、推進装置（プロ 

ペラ及び軸系含む）について解説し、体系的に理解で 

きるように」構成する入門書 

    ・著者：川原、山口、今井、濱田、秋葉、山田 

    ・行程：Ｈ31.2 刊行予定 

 ④「船に学ぶ基礎力学」 

    ・概要：低学年時における力学系専門基礎の教科書。船舶工 

  学、材料力学、熱力学、流体力学への橋渡しとなる 

教材 

    ・特徴：教科書中の「自然落下・バウンド」「ふりこ」などの 

解説に QRコードを付し、スマホをかざすとシミュレ 

ーションや解説、練習問題で理解深める。 

    ・著者：栂、保前、山本、鎌田、池田、徳田、岩崎、清水 

    ・行程：Ｈ31.2 刊行予定 
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表３－４ 学生記載内容等 

 

 

 

表 キャリアデザインノートの目次と内容 

 

◆今後の展望 

作成された標準的な海事・海洋カリキュラム及び時間割をもとに各校の現状に合わせた実

装について検討していく。またキャリアデザインノート活用して、これまでの海事人材育成

プロジェクトを通じたキャリア教育や学業、課外活動など商船高専生活を通じて、将来設計

を考えさせていくことに活用する。 
(文責：弓削商船高等専門学校，村上 知弘) 

はじめに デザインノート の使い方 

１章 高等専門学校とは、商船学科での学び方 

1-1 晴れて入学 

1-2 高等学校の仕組み 

1-3 一般高専の仕組み 

1-4 商船高専の仕組み 

1-5 海技士免許の取得方法 

1-6 学校の教育目標、商船学科の教育目標 

1-7 ３つのポリシー 

1-8 商船学科・ 航海コース・ 機関コースの 

科目系統 

1-9 最後の６ヵ月実習（ 後期・ 長期実習） へ 

 

２章 学業成績の記録 

2-1 各学年の学業成績 

2-2 学業成績のまとめ 

2-3  卒業研究 

 

３章 海技士に必要な知識と技能 

3-1 海上職のキャリアモデルの概要と特徴 

3-2 海技士キャリアモデルの重要なポイント   

3-3  実験実習等の記録 

3-3 免許講習の記録 

3-4  校内練習船主要目 

3-5  校内練習船実習の記録 

3-6  長期実習船 練習船主要目 

3-7  長期実習の記録 

 

４章 課外活動の記録 

4-1 資格（ 海技士・ 無線等）  

4-2 資格（ TOEIC・ 英検）  

4-3 海外研修・ 渡航歴 

4-4 クラブ活動 

4-5 委員（ クラス委員、寮生会、学生会）  

4-6 ボランティ ア等の活動 

4-7  表彰やその他の時特記事項 

 

５章 就職・ 進学 

5-1 履歴書 

5-2 企業調査 

5-3 大学・ 高専専攻科調査 

5-4 インターンシップ 

5-5 企業訪問 

5-6 講演会 

 

６章 健康状態 

6-1 健康状態表 

6-2 インフルエンザの予防接種 

 

７章 参考資料 

7-1 入学要件(身体基準)・ 卒業要件 

7-1-1 入学要件(身体基準)[弓削商船の例] 

7-2 免許講習 

7-2-1 レーダー観測者講習[弓削商船の例] 

7-2-2 レーダー・ 自動衝突予防援助装置シミュレータ講

習[弓削商船の例] 

7-2-3 救命講習[弓削商船の例] 

7-2-4 消火講習[弓削商船の例] 

7-2-5 上級航海英語教習[弓削商船の例] 

7-2-5-1 上級航海（ 機関）英語講習無線関係資格の手続き

に必要な書類・ 養成課程等・ ・  

7-2-5-2 上級機関英語 

7-2-6  海技士（ 航海）の資格に対する電子海図情報表

示装置(ECDIS)講習 

7-2-7 海技士 細目 

7-3 無線関係資格の手続きに必要な書類・ 養成課程等 

7-4 船舶衛生管理資格及び講習 

7-5 海技士－国家試験と受験方法－ 

7-6 参考図書（ マリタイムシリーズ）  

7-7 ビザ申請手続きに必要な書類及び期間 

7-8 STCW 条約とその改正 

7-9 JMETS大型練習船実習 

7-9-1 特例乗船履歴 

7-9-2 短期分割実習方式 

7-9-3 規律（ 懲戒）  

7-9-4 大型長期実習船実習乗船前“チェックリスト ” 

種類（IPテスト/公開テスト） スコア

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

IPテスト/公開テスト

TOEIC

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

受験日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

 

実施日 年     月    日 （     ） 

講演者  

企業名   

内 容   

感 想   

 

 
 

③-2「教科教材の充実」活動実績 

 
◆目的 

日本の海事教育においては教科書等の教材不足が課題となっており、特に、15歳から20歳

の高専・商船学科学生に適合した教材の不足は分野によって続いている。そこで、次世代海

事技術者に不可欠な知識・技能として求められている船舶の機関・工学基礎等に関する基礎

的な知識・技能を、高専・商船学科の学生に確実に教授するために必要な教材の開発を行

う。今回は、刊行教科書のリニューアルや海上実習用、機関、力学などの教科書の刊行を果

たす。また、モデルコアカリキュラムに合わせた自学自習、練習問題や習熟のためのＩＣＴ

教材の制作を手掛け、スマホ配信することを目指す。 

 

◆取組内容 

１．教科書の開発 

 ① 「はじめての船しごと」  

・概要：これまでの教科書にはなかった写真を多用し、動作等 

の説明もわかりやすい海上実習用教材 

・著者：石田、二村、久保田、中谷、笹谷、鎌田、境、河村 

・行程：平成 29年 7月に既刊行 

②「船しごと海しごと」二訂版 

    ・概要：船の仕事について知りたい・やってみたいという要求 

に応える、キャリヤ教育教材。 

    ・著者：石田、岩崎、遠藤、木下、清田、山本、水井、横田他 

    ・行程：平成 30年 6月に既改訂 

③「舶用ディーゼル推進プラント入門」 

    ・概要：船舶推進用ディーゼル機関を対象に、推進装置（プロ 

ペラ及び軸系含む）について解説し、体系的に理解で 

きるように」構成する入門書 

    ・著者：川原、山口、今井、濱田、秋葉、山田 

    ・行程：Ｈ31.2 刊行予定 

 ④「船に学ぶ基礎力学」 

    ・概要：低学年時における力学系専門基礎の教科書。船舶工 

  学、材料力学、熱力学、流体力学への橋渡しとなる 

教材 

    ・特徴：教科書中の「自然落下・バウンド」「ふりこ」などの 

解説に QRコードを付し、スマホをかざすとシミュレ 

ーションや解説、練習問題で理解深める。 

    ・著者：栂、保前、山本、鎌田、池田、徳田、岩崎、清水 

    ・行程：Ｈ31.2 刊行予定 

 

－23－



 
 

２．ＩＣＴ教材の開発 

①教科書に組み込んだ教材 

 従来の教科書では、「求めやすい価格」を維持するために、公式証明や例題、模範解答など

を省きページ数を抑える傾向がある。今回作成の教科書においては、それらをＩＣＴ化し、

教科書中からスマホでクラウドサーバーにアクセスすることで、理論解説のポンチ絵や、パ

ラメータを変えながらの例題動画や、練習問題及び解答を表示できるようにした。 

 

 

 

4.3 位置から速度、速度から加速度 

 ここでは、位置 x の変化から、速度 v を割り出し、さらに速度 v の変化から

加速度αを求める方法について学びます。  

4.3.1 図式解法  

速度を計算するときの分母は瞬間時間、分子はその間の位置変化なので、

位置-時刻のグラフを描くとき、時々刻々のグラフの傾きが速度となります。

まず、距離 x の様子を下図のように描き、速度 v を算出してみることにしま

す。 

 時間 t によって位置 x が図 4.2 のように変化している例で説明します。  

 
 

 
 

②ＩＣＴスマホ教材の開発と共用 

・国際旗りゅう信号演習アプリ 

 自宅でスマホアプリを用いて予習を行い、学校にてその成果をパソコンアプリで確認す

る。５校で共用し、その使用効果を調査する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・海技試験スマホアプリ 

 

・５年分の２級海技士（機関）「執務一般」をスマホで学習できる教材を作成 

・５年分×４回（2,4,7,10 月）×2問＝40問が ランダム にスマホに表示される。 

・次問で問題が表示され、解答で解答が表示される。 

 

4.10 地面でバウンドするボール 

 高さ h0 から自然落下したボールが地面でバウンドする。これは力学的には

「ボールと地面との衝突」として扱う。  
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②ＩＣＴスマホ教材の開発と共用 
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・海技試験スマホアプリ 
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・５年分×４回（2,4,7,10 月）×2問＝40問が ランダム にスマホに表示される。 

・次問で問題が表示され、解答で解答が表示される。 
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 高さ h0 から自然落下したボールが地面でバウンドする。これは力学的には

「ボールと地面との衝突」として扱う。  
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◆得られた成果 

・国際旗りゅう信号演習アプリ 

・５分間に何枚の旗を答え、その正解 

率が何％であったかを、８０名分記 

録した。 

・１回目の演習（90 分）の終了時に、 

スマホアプリと使い方を紹介 

・スマホアプリで自学自習した後の 

 「２回目演習（２週間後）」実施。 

・右グラフは、１回目（第 1週目）と 

２回目（次々週目）との比較 

・回答数も正解率もＵＰ、回答数は 

200 枚（1.5秒毎に１枚）に近づき、 

正解率は 2/3が 90％となった。 

 

 

 

 

 

 

（文責：大島商船高等専門学校 岩崎 寛希） 

 

 
 

 

③-3「海事キャリア教育セミナー」活動実績 

 

◆目的 

次世代海事人材プロジェクトのサブプロジェクトである，「③将来の技術革新にも対応する

高度な専門教育と確実なキャリア教育を商船系高専カリキュラムに実装する。」において，学

生が自身の将来像を描きやすくするために，本プロジェクトの連携機関である一般社団法人

日本船主協会様，一般社団法人全日本船舶職員協会様，全日本海員組合様，国際船員労務協

会様に依頼し，商船学科学生に語り掛けるセミナーである「海事キャリア教育セミナー」を

商船系 5校を遠隔授業システムで接続し実施する。この取り組みは平成 27年度に海事人材育

成プロジェクトの一環として実施，また平成 29年度にも実施しており今回で 3回目の試みと

なる。 

 

◆概要 

日時：平成 30年 12月 5日(水) ， 6日(木) 

場所：鳥羽商船高等専門学校 

 

1. 海事教育セミナー 

商船学科学生を対象とした海事キャリア教育セミナー，および，意見交換会を下記の通り計

画した。 

(1) 5校共通海事教育セミナー（平成 30年 12月 5日） 

5校共通の海事教育セミナーを Blue Jeans(遠隔講義システム)を用いて実施した。 

 

セミナー・テーマ：「海事キャリア教育セミナー －今頑張れば夢が叶う－」 

海事技術者の魅力，現状，生活について，実体験をもとにその夢をかなえるために学生が，

今何をすべきか，お話しいただいた。 

日時：平成 30年 12月 5日(水) 14:50～16:30 

講演メディア：Blue Jeans（遠隔講義システム）による 5校講演（鳥羽講演の 4校配信） 

聴講対象：5 連携校・商船学科学生（1～5年：各校委任） 

講師：日本船主協会，全日本船舶職員協会，全日本海員組合，国際船員労務協会 

講演次第：4 連携機関のうち 2連携機関（日本船主協会，全日本船舶職員協会）各 30分， 

講演終了後（Q/A，学生アンケート） 

 

(2) 鳥羽商船高専における意見交換会（平成 30年 12月 6日） 

4連携機関（日本船主協会，全日本船舶職員協会，全日本海員組合，国際船員労務協会）と，

商船学科 2年生との意見交換，および，商船学科教員との意見交換会を実施した。 

 

◆得られた成果 

12 月 5 日(水)14 時 50 分から海事キャリア教育セミナーが実施された。このセミナーは鳥

羽商船において行われ，商船系 4 校にもインターネットを介して同時配信された。参加人数

は合わせて５２２名であった。このセミナーは今回で 3 回目であり，今回は日本船主協会，

全日本船舶職員協会から講師を招き三重県教育委員会の後援をいただいた。セミナーはサブ

タイトルをー今頑張れば夢が叶うーとして行われ，船の魅力，業務内容等が実際に乗船して

いる船員でなければ話せない内容が講演され，船舶業務に従事していなければ撮影出来ない
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なる。 
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場所：鳥羽商船高等専門学校 

 

1. 海事教育セミナー 

商船学科学生を対象とした海事キャリア教育セミナー，および，意見交換会を下記の通り計

画した。 

(1) 5 校共通海事教育セミナー（平成 30年 12月 5日） 

5校共通の海事教育セミナーを Blue Jeans(遠隔講義システム)を用いて実施した。 

 

セミナー・テーマ：「海事キャリア教育セミナー －今頑張れば夢が叶う－」 

海事技術者の魅力，現状，生活について，実体験をもとにその夢をかなえるために学生が，
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商船学科 2年生との意見交換，および，商船学科教員との意見交換会を実施した。 

 

◆得られた成果 

12 月 5 日(水)14 時 50 分から海事キャリア教育セミナーが実施された。このセミナーは鳥

羽商船において行われ，商船系 4 校にもインターネットを介して同時配信された。参加人数
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全日本船舶職員協会から講師を招き三重県教育委員会の後援をいただいた。セミナーはサブ
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貴重写真も数多く見せていただいた。また，船員になる為に何をすべきかについてもお話し

いただき，将来船員を目指す学生たちにとって大変興味深く有意義な内容であった。質疑応

答も活発に行われ，現状や仕事内容に関する質問が出された。また現場に行って荷役の様子

を是非見たいとの要望も多数の学生から出され，学生が熱意を持ってこのセミナーに参加し

ていることを強く感じることができた。 

学生からも“今何をすべきなのか。それを考えるきっかけになった。”，“その船でしか見られ

ない景色に興味を持った。”等の意見が出され好評であった。 

セミナー終了後，是非質問したいという学生が現れ急遽別室で，10分程度の話し合いも持

たれた。 

12 月 6日（木）日本船主協会，全日本船舶職員協会，全日本海員組合と鳥羽商船高専教員

の間で意見交換会が行われ，各団体の活動の様子，学生教育に望むこと，現在の教育の状況，

教育内容と現場との乖離の有無などが話し合われた。 

その後鳥羽商船 2 年生と 3 団体の間で意見交換が行われ，各団体の活動内容や学生に望むこ

とについてお話を頂いた。 

 

 

 

◆今後の展望 

 学生にとって大変有意義なセミナーであり，今後とも続けてゆきたい。また違った視点か

らの講演内容に対して学生がどのように感じるかを知ることは教育する側にとっても大変参

考になり，今回お話しいただかなかった 2団体にもぜひご講演いただきたいと考えている。 

（文責：広島商船高等専門学校 大山 博史） 

36%

41%

17%

3% 3%

講演会に興味はもてましたか

とても ある程度 どちらとも あまり まったく

36%

45%

14%

2% 3%

講演会は理解できましたか

とても ある程度 どちらとも あまり まったく

 
 

取組の軌跡 

 
◆平成 30年度の取組 

平成 30 年度に次記事業項目を実施した。

1. 本事業担当の事務補佐員を富山高専に配置した。

2. 商船学科・グローバル力向上プログラムを担う商船学科・海事キャリア教育補助教員を各校に配

置した。

3. 平成 30 年 5 月 22 日（高専間 TV 会議システム）第 1 回企画委員会を開催した。

4. 平成 30 年 6 月 商船学科の教科書を企画し、1 冊刊行した。

5. 平成 30 年 7 月 10 日（東京） 第 2 回の企画委員会を開催した。

6. 平成 30 年 7~9 月 商船学科・専門教員の船舶運航実務乗船研修を実施した。                                

7. 平成 30 年 9 月 27 日（東京）第 3 回企画委員会と第 1 回運営委員会を開催した。

8. 平成 30 年 11 月 19 日（高専間 TV 会議システム） 第 4 回の企画委員会を開催した。

9. 平成 30 年 4~12 月 「海運界のニーズ適合性と海事教育システムの検証」サブプロジェクトに
おいて、卒業生、高専生、小中学生を対象としたアンケートを実施した。

10. 平成 30 年 6~12 月 「OB による講演会」を各校にて開催した。

11. 平成 30 年 12 月 5 日（高専間 TV 会議システム）海事キャリア教育セミナーを行った。

12. 平成 30 年 12 月 本取組の公式ホームページを開設した。

13. 平成 31 年 2 月 平成 30 年度事業報告を作成・配布した。

14. 平成 31 年 2 月 6 日（東京）第 5 回企画委員会と第 2 回運営委員会を開催した。

15. 平成 31 年 2 月 7 日（東京）第 4 回高専・海事教育フォーラムを開催した。

（今後の予定）

1. 平成 31 年 3 月 5 日（東京）評価委員会を開催する。

2. 平成 31 年 2 月 商船学科の教科書を企画・開発し、2 冊刊行する。

3. 平成 31 年 2 月 低学年向け英語導入教育の試行を踏まえ、英語学習に関するアンケート結果を

英語事始め教本「商船英語の船出」に反映し、改訂版を刊行する。

4. 平成 31 年 3 月までに キャリアデザインノートを刊行する。
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12月 6日（木）日本船主協会，全日本船舶職員協会，全日本海員組合と鳥羽商船高専教員

の間で意見交換会が行われ，各団体の活動の様子，学生教育に望むこと，現在の教育の状況，

教育内容と現場との乖離の有無などが話し合われた。 

その後鳥羽商船 2 年生と 3 団体の間で意見交換が行われ，各団体の活動内容や学生に望むこ

とについてお話を頂いた。 

 

 

 

◆今後の展望 

 学生にとって大変有意義なセミナーであり，今後とも続けてゆきたい。また違った視点か

らの講演内容に対して学生がどのように感じるかを知ることは教育する側にとっても大変参

考になり，今回お話しいただかなかった 2団体にもぜひご講演いただきたいと考えている。 

（文責：広島商船高等専門学校 大山 博史） 

36%

41%

17%

3% 3%

講演会に興味はもてましたか

とても ある程度 どちらとも あまり まったく

36%

45%

14%

2% 3%

講演会は理解できましたか

とても ある程度 どちらとも あまり まったく

 
 

取組の軌跡 

 
◆平成 30年度の取組 

平成 30 年度に次記事業項目を実施した。

1. 本事業担当の事務補佐員を富山高専に配置した。

2. 商船学科・グローバル力向上プログラムを担う商船学科・海事キャリア教育補助教員を各校に配

置した。

3. 平成 30 年 5 月 22 日（高専間 TV 会議システム）第 1 回企画委員会を開催した。

4. 平成 30 年 6 月 商船学科の教科書を企画し、1 冊刊行した。

5. 平成 30 年 7 月 10 日（東京） 第 2 回の企画委員会を開催した。

6. 平成 30 年 7~9 月 商船学科・専門教員の船舶運航実務乗船研修を実施した。                                

7. 平成 30 年 9 月 27 日（東京）第 3 回企画委員会と第 1 回運営委員会を開催した。

8. 平成 30 年 11 月 19 日（高専間 TV 会議システム） 第 4 回の企画委員会を開催した。

9. 平成 30 年 4~12 月 「海運界のニーズ適合性と海事教育システムの検証」サブプロジェクトに
おいて、卒業生、高専生、小中学生を対象としたアンケートを実施した。

10. 平成 30 年 6~12 月 「OB による講演会」を各校にて開催した。

11. 平成 30 年 12 月 5 日（高専間 TV 会議システム）海事キャリア教育セミナーを行った。

12. 平成 30 年 12 月 本取組の公式ホームページを開設した。

13. 平成 31 年 2 月 平成 30 年度事業報告を作成・配布した。

14. 平成 31 年 2 月 6 日（東京）第 5 回企画委員会と第 2 回運営委員会を開催した。

15. 平成 31 年 2 月 7 日（東京）第 4 回高専・海事教育フォーラムを開催した。

（今後の予定）

1. 平成 31 年 3 月 5 日（東京）評価委員会を開催する。

2. 平成 31 年 2 月 商船学科の教科書を企画・開発し、2 冊刊行する。

3. 平成 31 年 2 月 低学年向け英語導入教育の試行を踏まえ、英語学習に関するアンケート結果を

英語事始め教本「商船英語の船出」に反映し、改訂版を刊行する。

4. 平成 31 年 3 月までに キャリアデザインノートを刊行する。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第１回企画委員会
（BlueJeans)5/22

第２回企画委員会
（東京）7/10

第３回企画委員会
（東京）9/27

第４回企画委員会
（BlueJeans）11/19

第５回企画委員会
（東京）2/6

第１回運営委員会
（東京）9/27

第２回運営委員会
（東京）2/6

評価委員依頼 評価委員決定
評価委員会
（東京）3/5

事業報告書作成

Web公開

募集開始
チラシ配布

募集締切（1/18）
フォーラム
（東京）2/7

小中学生対象の調査
の準備

高専生対象の調査
の準備

調査結果の解析
ニーズ適合性検証委員会
第１回（BlueJeans）12/4

第２回（東京）12/25
報告書の作成 報告書の配布

1
.2

 適
合

性
確

保
の

た
め

の
教

員
F
D

研
修 連携機関との調整

乗船研修報告会
（東京）2/6

第１回企画会議
（BlueJeans)　6/6

第２回企画会議
（BlueJeans）10/25

第３回企画会議
（大阪)11/16

第4回企画会議
（BlueJeans)1/23

KCC参加学生募集 SMA参加学生募集
KCC、SMA
海外インターンシップの実施

第1回担当者会議
(Buie Jeanes)10/23

第2回担当者会議
(大阪）12/26・27

第3回担当者会議
(Buie Jeanes)1/24

単位科目精査
各種法規との関連性精

査
時間割完成

ゲラ原稿査読 ゲラ原稿査読 本の発行

刊行・出版

二訂版刊行

初稿
執筆者会議

（大阪）8/28-29
執筆者会議

（大阪）12/25～26
刊行・出版

教材と運用効果報告書
取りまとめ

教材と運用効果報告書
取りまとめ/報告書打合
せ会議（BlueJeans)

打合せ

連携機関との調整

キャリア教育セミナー
12/5

OBによる講演会
（広島）4/12、13、16、

23、25
（鳥羽）4/13、16、25

OBによる講演会
（弓削）5/11、23

（広島）5/8、10、21
（鳥羽）5/22

OBによる講演会
（富山）6/13

（大島）6/5、26
（広島）6/13

OBによる講演会
（弓削）9/12

OBによる講演会
（弓削）11/30

OBによる講演会
（富山）1/22

学生が語りかける会
（弓削）8/25、26

（鳥羽）8/5

学生が語りかける会
（弓削）9/11～13

学生が語りかける会
（広島）10/28

学生が語りかける会
（弓削）11/3、４
（広島）11/17

（鳥羽）11/10、１１

学生が語りかける会
（弓削）12/16

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

赤色表記は連携機関の参加、支援が必要な事業項目 H30年度
2018 2019

3
.2

 教
科

教
材

の
充

実

舶用ディーゼル推進プラント工学入
門

3
.3

 海
事

キ
ャ

リ
ア

教
育

セ
ミ

ナ
ー 実施内容の検討

連携機関への依頼

キャリア教育セミナー

OBが学生に語りかける会

学生が小中学生に語りかける会

３
．

将
来

の
技

術
革

新
に

も
対

応
す

る
高

度
な

専
門

教
育

と
確

実
な

キ
ャ
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ア

教
育

を
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船
系

高
専

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

へ
実

装
す

る
。

3
.1

海
事

・
海

洋
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

船しごと海しごと（改訂）

（船を例題とした）力学テキスト

ＩＣＴ教材の制作と活用 各校にて教材運用し、運用効果の調査

英語教育補助員によるTOEIC対策講座の開講

学生能力別英語教材の選定と活用法の
整備 英語教育補助員により定期的に実施

海外インターンシップへの学生参加
支援体制の整備　（KCC,SMA)

実施内容の検討

カリキュラム提示

参加募集・決定 船舶運航実務乗船研修

キャリアノート作成

２
．

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
や

国
際

性
等

の
資

質
を

確
か

な
能

力
と

し
て

定
着

さ
せ

る
グ

ロ
ー

バ
ル

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
装

す
る

。

企画・打合せ

2
.1

グ
ロ

ー
バ

ル
力

向
上

プ
ロ

グ
ラ

ム

低学年向け英語導入教育プログラムの
整備

高専生対象の調査の実施と集計

卒業生対象の調査の
二次集計

評価委員会

英語導入教育教本の配布、英語導入教育の試行

英語導入講座のカリキュラムへの組み込み方法の検討

実用英検、TOEIC対策のプログラム整備

開発講座の指導マニュアル策定 グローバル教育拠点と授業との連携、組み込み、実装方法の検討

船舶運航実務乗船研修

ホームページ随時更新

フォーラム 来賓依頼

1
.1

 海
運

界
ニ

ー
ズ

適
合

性
と

海
事

教
育

シ
ス

テ
ム

の
検

証

調査内容の検討

小中学生対象の調査 小中学生対象の調査の実施と集計

高専生対象の調査

企業人事担当者・船員対象の調査 卒業生対象の調査の実施

成
果

公
開

事業報告書

ホームページ ホームページ作成

１
．

海
運

業
界

か
ら

の
高

度
な

ニ
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ズ
を

正
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に
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え
，

次
世

代
海

事
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材
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備

す
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識
・
資

質
の

内
容

・
レ

ベ
ル

を
調

査
・
検

証
す

る
。

0
. 
運

営

卒業生対象の調査の
実施と一次集計

調査結果の解析

調査内容の検討および予備調査

委
員

会
等

企画委員会

運営委員会

新海事人材育成プロジェクト 2018 2019
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－35－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



A-1 大規模意識調査の概要 

平成 29 年度から 30 年度にかけて，高専商船系学科卒業生・高専商船学科在校生・小中学

生を対象とした大規模な意識調査が実施され，それらへの回答の比較と分析から，高専の商

船学科が出口においてニーズを満たしているか，また入口においてニーズを汲み取っている

かが検証された。それぞれの調査の方法は以下のとおりである。 

◆卒業生対象調査の方法 

高専の商船系学科（航海科や機関科を含む）の卒業生を対象とした意識調査は，５校の卒

業生のうち約 5,000 名の住所へ質問紙と返信用封筒（切手貼付済）を郵送し，無記名・任意

での回答を依頼する方法によって実施された（調査に用いた質問紙の様式は APPENDIX A-2）。

平成 30年３月に５校の同窓会組織の協力によって各校約 1,000名ずつの卒業生宛に質問紙が

郵送され，第１次回答期限は平成 30年６月末，第２次回答期限は平成 30年 10月末とされた。

返信された回答の数は計 1,235であった（回答率 25%）。回答者のうち男性は 94%，女性は 6%

であった。航海系の卒業生は 56%，機関系の卒業生は 44%であった。回答者の年齢分布は，30

才未満が 19%，30 才以上 40 才未満が 17%，40 才以上 50 才未満が 21%，50 才以上が 43%であ

った。 

◆在校生対象調査の方法 

高専の商船学科の在校生を対象とした意識調査は，５校の商船学科のうち大型練習船実習

中の 4年生を除く全学級において，平成 30年 10月から 12月にかけて，質問紙を配布し回収

する方法によって実施された（質問内容は APPENDIX A-3）。回答数は計 766であった。 

◆小中学生対象調査の方法 

小中学生を対象とした意識調査は，高専関係イベントや海事関係イベントの会場で参加者

に質問紙を配布し回収する方法，もしくは近隣地域の中学校の協力を得てその学級において

質問紙を配布し回収する方法によって実施された（質問内容は APPENDIX A-4）。回答数は計

726 であり，そのうちイベントでの回答は 95%，学校での回答は 5%であった。回答者のうち

男子は 67%，女子は 33%であった。小学１～３年生は 13%，小学４～５年生は 24%，中学１年

生は 9%，中学２年生は 5%，中学３年生は 50%であった。 

◆大規模意識調査の工程 

  卒業生対象調査 在校生・小中学生対象調査 

H29 年 ９～12月 調査内容の検討（テレビ会議×５回） 

H30 年 １月 調査内容の検討（東京での会議×２回＋テレビ会議×１回） 

 ２・３月 質問紙の印刷と発送 予備調査 

 ４～６月 ６月末：第１次回答期限 調査内容の検討 

 ７～10月 10月末：第２次回答期限 調査実施 

 11・12月 調査結果の分析（テレビ会議×１回＋東京での会議×１回） 

H31 年 １～３月 報告書の印刷と配布，フォーラムでの発表 
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□Ⅰ  ⾼専⽣に求められる⼈間⼒に関する意識調査

調査の背景と⽬的 

ただいま５校の商船系⾼等専⾨学校（富⼭⾼専・⿃⽻商船⾼専・広島商船⾼専・⼤島商船⾼専・⼸削商
船⾼専）は，⽇本船主協会・全⽇本船舶職員協会・全⽇本海員組合・国際船員労務協会と連携し，海上就
職率の向上を⽬指して，海事教育システムの継続的な改善に取り組んでいます。

これまでに⾏われてきた調査から，船員には専⾨的な知識や技能だけでなく，コミュニケーション能⼒
や忍耐⼒などの⼈間⼒も，⾼いレベルで求められていることが明らかとなっております。しかし，その船
員に求められる⼈間⼒の具体的な内容や育成⽅法については，まだ不明瞭な部分があり，より詳細な調
査が必要となっております。

この調査は，⾼専の商船学科⽣が在学中から⽬標とすべき将来像と，在学中から⾝に付けるべき⼈間⼒
を，卒業⽣の皆様の意⾒を参考に明確化し，学⽣に対して明⽰することを⽬的としています。

商船系⾼等専⾨学校の今後の発展のため，ご協⼒いただけましたら幸いです。

回答⽅法 

この調査は無記名で⾏います。また，回答しにくい質問については無記⼊でも構いません。率直なご意
⾒を頂きたく存じます。

質問
1 

性別を教えてください。 
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

 男性  ⼥性 

      

質問
2 年齢を教えてください。 

30
歳
未
満

30
歳
以
上

40
歳
未
満

40
歳
以
上

50
歳
未
満

50
歳
以
上

60
歳
未
満

60
歳
以
上

あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。     

質問
3 

⾼専において 
寮⽣活の経験がありますか。 
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

 ある  全くない 

      

質問
4 

⾼専在学中の学科・コースは， 
航海系ですか，機関系ですか。 
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

 航海系  機関系 

      

A-2 卒業生対象調査の質問紙

◆高専の出口における適合性検証のための質問内容 

対象 卒業生 在校生 小中学生 

時期 H30 年３月～10月 H30 年 10月～12月 H30 年７月～10月 

規模 1,235名 766 名 726 名 

質問 

船員の仕事はどのような

仕事だと思いますか 

船員の仕事はどのような

仕事だろうと思いますか 

船員の仕事はどのような

仕事だろうと思いますか 

船員になろうとする学生

には，どのようなコミュニ

ケーション能力が必要だ

と思いますか 

船員になろうとする学生

には，どのようなコミュニ

ケーション能力が必要だ

ろうと思いますか 

 

◆高専の入口における適合性検証のための質問内容 

対象 卒業生 在校生 小中学生 

時期 H30 年３月～10月 H30 年 10月～12月 H30 年７月～10月 

規模 1,235名 766 名 726 名 

質問 

 他にどんな進学先につい

て検討しましたか 

高専商船学科を知ってい

ますか 

身近な人に高専商船学科

への進学を勧めたいと思

いますか 

どのようにして高専商船

学科への進学を志望する

ようになりましたか 

どのようにして高専商船

学科を知りましたか 

勧めたい理由・勧めたくな

い理由は何ですか 

高専に対してどのような

不安を感じましたか 

 

◆大規模意識調査の結果 

今回の調査結果のうちこれまでに集計と分析の完了した部分については，この報告書の本

文に掲載したとおりである。なお今後，より詳細かつ多角的な分析を実施した成果について，

新海事人材育成プロジェクトの WWWサイト（https://www.nc-toyama.ac.jp/project/met-ng/）

等で公開していく予定である。 

参考文献 

今回の意識調査における質問内容の検討に際しては，以下の先行研究を参考とした。 
 株式会社リクルートキャリア HELPMAN JAPAN 「介護サービス業 職業イメージ調査 2015」 

https://www.recruitcareer.co.jp/news/2015/10/23/20151026.pdf 

 藤本学，大坊郁夫「コミュニケーション・スキルに関する諸因子の階層構造への統合の試み」

パーソナリティ研究 15，347-361（2007） 
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□Ⅰ  ⾼専⽣に求められる⼈間⼒に関する意識調査

調査の背景と⽬的 

ただいま５校の商船系⾼等専⾨学校（富⼭⾼専・⿃⽻商船⾼専・広島商船⾼専・⼤島商船⾼専・⼸削商
船⾼専）は，⽇本船主協会・全⽇本船舶職員協会・全⽇本海員組合・国際船員労務協会と連携し，海上就
職率の向上を⽬指して，海事教育システムの継続的な改善に取り組んでいます。

これまでに⾏われてきた調査から，船員には専⾨的な知識や技能だけでなく，コミュニケーション能⼒
や忍耐⼒などの⼈間⼒も，⾼いレベルで求められていることが明らかとなっております。しかし，その船
員に求められる⼈間⼒の具体的な内容や育成⽅法については，まだ不明瞭な部分があり，より詳細な調
査が必要となっております。

この調査は，⾼専の商船学科⽣が在学中から⽬標とすべき将来像と，在学中から⾝に付けるべき⼈間⼒
を，卒業⽣の皆様の意⾒を参考に明確化し，学⽣に対して明⽰することを⽬的としています。

商船系⾼等専⾨学校の今後の発展のため，ご協⼒いただけましたら幸いです。

回答⽅法 

この調査は無記名で⾏います。また，回答しにくい質問については無記⼊でも構いません。率直なご意
⾒を頂きたく存じます。

質問
1 

性別を教えてください。 
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

 男性  ⼥性 

      

質問
2 年齢を教えてください。 

30
歳
未
満

30
歳
以
上

40
歳
未
満

40
歳
以
上

50
歳
未
満

50
歳
以
上

60
歳
未
満

60
歳
以
上

あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。     

質問
3 

⾼専において 
寮⽣活の経験がありますか。 
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

 ある  全くない 

      

質問
4 

⾼専在学中の学科・コースは， 
航海系ですか，機関系ですか。 
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

 航海系  機関系 

      

A-2 卒業生対象調査の質問紙

－39－



質問
5 

⾼専卒業後から現在までに， 
海上職を務めた経験がありますか。 

5
年
未
満
の

海
上
職
経
験
が
あ
る

5
年
以
上
10
年
未
満
の

海
上
職
経
験
が
あ
る

10
年
以
上
15
年
未
満
の

海
上
職
経
験
が
あ
る

15
年
以
上
の

海
上
職
経
験
が
あ
る

海
上
職
経
験
は
な
い

あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。     

質問
6 

海上職を務めた経験のある⽅にお聞きします。 
勤務した経験のある船種を，全て教えてください（複数回答可）。

以下の A〜N のうち，経験のある船種のマークを全て塗りつぶしてください。
なお，N（その他の船種）の場合は，その船種を欄内にご記⼊ください。

 客船（外航）  客船（内航）・フェリー等 

 コンテナ船（外航）  コンテナ船（内航）

 ⾃動⾞専⽤船（外航）  ⾃動⾞専⽤船（内航） 

 タンカー・LNG 船等（外航）  タンカー・LNG 船等（内航）


バルクキャリア・鉱⽯専⽤船等 
（外航） 

バルクキャリア・鉱⽯専⽤船等 
（内航） 

 上記以外の貨物船（外航）  上記以外の貨物船（内航）

 タグボート・港湾作業船等 



 その他の船種 



海上職経験の 
ある⽅は 

質問 6 へ 

海上職経験の 
ない⽅は 

質問 7 へ 

質問 7 へ 

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
7 

⾼専卒業後から現在までに， 
陸上職を務めた経験がありますか。

5
年
未
満
の

陸
上
職
経
験
が
あ
る

5
年
以
上
10
年
未
満
の

陸
上
職
経
験
が
あ
る

10
年
以
上
15
年
未
満
の

陸
上
職
経
験
が
あ
る

15
年
以
上
の

陸
上
職
経
験
が
あ
る

陸
上
職
経
験
は
な
い

あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。     

質問
8 

陸上職を務めた経験のある⽅にお聞きします。
勤務した経験のある業種を，全て教えてください（複数回答可）。

以下の A〜F のうち，経験のある業種のマークを全て塗りつぶしてください。
なお，E・F の場合は，その業種を欄内にご記⼊ください。

 海運・船舶管理  倉庫・港湾運送 

 造船関連（新造・修繕・検査等）  舶⽤機関・舶⽤機器関連 
（製造・保守等） 



 上記以外の 
海事関連の業種 



 その他の業種 



陸上職経験の
ある⽅は 

質問 8 へ 

陸上職経験の
ない⽅は 

次ページの 
質問 9 へ 

次ページの質問 9 へ 

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
9 

船員の仕事はどのような仕事だと思いますか。 
以下(1)〜(20)の項⽬のそれぞれについて，そう思うかどうか，
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
もい

え
な
い

(1) ⾯⽩い仕事だと思う   

(2) 働く意欲がどんどん⾼まる仕事だと思う   

(3) 危険な仕事だと思う   

(4) 体⼒的にきつい仕事だと思う   

(5) 精神的にきつい仕事だと思う   

(6) ⻑く働くことができる仕事だと思う   

(7) ⼈との交流によって働く意欲がさらに⾼まる仕事だと思う   

(8) ⼈間関係に悩むことの多い仕事だと思う   

(9) 相談しやすい先輩や仲間が多い仕事だと思う   

(10) 資格や専⾨知識を活かすことができる仕事だと思う   

(11) 英語⼒を活かすことができる仕事だと思う   

(12) ⾼収⼊が望める仕事だと思う   

(13) まとまった休暇が取れる仕事だと思う   

(14) 家族になかなか会えない仕事だと思う   

(15) 社会的な意義の⼤きい仕事だと思う   

(16) 将来性のある仕事だと思う   

(17) 広く世間に知られている仕事だと思う   

(18) ⾃慢できる仕事だと思う   

(19) 誇りを持てる仕事だと思う   

(20) 個⼈の向き・不向きのはっきりする仕事だと思う   

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
9 

船員の仕事はどのような仕事だと思いますか。 
以下(1)〜(20)の項⽬のそれぞれについて，そう思うかどうか，
あてはまる記号のマークを１つ，塗りつぶしてください。

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
もい

え
な
い

(1) ⾯⽩い仕事だと思う   

(2) 働く意欲がどんどん⾼まる仕事だと思う   

(3) 危険な仕事だと思う   

(4) 体⼒的にきつい仕事だと思う   

(5) 精神的にきつい仕事だと思う   

(6) ⻑く働くことができる仕事だと思う   

(7) ⼈との交流によって働く意欲がさらに⾼まる仕事だと思う   

(8) ⼈間関係に悩むことの多い仕事だと思う   

(9) 相談しやすい先輩や仲間が多い仕事だと思う   

(10) 資格や専⾨知識を活かすことができる仕事だと思う   

(11) 英語⼒を活かすことができる仕事だと思う   

(12) ⾼収⼊が望める仕事だと思う   

(13) まとまった休暇が取れる仕事だと思う   

(14) 家族になかなか会えない仕事だと思う   

(15) 社会的な意義の⼤きい仕事だと思う   

(16) 将来性のある仕事だと思う   

(17) 広く世間に知られている仕事だと思う   

(18) ⾃慢できる仕事だと思う   

(19) 誇りを持てる仕事だと思う   

(20) 個⼈の向き・不向きのはっきりする仕事だと思う   

A-2 卒業生対象調査の質問紙

質問 10 と質問 11 では，学⽣が⾝に付けるべきコミュニケーション能⼒についてお聞きします。

質問
10 

船員になろうとする学⽣には， 
どのようなコミュニケーション能⼒が必要だと思いますか（順位付け）。 
以下(a)〜(f)に，コミュニケーション能⼒の例を挙げております。
この中で最も必要だと思う能⼒に 1 位，それに次いで他よりも必要だと思う能⼒に 2 位，のように，
重複することなく 6 位までの順位を付け，
ページ下部の記⼊例のように，その順位のマークを１つずつ塗りつぶしてください。

より必要
順 位

(a) ⾃分の感情や⾏動をうまくコントロールする能⼒       位 

(b) ⾃分の考えや気持ちをうまく表現する能⼒       位 

(c) 相⼿の伝えたい考えや気持ちを 
正しく読み取る能⼒       位 

(d) ⾃分の意⾒や⽴場を 
相⼿に受け⼊れてもらえるように主張する能⼒       位 

(e) 相⼿を尊重して相⼿の意⾒や⽴場を理解する能⼒       位 

(f) 周囲の⼈間関係にはたらきかけ 
良好な状態に調整する能⼒       位 

【記⼊例】

例 
好きな果物は何ですか（順位付け）。 
以下(a)〜(f)に，果物の例を挙げております。
この中で最も好きな果物に 1 位，それに次いで他よりも好きな果物に 2 位，のように，
重複することなく 6 位までの順位を付け，その順位のマークを１つずつ塗りつぶしてください。

より好き
順 位

(a) いちご     ●  位 

(b) バナナ   ●    位 

(c) りんご    ●   位 

(d) みかん ●      位 

(e) パイナップル      ● 位

(f) ぶどう  ●     位 

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
11 

⾼専で学⽣が得られる経験のうち， 
船員に必要なコミュニケーション能⼒の育成に役⽴っている 
と思うものは何ですか（最⼤３つまで）。

以下の A〜N のうち，特に役⽴っていると思う項⽬を最⼤３つ選び，その記号のマークを塗りつぶしてください。
あてはまる項⽬が１つもない場合は，末尾の X マークを塗りつぶしてください。


⼀般教養科⽬の座学 
（国語や歴史など） 

専⾨科⽬の座学 
（航海学や内燃機関学など） 


⼀般教養科⽬の演習や実験 
（体育を含む） 

専⾨科⽬の演習や実験 
（練習船実習を除く） 

 校内の練習船実習  航海訓練所での⼤型練習船実習 

 部活動 
学内のイベント・学⽣会活動・ 
ボランティア活動など（部活動を除く） 

 教員による普段の⽣活指導  進路指導やキャリア教育 

 卒業研究  上記以外の場での教員との交流

 寮⽣活  ⽴地や周辺環境

  特になし



A-2 卒業生対象調査の質問紙

□Ⅱ  商船系⾼専⼊学推奨意向に関する意識調査

調査の背景と⽬的 

ただいま５校の商船系⾼等専⾨学校（富⼭⾼専・⿃⽻商船⾼専・広島商船⾼専・⼤島商船⾼専・⼸削商
船⾼専）は，⽇本船主協会・全⽇本船舶職員協会・全⽇本海員組合・国際船員労務協会と連携し，⼊学志
願倍率の向上を⽬指して，海事教育システムの継続的な改善に取り組んでいます。

船員という職業は，多くの中学⽣が興味を持っている職業の⼀つとして知られております。また，船員
に必要な資質の育成に，商船系⾼等専⾨学校の教育も⼀定の寄与を果たしてきていることがこれまでの
調査結果において⽰されております。しかし，海や船に憧れる中学⽣の数と，実際に⾼専の商船学科への
⼊学を志願する中学⽣の数との間には⼤きな差があり，その原因の調査が必要となっておりました。

この調査の結果は，⼩中学⽣やその保護者に対する商船系⾼等専⾨学校の魅⼒を，より向上させるため
の取り組みに役⽴てられます。

商船系⾼等専⾨学校の今後の発展のため，ご協⼒いただけましたら幸いです。

回答⽅法 

この調査は無記名で⾏います。また，回答しにくい質問については無記⼊でも構いません。率直なご意
⾒を頂きたく存じます。

質問は次ページからです。

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
11 

⾼専で学⽣が得られる経験のうち， 
船員に必要なコミュニケーション能⼒の育成に役⽴っている 
と思うものは何ですか（最⼤３つまで）。

以下の A〜N のうち，特に役⽴っていると思う項⽬を最⼤３つ選び，その記号のマークを塗りつぶしてください。
あてはまる項⽬が１つもない場合は，末尾の X マークを塗りつぶしてください。


⼀般教養科⽬の座学 
（国語や歴史など） 

専⾨科⽬の座学 
（航海学や内燃機関学など） 


⼀般教養科⽬の演習や実験 
（体育を含む） 

専⾨科⽬の演習や実験 
（練習船実習を除く） 

 校内の練習船実習  航海訓練所での⼤型練習船実習 

 部活動 
学内のイベント・学⽣会活動・ 
ボランティア活動など（部活動を除く） 

 教員による普段の⽣活指導  進路指導やキャリア教育 

 卒業研究  上記以外の場での教員との交流

 寮⽣活  ⽴地や周辺環境

  特になし



A-2 卒業生対象調査の質問紙

□Ⅱ  商船系⾼専⼊学推奨意向に関する意識調査

調査の背景と⽬的 

ただいま５校の商船系⾼等専⾨学校（富⼭⾼専・⿃⽻商船⾼専・広島商船⾼専・⼤島商船⾼専・⼸削商
船⾼専）は，⽇本船主協会・全⽇本船舶職員協会・全⽇本海員組合・国際船員労務協会と連携し，⼊学志
願倍率の向上を⽬指して，海事教育システムの継続的な改善に取り組んでいます。

船員という職業は，多くの中学⽣が興味を持っている職業の⼀つとして知られております。また，船員
に必要な資質の育成に，商船系⾼等専⾨学校の教育も⼀定の寄与を果たしてきていることがこれまでの
調査結果において⽰されております。しかし，海や船に憧れる中学⽣の数と，実際に⾼専の商船学科への
⼊学を志願する中学⽣の数との間には⼤きな差があり，その原因の調査が必要となっておりました。

この調査の結果は，⼩中学⽣やその保護者に対する商船系⾼等専⾨学校の魅⼒を，より向上させるため
の取り組みに役⽴てられます。

商船系⾼等専⾨学校の今後の発展のため，ご協⼒いただけましたら幸いです。

回答⽅法 

この調査は無記名で⾏います。また，回答しにくい質問については無記⼊でも構いません。率直なご意
⾒を頂きたく存じます。

質問は次ページからです。
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質問
1 

⾼専へ⼊学したことは，あなたにとって， 
良い選択だったと思いますか。 思

う

す
こ
し

思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り思

わ
な
い

思
わ
な
い

あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。     

⾼専に⼊学したことが 
よい選択だったと思う理由 
があれば， 
なるべく具体的に書いてください。 

⾼専に⼊学したことが 
よい選択だったと思わない理由 
があれば， 
なるべく具体的に書いてください。 

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
1 

⾼専へ⼊学したことは，あなたにとって， 
良い選択だったと思いますか。 思

う

す
こ
し

思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り思

わ
な
い

思
わ
な
い

あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。     

⾼専に⼊学したことが 
よい選択だったと思う理由 
があれば， 
なるべく具体的に書いてください。 

⾼専に⼊学したことが 
よい選択だったと思わない理由 
があれば， 
なるべく具体的に書いてください。 

A-2 卒業生対象調査の質問紙

質問
2 

⾝近な⼈に，船員という職業を 
勧めたいと思いますか。 

 ぜ
ひ 

勧
め
た
い 

勧
め
た
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

勧
め
た
く
な
い 

絶
対
に 

勧
め
た
く
な
い  

         

 あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。        
         

質問
3 

⾝近な⼈に，⾼専の商船学科への進学を 
勧めたいと思いますか。 

 ぜ
ひ 

勧
め
た
い 

勧
め
た
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

勧
め
た
く
な
い 

絶
対
に 

勧
め
た
く
な
い  

         

 あてはまる数字のマークを１つ，塗りつぶしてください。        
         

 

商船学科への進学を 
勧めたい理由があれば， 
なるべく具体的に書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

商船学科への進学を 
勧めたくない理由があれば， 
なるべく具体的に書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
4 

商船系⾼等専⾨学校は， 
⼩中学⽣やその保護者に対する魅⼒をより向上させるために， 
今後どのようなことに取り組んでいくべきだと思いますか。















調査は以上です。ご協⼒ありがとうございました。

本調査についてのご意⾒や，⾼専に関するその他のご意⾒がございましたら，下の欄にご記⼊いただ
きたく存じます。なお，この欄にご記⼊いただいた内容は，外部に公開されません。

お問い合わせ先（調査代表者）：
〒933-0293 富⼭県射⽔市海⽼江練合 1 番 2  富⼭⾼等専⾨学校商船学科  向瀬 紀⼀郎

kaiji_kensho@nc-toyama.ac.jp

A-2 卒業生対象調査の質問紙
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質問
4 

商船系⾼等専⾨学校は， 
⼩中学⽣やその保護者に対する魅⼒をより向上させるために， 
今後どのようなことに取り組んでいくべきだと思いますか。















調査は以上です。ご協⼒ありがとうございました。

本調査についてのご意⾒や，⾼専に関するその他のご意⾒がございましたら，下の欄にご記⼊いただ
きたく存じます。なお，この欄にご記⼊いただいた内容は，外部に公開されません。

お問い合わせ先（調査代表者）：
〒933-0293 富⼭県射⽔市海⽼江練合 1 番 2  富⼭⾼等専⾨学校商船学科  向瀬 紀⼀郎

kaiji_kensho@nc-toyama.ac.jp

A-2 卒業生対象調査の質問紙

A-3 在校生対象調査の質問内容 

表題 商船学科と海上職に関する意識調査 

教示文 

全国に５校ある，商船学科を持つ高等専門学校（富山高専・鳥羽商船高専・広島

商船高専・大島商船高専・弓削商船高専）は現在，日本船主協会・全日本船舶職員

協会・全日本海員組合・国際船員労務協会と連携し，海事教育をより良くしていく

事業に取り組んでいます。 

この調査は，高専の商船学科生が持っている海上職へのイメージと，入学前から

の進路選択意識について分析し，全国の商船学科におけるキャリア教育の改善に役

立てることを目的としています。 

この調査は無記名で行います。質問は全部で９問です。回答しにくい質問につい

ては無記入でも構いません。率直な気持ちを答えてください。 

質問１ 
性別を教えてください。 

選択式：男子／女子 

質問２ 
学年を教えてください。 

選択式：１年生／２年生／３年生／４年生／５年生 

質問３ 
これまで高専において寮生活の経験がありますか。 

選択式：ある／全くない 

質問４ 
現在のコースは，航海系ですか，機関系ですか 

選択式：航海系／機関系／未定 

質問５ 
船員の仕事はどのような仕事だろうと思いますか。 

卒業生対象調査Ｉの質問９と同様の形式 

質問６ 

船員になろうとする学生には，どのようなコミュニケーション能力が必要だろうと

思いますか。 

卒業生対象調査Ｉの質問 10と同様の形式 

質問７ 

高専の商船学科への進学を，どのようにして志望するようになりましたか。 

選択式（複数選択可）および自由記述式：小中学校の先生から勧められた／家族や

親戚から勧められた／パンフレットやポスターで見て興味を持った／スマートフ

ォンやパソコンで見て興味を持った／新聞や本で読んで興味を持った／テレビで

見て興味を持った／その他 

質問８ 

高専の商船学科へ入学する前に，その他にも，進学を少しでも検討した学校・学科

や，受験した学校・学科があった人は，その学校名・学科名を，なるべく詳しく書

いてください。 

自由記述式 

質問９ 

高専の商船学科へ入学する前に，何か不安に感じていたことがあった人は，なるべ

く詳しく書いてください。 

自由記述式 
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A-4 小中学生対象調査の質問内容 

表題 船を動かす仕事についてのアンケート 

教示文 

わたしたちの食べ物や服などは，ほとんどが船にのって海をこえて運ばれてきて

います。その船を動かす仕事をしている人たちのことを，船員といいます。高等専

門学校の商船学科では，船員になるための勉強をすることができます。このアンケ

ートでは，船を動かす仕事や，船や海のことを勉強する学校について，みなさんが

どのように思っているかを，お聞きします。 

質問を読んで，あてはまる回答を，○で囲ってください。答えにくい質問，わか

らない質問については，答えを書かなくても大丈夫です。あまり深く考えず，素直

に 答えてください。 

質問１ 
男子ですか，女子ですか。 

選択式：男子／女子 

質問２ 
学年を教えてください。 

選択式：小学１～３年生／小学４～５年生／中学１年生／中学２年生／中学３年生 

質問３ ふだんから，海を見ることは，多いですか。 

質問４ ふだんから，船（小さなボートも含む）を見ることは，多いですか。 

質問５ ふだんから，船員（船を動かす仕事をする人）に会うことは，多いですか。 

 
選択式：１週間に１回以上／１か月に１～３回／１年に１～10 回／１年に１回より

少ない／これまでに一度もない 

質問６ 
船員になってみたいと思いますか。 

選択式：思う／すこし思う／どちらともいえない／あまり思わない／思わない 

質問７ 船を動かす仕事は，面白い仕事だろう，と思いますか。 

質問８ 船を動かす仕事は，危険な仕事だろう，と思いますか。 

質問９ 船を動かす仕事は，きつい仕事だろう，と思いますか。 

質問 10 船を動かす仕事は，自慢できる仕事だろう，と思いますか。 

質問 11 船を動かす仕事は，誇りをもてる仕事だろう，と思いますか。 

 選択式：思う／すこし思う／どちらともいえない／あまり思わない／思わない 

質問 12 
この『○○○○○○○○（イベント名）』について知る前から， 

高等専門学校（または高専）という学校があることを，知っていましたか。 

質問 13 
質問 12に「知っていた」と答えた人に聞きます。 

高等専門学校で，船員になるための勉強ができることを，知っていましたか。 

 選択式：知っていた／知らなかった 

質問 14 

質問 13に「知っていた」と答えた人に聞きます。どのようにして知りましたか。 

選択式（複数選択可）および自由記述式：小中学校の先生から聞いた／家族や親戚

から聞いた／パンフレットやポスターで見た／スマートフォンやパソコンで見た

／新聞や本で読んだ／テレビで見た／その他 
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C サブプロジェクト③－１資料 
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 本
科

 
 

 
＊

＊
年

度
前

期
時

間
割
例
 

 

    

週
（月

）
（火

）
（水

）
（木

）
（金

）

コマ
1

コマ
2

コマ
3

コマ
4

コマ
1

コマ
2

コマ
3

コマ
4

コマ
1

コマ
2

コマ
3

コマ
4

コマ
1

コマ
2

コマ
3

コマ
4

コマ
1

コマ
2

コマ
3

コマ
4

コマ

時
間

08:5
0～

10:2
01

0:30
～

12:0
01

3:00
～

14:3
01

4:40
～

16:1
0

08:5
0～

10:2
01

0:30
～

12:0
01

3:00
～

14:3
01

4:40
～

16:1
0

08:5
0～

10:2
01

0:30
～

12:0
01

3:00
～

14:3
01

4:40
～

16:1
0

08:5
0～

10:2
01

0:30
～

12:0
01

3:00
～

14:3
01

4:40
～

16:1
0

08:5
0～

10:2
01

0:30
～

12:0
01

3:00
～

14:3
01

4:40
～

16:1
0

時
限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

航
海
・運

用
・法

規
３

機
関
・執

務
３

選
択
科
目

選
択
科
目

補
講

基
礎
力
学

英
語

航
海
・運

用
・法

規
１

実
験
実
習
２

機
関
・執

務
１

実
験
実
習
２

英
語

免
許
講
習

英
語

自
由
科
目

情
報
リテ

ラ
シー

選
択
科
目

数
学

社
会

保
健
体
育

保
健
体
育

社
会

社
会

第
２外

国
語

第
２外

国
語

機
関
・執

務
３

数
学

国
語

航
海
・運

用
・法

規
１

機
関
・執

務
１

航
海
・運

用
・法

規
２

機
関
・執

務
２ 社
会

社
会

保
健
体
育

実
験
実
習
１

船
舶
工
学

船
舶
工
学

航
海
・運

用
・法

規
３

機
関
・執

務
３

保
健
体
育

保
健
体
育

数
学

自
然
科
学

電
気
電
子

自
然
科
学

数
学

英
語

英
語

英
語

英
語

卒
業
研
究

卒
業
研
究

1年 ２年 3年
N

3年
E

4年
N

4年
E

5年
N

5年
E

国
語

英
語

航
海
・運

用
・法

規
２

機
関
・執

務
２

航
海
・運

用
・法

規
３

機
関
・執

務
３

航
海
・運

用
・法

規
１

機
関
・執

務
１

英
語

英
語

選
択
科
目

選
択
科
目

補
講

補
講

英
語

英
語

航
海
・運

用
・法

規
３

機
関
・執

務
３

免
許
講
習

自
由
科
目

応
用
数
学

応
用
数
学

航
海
・運

用
・法

規
３

英
語

機
関
・執

務
２

機
関
・執

務
２

選
択
科
目

選
択
科
目

社
会

英
語

航
海
・運

用
・法

規
２

航
海
・運

用
・法

規
２

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

社
会

航
海
・運

用
・法

規
１

機
関
・執

務
１

航
海
・運

用
・法

規
２

機
関
・執

務
２

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

選
択
科
目

社
会

英
語

航
海
・運

用
・法

規
１

数
学

数
学

機
関
・執

務
１

数
学

キャ
リア

・プ
レゼ

ン３

総
合
工
学

概
論

航
海
・運

用
・法

規
１

英
語

自
然
科
学

数
学

キャ
リア

・プ
レゼ

ン１

キャ
リア

・プ
レゼ

ン２

キャ
リア

・プ
レゼ

ン３

自
然
科
学

英
語

社
会

数
学

英
語

数
学

国
語

情
報
処
理

英
語

機
関
・執

務
１

社
会

数
学

保
健
体
育

補
講

国
語

免
許
講
習

補
講

国
語

自
由
科
目

補
講

基
礎
実
習

数
学
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C
-
2 

 教
員

別
 

前
期

時
間

割
例
 

 

週
（月

）
（火

）
（水

）
（木

）
（金

）

コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

時
間

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

時
限

1 限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

航
海

教
員 A

教
員 B

教
員 Ｃ 教
員 D

教
員 E

教
員 F

教
員 G

教
員 H

機
関

教
員
I

教
員 J

教
員 K

教
員 L

教
員 M 教
員 N

教
員 O 教
員 P

実
験
実
習
２

総
合
工
学

概
論

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

専
攻
科

専
攻
科

機
関
・執

務
１

卒
業
研
究

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

基
礎
実
習

卒
業
研
究

実
験
実
習
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

機
関
・執

務
１

機
関
・執

務
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

機
関
・執

務
３

専
攻
科

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

専
攻
科

基
礎
実
習

卒
業
研
究

選
択
科
目

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

機
関
・執

務
３

卒
業
研
究

実
験
実
習
１

機
関
・執

務
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

専
攻
科

応
用
数
学

機
関
・執

務
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

自
由
科
目

機
関
・執

務
２

自
由
科
目

卒
業
研
究

実
験
実
習
２

機
関
・執

務
３

情
報
処
理

卒
業
研
究

機
関
・
執

務
２

専
攻
科

機
関
・執

務
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

自
由
科
目

専
攻
科

機
関
・執

務
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

機
関
・執

務
２

機
関
・執

務
１

電
気
電
子

卒
業
研
究

機
関
・執

務
１

選
択
科
目

自
由
科
目

卒
業
研
究

機
関
・執

務
１

専
攻
科

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
１

卒
業
研
究

船
舶
工
学

総
合
工
学

概
論

専
攻
科

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
３

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
１

専
攻
科

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

基
礎
実
習

卒
業
研
究

免
許
講
習

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

基
礎
実
習

卒
業
研
究

専
攻
科

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

基
礎
力
学

選
択
科
目

実
験
実
習
１

航
海
・運

用
・法

規
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

航
海
・運

用
・法

規
３

卒
業
研
究

情
報
リテ

ラ
シ
ー

専
攻
科

免
許
講
習

航
海
・運

用
・法

規
２

専
攻
科

卒
業
研
究

実
験
実
習
１

航
海
・運

用
・法

規
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

免
許
講
習

航
海
・運

用
・法

規
２

航
海
・運

用
・法

規
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
３

専
攻
科

卒
業
研
究

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
２

専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
１

免
許
講
習

卒
業
研
究

航
海
・運

用
・法

規
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
１

選
択
科
目

免
許
講
習

卒
業
研
究
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C
-
2 

 教
員

別
 

前
期

時
間

割
例
 

 

週
（月

）
（火

）
（水

）
（木

）
（金

）

コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

1
コ
マ

2
コ
マ

3
コ
マ

4
コ
マ

時
間

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

08
:50

～
10

:20
10

:30
～

12
:00

13
:00

～
14

:30
14

:40
～

16
:10

時
限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

1限
2限

3限
4限

5限
6限

7限
8限

航
海

教
員 A

教
員 B

教
員 Ｃ 教
員 D

教
員 E

教
員 F

教
員 G

教
員 H

機
関

教
員
I

教
員 J

教
員 K

教
員 L

教
員 M 教
員 N

教
員 O 教
員 P

実
験
実
習
２

総
合
工
学

概
論

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

専
攻
科

専
攻
科

機
関
・執

務
１

卒
業
研
究

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

基
礎
実
習

卒
業
研
究

実
験
実
習
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

機
関
・執

務
１

機
関
・執

務
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

機
関
・執

務
３

専
攻
科

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

専
攻
科

基
礎
実
習

卒
業
研
究

選
択
科
目

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

機
関
・執

務
３

卒
業
研
究

実
験
実
習
１

機
関
・執

務
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

専
攻
科

応
用
数
学

機
関
・執

務
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

自
由
科
目

機
関
・執

務
２

自
由
科
目

卒
業
研
究

実
験
実
習
２

機
関
・執

務
３

情
報
処
理

卒
業
研
究

機
関
・
執

務
２

専
攻
科

機
関
・執

務
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

自
由
科
目

専
攻
科

機
関
・執

務
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

機
関
・執

務
２

機
関
・執

務
１

電
気
電
子

卒
業
研
究

機
関
・執

務
１

選
択
科
目

自
由
科
目

卒
業
研
究

機
関
・執

務
１

専
攻
科

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
１

卒
業
研
究

船
舶
工
学

総
合
工
学

概
論

専
攻
科

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
３

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
１

専
攻
科

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

基
礎
実
習

卒
業
研
究

免
許
講
習

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

基
礎
実
習

卒
業
研
究

専
攻
科

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

基
礎
力
学

選
択
科
目

実
験
実
習
１

航
海
・運

用
・法

規
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

実
験
実
習
３

実
験
実
習
３

航
海
・運

用
・法

規
３

卒
業
研
究

情
報
リテ

ラ
シ
ー

専
攻
科

免
許
講
習

航
海
・運

用
・法

規
２

専
攻
科

卒
業
研
究

実
験
実
習
１

航
海
・運

用
・法

規
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

免
許
講
習

航
海
・運

用
・法

規
２

航
海
・運

用
・法

規
３

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
３

専
攻
科

卒
業
研
究

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
２

専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
１

免
許
講
習

卒
業
研
究

航
海
・運

用
・法

規
２

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

実
験
実
習
２

航
海
・運

用
・法

規
１

キ
ャ
リア

プ
レ
ゼ

ン
，
選

択
科

目
専
攻
科

専
攻
科

航
海
・運

用
・法

規
１

選
択
科
目

免
許
講
習

卒
業
研
究

C-3 

学年別配当表 

 

1年 2年 3年 4年 5年
基礎実習（学科混合） 2
総合工学概論（学科混合） 2
情報リテラシー（学科混合） 1
キャリア・プレゼン１ 2
校内練習船実習１（集中講義） 1
キャリア・プレゼン２ 2
基礎力学 2
情報処理 1
電気電子 2
校内練習船実習２ 1
実験実習１（消火・救命） 2
船舶工学 1
海事法規 1
キャリア・デザイン３ 2
応用数学 2
航海・運用・法規（3年） 9
校内練習船実習３（集中講義） 1
実験実習２ 3
実験実習３ 2
航海・運用・法規（4年） 8
校内練習船実習４（集中講義） 2
航海・運用・法規（5年） 8
卒業研究 6
免許講習（レーダARPA,ECDIS) 1 2 1
免許講習（上級英語) 1

68 8 10 18 12 20
機関・執務（3年） 9
校内練習船実習３（集中講義） 1
実験実習２ 3
実験実習３ 2
機関・執務（4年） 8
校内練習船実習４（集中講義） 2
機関・執務（5年） 8
卒業研究 6
自由科目 1 2 2

68 8 10 18 12 20

キャリア・プレゼン４ 2

キャリア・プレゼン５ 2

選択科目（４年） 2

選択科目１（５年） 2
選択科目２（５年） 2

10 0 0 0 4 6
72 8 10 18 14 22
72 8 10 18 14 22

NE共通線引き開講単位
N：線引き開講単位
E:線引き開講単位
下線付き数値の科目は学修単位

商船学科

授業科目 単位数
学年別配当

必
修

共通

航海
コース

航海コース履修単位計

機関
コース

機関コース履修単位合計

機関コース履修単位計

共通

開設単位数計
航海コース履修単位合計

選
択
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C
-
4
 
キ
ャ
リ
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
 
目
次
 

は
じ
め
に
 
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
の
使
い
方
 

１
章
 

高
等
専
門
学
校
と
は
、
商
船
学
科
で
の
学
び
方
 

1-
1 

晴
れ
て
入
学
 

1-
2 

高
等
学
校
の
仕
組
み
 

1-
3 

一
般
高
専
の
仕
組
み
 

1-
4 

商
船
高
専
の
仕
組
み
 

1-
5 

海
技
士
免
許
の
取
得
方
法
 

1-
6 

学
校
の
教
育
目
標
、
商
船
学
科
の
教
育
目
標
 

1-
7 

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
 

1-
8 

商
船
学
科
・
航
海
コ
ー
ス
・
機
関
コ
ー
ス
の
 

科
目
系
統
 

1-
9 

最
後
の
６
ヵ
月
実
習
（
後
期
・
長
期
実
習
）
へ
 

 ２
章
 
学
業
成
績
の
記
録
 

2-
1 

各
学
年
の
学
業
成
績
 

2-
2 

学
業
成
績
の
ま
と
め
 

2-
3 
 卒

業
研
究
 

 ３
章
 
海
技
士
に
必
要
な
知
識
と
技
能
 

3-
1 

海
上
職
の
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
の
概
要
と
特
徴
 

3-
2 

海
技
士
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
  

3-
3 
 実

験
実
習
等
の
記
録
 

3-
3 

免
許
講
習
の
記
録
 

3-
4 
 校

内
練
習
船
主
要
目
 

3-
5 
 校

内
練
習
船
実
習
の
記
録
 

3-
6 
 長

期
実
習
船
 
練
習
船
主
要
目
 

3-
7 
 長

期
実
習
の
記
録
 

 ４
章
 
課
外
活
動
の
記
録
 

4-
1 

資
格
（
海
技
士
・
無
線
等
）
 

4-
2 

資
格
（
TO
EI
C・

英
検
）
 

4-
3 

海
外
研
修
・
渡
航
歴
 

4-
4 

ク
ラ
ブ
活
動
 

4-
5 

委
員
（
ク
ラ
ス
委
員
、
寮
生
会
、
学
生
会
）
 

4-
6 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
 

4-
7 
 表

彰
や
そ
の
他
の
時
特
記
事
項
 

 ５
章
 
就
職
・
進
学
 

5-
1 

履
歴
書
 

5-
2 

企
業
調
査
 

5-
3 

大
学
・
高
専
専
攻
科
調
査
 

5-
4 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

5-
5 

企
業
訪
問
 

5-
6 

講
演
会
 

 ６
章
 
健
康
状
態
 

6-
1 

健
康
状
態
表
 

6-
2 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
 

 ７
章
 
参
考
資
料
 

7-
1 

入
学
要
件
(身

体
基
準
)・

卒
業
要
件
 

7-
1-
1 
入
学
要
件
(身

体
基
準
)[
弓
削
商
船
の
例
] 

7-
2 

免
許
講
習
（
QR

コ
ー
ド
）
 

7-
2-
1
レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講
習
[弓

削
商
船
の
例
] 

7-
2-
2
レ
ー
ダ
ー
・
自
動
衝
突
予
防
援
助
装
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
 

講
習
[弓

削
商
船
の
例
] 

7-
2-
3 

救
命
講
習
[弓

削
商
船
の
例
] 

7-
2-
4 

消
火
講
習
[弓

削
商
船
の
例
] 

7-
2-
5 

上
級
航
海
英
語
教
習
[弓

削
商
船
の
例
] 

7-
2-
5-
1
上
級
航
海
（
機
関
）
英
語
講
習
無
線
関
係
資
格
の
 

手
続
き
に
必
要
な
書
類
・
養
成
課
程
等
・
・
 

7-
2-
5-
2 
上
級
機
関
英
語
 

7-
2-
6 

 
海
技
士
（
航
海
）
の
資
格
に
対
す
る
電
子
海
図
情
報
 

表
示
装
置
(E
CD
IS
)講

習
 

7-
2-
7 

海
技
士
 
細
目
 

7-
3 

無
線
関
係
資
格
の
手
続
き
に
必
要
な
書
類
・
養
成
課
程
等
 

7-
4 

船
舶
衛
生
管
理
資
格
及
び
講
習
 

7-
5 

海
技
士
－
国
家
試
験
と
受
験
方
法
－
 

7-
6 

参
考
図
書
（
マ
リ
タ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
）（

QR
コ
ー
ド
）
 

7-
7 

ビ
ザ
申
請
手
続
き
に
必
要
な
書
類
及
び
期
間
 

7-
8 

ST
CW

条
約
と
そ
の
改
正
 

7-
9 

JM
ET
S
大
型
練
習
船
実
習
 

7-
9-
1 

特
例
乗
船
履
歴
 

7-
9-
2 

短
期
分
割
実
習
方
式
 

7-
9-
3 

規
律
（
懲
戒
）
 

7-
9-
4 
大
型
長
期
実
習
船
実
習
乗
船
前
“
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
”
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C-5

授業科目名 単位数 必修 or 選択 期間 担当教員 成績 自己評価

例 商船概論 1 必修・選択 前・後・通年 ○○ 優 Ａ

1 必修・選択 前・後・通年

2 必修・選択 前・後・通年

3 必修・選択 前・後・通年

4 必修・選択 前・後・通年

5 必修・選択 前・後・通年

6 必修・選択 前・後・通年

7 必修・選択 前・後・通年

8 必修・選択 前・後・通年

9 必修・選択 前・後・通年

10 必修・選択 前・後・通年

11 必修・選択 前・後・通年

12 必修・選択 前・後・通年

13 必修・選択 前・後・通年

14 必修・選択 前・後・通年

15 必修・選択 前・後・通年

16 必修・選択 前・後・通年

17 必修・選択 前・後・通年

18 必修・選択 前・後・通年

担任コメント　【担任氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　】

商船学科　　　　年　（　　　　　　年４月～　　　　　年３月）

学年ふりかえり

2.3 各学年の成績の記録

授業科目名 単位数 必修 or 選択 期間 担当教員 成績 自己評価

19 必修・選択 前・後・通年

20 必修・選択 前・後・通年

21 必修・選択 前・後・通年

22 必修・選択 前・後・通年

23 必修・選択 前・後・通年

24 必修・選択 前・後・通年

25 必修・選択 前・後・通年

26 必修・選択 前・後・通年

27 必修・選択 前・後・通年

28 必修・選択 前・後・通年

29 必修・選択 前・後・通年

30 必修・選択 前・後・通年

31 必修・選択 前・後・通年

32 必修・選択 前・後・通年

33 必修・選択 前・後・通年

34 必修・選択 前・後・通年

35 必修・選択 前・後・通年

36 必修・選択 前・後・通年

欠席 遅刻・早退 出席停止

学年末順位 クラス人数

取得単位数 平均点

成績「優」の数

成績「良」の数

成績「可」の数

　　　　　　科目中　　　　科目

　　　　　　科目中　　　　科目

商船学科　　　　年

出席状況

　　　　　　　人中　　　　　　位

　　　　　　　　単位

　　　　　　科目中　　　　科目

実施日 年     月    日 （     ） 

講演者  

企業名   

内 容   

感 想   

 

学年成績

講演会

海技士 航海・機関

２級 合格 　　　　　年　　　　　月

受験日 受験日 受験日 受験日 受験日 受験日 受験日 受験日

発表日 発表日 発表日 発表日 発表日 発表日 発表日 発表日

海技士 航海・機関

１級 合格 　　　　　年　　　　　月

受験日 受験日 受験日 受験日 受験日 受験日 受験日 受験日

発表日 発表日 発表日 発表日 発表日 発表日 発表日 発表日

合格

４．１　資格（海技士・無線等）

機関三法規

英語 執務一般

航海 機関一

運用 機関二

合格

航海 機関一

運用 機関二

法規 機関三

英語 執務一般

資格（英語）

訪問日 年     月    日 （     ） 

企業名  

担当者   

内 容   

感 想   

 

企業訪問

学年 クラブ

１年

２年

３年

４年

５年

４．４　クラブ活動
活動内容・成績等
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校内練習船　 主要目

進水年月日

最大搭載人員

幅

速力（ 最大／航海）

深さ

満載喫水

全長

垂線間長

総ト ン数

船名

船籍港

航行区域

船種

建造場所

メ ーカー・ 型式

原動機機種

定格出力（ kW／PS)

レーダー

ECDIS

シリ ンダ（ 数×口径×行程）

メ ーカー・ 型式・ 台数

定格出力（ kW／PS)・ 回転数

回転数

シリ ンダ（ 数×口径×行程）

過給機（ メ ーカー、 型式、 過給方式）

乗船した船の主要目は海技士口述試験で聞かれるので確認しておきまし ょ う 。

機関要目

航海計器（ メ ーカー・ 型式）

主機関

発電機原動機

主発電機

その他の要目

プロペラ

スラスタ

メ ーカー・ 型式・ 台数

容量

学年

校内練習船実習の記録

実習日 寄港・ 泊地 実習内容

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

　 年　 月　 日～　 月　 日

校内練習船の記録

練習船物品チェックリスト

航行区域

長期実習乗船　 練習船主要目
船名

船籍港

船種

建造場所

進水年月日

総ト ン数

全長

垂線間長

レーダー

深さ

満載喫水

幅

速力（ 最大／航海）

最大搭載人員

航海計器（ メ ーカー・ 型式）

原動機機種

ECDIS

機関要目

主機関

メ ーカー・ 型式

定格出力（ kW／PS)・ 回転数

定格出力（ kW／PS)

回転数

シリ ンダ（ 数×口径×行程）

過給機（ メ ーカー、 型式、 過給方式）

発電機原動機

メ ーカー・ 型式・ 台数

乗船した船の主要目は海技士口述試験で聞かれるので確認しておきまし ょ う 。

シリ ンダ（ 数×口径×行程）

主発電機

メ ーカー・ 型式・ 台数

容量

その他の要目

プロペラ

スラスタ

海技教育機構 長期練習船の記録
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高等専門学校教育の高度化推進事業 

（社会ニーズを踏まえた新分野・領域教育の推進） 

「次世代海事人材の育成システムの構築」 

 
 

— 平成 29 年度事業報告書 — 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

富山高等専門学校   日本船主協会 

鳥羽商船高等専門学校  全日本船舶職員協会 

広島商船高等専門学校  全日本海員組合 

大島商船高等専門学校  国際船員労務協会 

弓削商船高等専門学校 
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◆概要図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆プロジェクトを構成する３種サブプロジェクト 

１. グローバル教育の高専教育への実施 

海事産業，海洋事業等のグローバルなフィールドで活躍するために不可欠なコミュニケー

ション能力，国際性等の資質を育成し，確かな能力として定着させるために，以下のプログ

ラムを実施する。 
~ 2 ~ 

 

次世代海事人材プロジェクトの概要 

 
◆背景 

この４半世紀において進行したグローバル化は国際海上輸送分野における先進諸国船員，

特に日本人船員の競争力を奪い，日本人船員数のみならず，日本人船員を目指す若者の数と

意欲も衰退させた。業界内では，これら海運業界が抱える様々な諸問題に対して，多くの取

り組みを実施してきた。産学官による海事・海洋技術者の確保・育成に向けた検討があった

が，課題を整理すると以下のようになる。 
政府：海洋基本計画の海事技術者，海洋技術者の確保・育成の提言 
社会情勢：エネルギー需要の変化と円安による外航日本人船員の競争力復活 
       少子化による人員不足の進行（若年船員不足の慢性化） 
海事教育：国土交通省による船員技能の詳細な標準化が教育を訓練に変貌 
       文科省における教育機関運営費削減の進行 
産学官：船員（海技者）の確保育成に関する検討会報告 
これら検討の結果を受けて，商船学科を有する５商船系高専が取り組んできたプロジェク

トとして， 
H18～H20: ｢海事技術者のキャリア育成プログラム －強い職業意識と高い職業能力を備えた

海事技術者の育成－」(文部科学省事業：現代 GP) 
H23～H24: ｢ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト －商船学科におけるわかりやすい学び，定着

する学びを目指して－」(高専機構事業：高専改革推進経費) 
H24～H28: ｢海事分野における高専・産業界連携による人材育成システムの開発」(文部科学

省事業：大学間連携共同教育推進事業) 
 を実施してきた。｢ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト｣までの取り組みで，海事教育の課題

を整理し，ここで得られた成果をもとに，｢海事分野における高専・産業界連携による人材育

成システムの開発」を実施し，海事教育の在り方を提示した。 
◆概要 

これまでの取り組みで，10/20 年後に活躍できる海事技術者像と新たな海事教育システム

の在り方を示してきた。これまでの知見，人的ネットワークを活かし， ５商船高専オールハ

ンドで次につなげるために，「グローバル化に対応した教育と産学連携強化による 10/20 年後

に活躍できる海事技術者を育成する」ための高度海事人材育成プログラムを実装し，学生に

船員の仕事への理解を深化，船員就業率の向上を目指すことを目的とする。・英語力強化・海

事技術者の資質育成・学びを定着できる力を育成，の３つをキーワードに，これからの商船

学科に必要なアイテムの実装のために以下の事業を実施する。 
１．グローバル教育の高専教育への実装：英語力向上プログラム，英語による専門教育プロ

グラム，海事・海洋インターンシップ等の協働開講 
２．高度な専門教育と確実なキャリア教育の高専教育への実装：海事・海洋教育カリキュラ

ム，教科教材の充実，キャリア教育 
３．産学連携強化に基づく海事・海洋教育システムの実装：海運界ニーズ適合性と海事教育

システムの検証，適合性確保のための教員 FD 研修 
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◆概要図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆プロジェクトを構成する３種サブプロジェクト 

１. グローバル教育の高専教育への実施 

海事産業，海洋事業等のグローバルなフィールドで活躍するために不可欠なコミュニケー

ション能力，国際性等の資質を育成し，確かな能力として定着させるために，以下のプログ

ラムを実施する。 
~ 2 ~ 

 

次世代海事人材プロジェクトの概要 

 
◆背景 

この４半世紀において進行したグローバル化は国際海上輸送分野における先進諸国船員，

特に日本人船員の競争力を奪い，日本人船員数のみならず，日本人船員を目指す若者の数と

意欲も衰退させた。業界内では，これら海運業界が抱える様々な諸問題に対して，多くの取

り組みを実施してきた。産学官による海事・海洋技術者の確保・育成に向けた検討があった

が，課題を整理すると以下のようになる。 
政府：海洋基本計画の海事技術者，海洋技術者の確保・育成の提言 
社会情勢：エネルギー需要の変化と円安による外航日本人船員の競争力復活 
       少子化による人員不足の進行（若年船員不足の慢性化） 
海事教育：国土交通省による船員技能の詳細な標準化が教育を訓練に変貌 
       文科省における教育機関運営費削減の進行 
産学官：船員（海技者）の確保育成に関する検討会報告 
これら検討の結果を受けて，商船学科を有する５商船系高専が取り組んできたプロジェク

トとして， 
H18～H20: ｢海事技術者のキャリア育成プログラム －強い職業意識と高い職業能力を備えた

海事技術者の育成－」(文部科学省事業：現代 GP) 
H23～H24: ｢ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト －商船学科におけるわかりやすい学び，定着

する学びを目指して－」(高専機構事業：高専改革推進経費) 
H24～H28: ｢海事分野における高専・産業界連携による人材育成システムの開発」(文部科学

省事業：大学間連携共同教育推進事業) 
 を実施してきた。｢ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト｣までの取り組みで，海事教育の課題

を整理し，ここで得られた成果をもとに，｢海事分野における高専・産業界連携による人材育

成システムの開発」を実施し，海事教育の在り方を提示した。 
◆概要 

これまでの取り組みで，10/20 年後に活躍できる海事技術者像と新たな海事教育システム

の在り方を示してきた。これまでの知見，人的ネットワークを活かし， ５商船高専オールハ

ンドで次につなげるために，「グローバル化に対応した教育と産学連携強化による 10/20 年後

に活躍できる海事技術者を育成する」ための高度海事人材育成プログラムを実装し，学生に

船員の仕事への理解を深化，船員就業率の向上を目指すことを目的とする。・英語力強化・海

事技術者の資質育成・学びを定着できる力を育成，の３つをキーワードに，これからの商船

学科に必要なアイテムの実装のために以下の事業を実施する。 
１．グローバル教育の高専教育への実装：英語力向上プログラム，英語による専門教育プロ

グラム，海事・海洋インターンシップ等の協働開講 
２．高度な専門教育と確実なキャリア教育の高専教育への実装：海事・海洋教育カリキュラ

ム，教科教材の充実，キャリア教育 
３．産学連携強化に基づく海事・海洋教育システムの実装：海運界ニーズ適合性と海事教育

システムの検証，適合性確保のための教員 FD 研修 
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1-1 英語力向上プログラム 

 入学前から学年別に明確なゴールを示す，効果的な英語力向上プログラムを実現する 
 効果的なインターンシッププログラムを継続する 

２. 高度な専門教育と確実なキャリア教育の高専教育への実施・検討 

海事産業における技術革新は海事技術の質を大きく変貌させており，将来の興隆が予測さ

れる海洋事業における海洋技術は発展途上である。10/20 年後に活躍できる海事・海洋技術

者には確かな知識・技能と共に，柔軟な応用力が求められる。海事産業への理解と意欲の育

成，技術革新の波を乗り越えられる確かな知識・技能の定着を実現させるために，以下の３

事業項目を進め，高度な専門教育と確実なキャリア教育を高専教育に実装する。 
2-1 海事・海洋教育カリキュラム 

 実現性と実行性の高い海事教育と海洋技術教育のカリキュラムを提示する 
 これから必要な部分も充足し効率的に海事教育を実施するための方策についても検

討する 
2-2 海事キャリア教育セミナー 

 学生が自身の将来像を描きやすくするため，連携機関，船社と協働して，商船学科学

生に GI-net（遠隔講義システム）で配信するセミナーを実施する  
 海事教育の内容や将来考えていることについて，学生が地域の小中学校の生徒に対し

て語る機会を設け，学生自身が自分を見つめキャリアについて整理させる試みを実施

する 
2-3 教科教材の充実 

 海事・海洋技術教材の開発を実施する 
 ICT 技術を用いた教材の開発に取り組むための指針を検討する 

３. 産学連携強化に基づく海事・海洋教育システムの調査・検討 

海事教育機関の育成人材は海運界のニーズに適合しているのか，技術革新の中で海事教育

機関は何をどこまで教授すべきか，急激な少子化の中で海運界は人的資源をどのように確保

し活用すべきか等について，産学が連携して調査・検討し，改善していくことが求められて

いる。この海事・海洋教育システムのニーズ適合性の確保に向けての事業を実施する。 
3-1 海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証 

 海運界ニーズ調査から海事を目指す子供たちとの適合性検証等を行い，産業界ニーズ

に適合した質の高い海事・海洋教育システムの改善と改革につなげる 
3-2 適合性確保のための教員 FD 研修 

 教員が海運界事情を把握し，実質的な教育改善を継続させるために，船舶乗船研修を

企画・実施する 
 
これら３つのサブプロジェクトで育成する学生像を以下の通りとして目標達成を目指す。 
 実質的なコミュニケーション能力を育成 
 講義教育，実習科目，校内練習船実習，長期乗船実習の有機的な結びつきの強化によ

り，社会人基礎力の素地を育成 
 学生の自己管理能力の向上を図り，各授業科目について，学力の定着と自ら学ぶ力を

育成 （文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎）
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「大学間連携共同教育推進事業」事後評価の結果 

－ 最高のＳ評価を得ました － 

 

｢海事分野における高専・産業界連携による人材育成システムの開発（通称：海事人材育成

プロジェクト）｣は文部科学省の大学間連携共同教育推進事業として平成 24 年度に採択され

た５年間の教育改善事業である。平成 24 年度から平成 28 年度まで実施した本プロジェクト

について，文部科学省による事後評価が実施された。 

評価結果は，最高評価区分である「Ｓ評価：（計画を超えた取組が行われ，優れた成果が得

られていることから，本事業の目的を十分に達成できたと評価できる。」を受けた。評価委員

によるコメントは以下の通りであった。 

 

【教育プログラムの構築について】  

グローバル社会における「柔軟で高度な海事技術者」の育成を目指し，コミュニケーショ

ン力・基礎英語力・人間力等の資質向上に向けた英語力向上プログラムと国際インターンシ

ップの展開を進め，必須の知識・技能の育成に向けた教材開発・電子化や新しい航海実習を

提案するなど，海事教育システムを構築したこと，また，本システムを社会人基礎力の涵養

に役立て，今後の海技技術者像と具備すべき具体的な知識・技術をキャリアモデルと共に明

示していることは高く評価できる。 

海事系以外の教育機関出身の高専教員向け船舶乗船実務訓練研修など，教員に対するプロ

グラムについてもステークホルダーと課題の改善を進め，連携校が高専商船学科として一体

となった教育改革が進展している。 

内部評価及び外部評価も毎年開催し，進捗状況や達成状況について評価，改善点の指摘等

を行い，その結果に基づいた PDCA サイクルが適切に機能していることも高く評価できる。  

【連携・実施体制の構築について】  

本取組は３つのサブプロジェクトに分類され，連携校はサブプロジェクトの幹事校として

役割を分担している。また，サブプロジェクトにステークホルダーも参画させることで，企

画・管理・運営が効率的に行われるマネジメント体制を築いたことは評価できる。  

【成果の活用と今後の展望について】  

高専・海事教育フォーラムを通して成果の波及が進められており，特に，共通教材や国際

インターンシップ等について，他の海事高等教育機関の事例モデルとなることが期待できる。

また，日本航海学会より平成 28 年度航海功績賞を受けたことからも，海運業界や海事教育機

関等との今後の更なる密接な相互理解・連携も期待できる。 

本取組の推進にあたり延べ 300 人以上の商船学科教員ネットワークも構築され，取組の成

果が継承されているなど，更なる成果の波及を期待したい。 

 

であった。Ｓ評価は，全取組 49 の内の 17 取組であり，中間評価時点において，７取組で

あったものが大幅に増加したが，そのうち，高専が主担当となっている取組は３件であり，

本プロジェクトのこれまでの活動と成果が認められ，極めて高く評価されたことを意味する。

これらの評価結果は，５連携校と４連携機関の真摯な取り組みの賜物であり，関係各位には

厚くお礼申し上げる。 

大学間連携共同教育事業については，下記文部科学省のホームページにて公開されている。

・文部科学省ホームページ
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/renkei/index.htm 

全 49 取組の評価結果等は，下記日本学術振興会のホームページにて公開されている。

・日本学術振興会ホームページ
http://www.jsps.go.jp/j-ppiuce/jigo_kekka.html 

  
（文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎）
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グローバル教育の高等教育への実施 
―1年間の成果と今後の展望について― 

 
◆目的 

前年度まで実施してきた海事人材育成プロジェクトにおいて，今後の高専・商船学科にお

ける海事教育には，「英語力強化」，「資質の涵養」，「学びを定着できる力の育成」の３本柱に

よって専門教育の高度化を図るべきであることが明らかになった。その柱の一つである「英

語力強化」としては，海事産業，海洋事業等のグローバルなフィールドで活躍するために不

可欠な英語力の育成とコミュニケーション力及び国際性等の資質を涵養し，確かな能力とし

て定着させることを目的に，実効性と実現性の高い英語力向上プログラムの実装を目指す。

◆概要

新たな海事技術者の資質として求められる基本的な基礎的な英語力の育成と，コミュニケ

ーション力，及び国際性の資質の涵養を目指し，下記３項目を計画・実施した。

①商船学科として英語補助教員を雇用

②低学年向け英語導入教育のプログラム整備

③実効性と実現性の高い英語教育プログラムの開発と実装準備

◆得られた成果

平成 29 年度に実施した事業と得られた成果の概要は以下の通りである。

① 商船学科として英語補助教員を雇用 

海事人材育成プロジェクトにおいて，グローバル教育拠点を整備し，各校独自のプログ

ラムを開発してきた。TOEIC の重要性は確認されており，各校で開発したプログラムの中

で高い効果が得られた TOEIC 対策講座を，補助教員に依頼し，継続的に実施した。また，

各校で開発した効果的な講座や教育方法を５校で展開，定着させる方法を検討したので，

次年度から実行していく予定である。

② 低学年学生向け英語導入教育のプログラム整備 

昨年度まで，高学年向けに TOEIC 対策を実施してきたが，学年全体の平均スコアが伸び

悩んでいた。その原因の一つとして，英語が苦手で勉強をしない，あるいは，あきらめて

しまった学生が存在することが明らかになった。そこで，低学年から英語の重要性を認識

し，英語の学習方法を指南するため，低学年向けの英語導入教育のプログラムを整備した。

まず，英語学習方法テキストとして「商船英語の船出」を作成し，平成 30 年度入学生へ

配布した。そのなかで，英語に慣れるために，音読を推奨しており，今後は，英語を口に

出して話す機会を増やしていく予定である。

③ 実効性と実現性の高い英語教育プログラムの開発と実装準備 

今年度は，５校すべてが参加できる国際インターンシップについて検討し，KCC（Kauai 

Community College）の国際インターンシッププログラムをブラッシュアップする方向で

進めてきた。また，開発した英語教育プログラムについては，学生の意欲を継続させるた

めにインセンティブを与えられるカリキュラムになるよう検討した。今後は，商船学科の

学生が英語をコミュニケーションツールとして利用できるように，教育手法を検討すると

ともに，低学年向けに開発した英語導入教育プログラムを実施していく。次年度すぐには

カリキュラムが変更できないため，授業時間の一部利用による授業手法の変更や，HR な

どを利用しながら実施していく。

◆今後の展望

各校ともに TOEIC スコアに効果が現れ始めており，教育効果の高いプログラムを共有しな

がらも，各校に合わせたプログラムとして展開，整備していく。さらに，低学年向けに英語

導入教育を実施し，学生のモチベーションを上げることにより，これまで整備してきたグロ

ーバル拠点の効果的利用と稼働率を上げ，成績の底上げを図っていく予定である。次年度は，

カリキュラムへ組み込む前段階として，HR などを利用した英語導入教育を実施し，学生が英

語に触れる機会，英語を口に出して話す機会を増やしていく予定である。その結果を踏まえ，

新しいカリキュラム編成について検討する。 （文責：鳥羽商船高等専門学校，窪田 祥朗）
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英語教育非常勤講師による 
TOEIC 対策講座の様子 

 
  英語力向上プログラムの概念 

正規授業の英語教育

英語導⼊教育

グローバル教育拠点の利⽤

国際インターンシップ

専⾨科⽬の英語活⽤

英語補助教員
による講座

コミュニケー
ション⼒

国際性

資格
取得

TOEIC
500以上

Up

Up

Up

グローバルに活躍
できる⼈材育成

1-1「英語力向上プログラム」 活動実績 

 
◆目的 

本サブプロジェクトは，海事産業，海洋事業等のグローバルなフィールドで活躍するため

に不可欠な英語力の育成とコミュニケーション力及び国際性等の資質を涵養し，確かな能力

として定着させることを目的に，実効性と実現性の高い英語力向上プログラムの実装を目指

すものである。

このため，高専・商船学科の学生に対して，卒業時における TOEIC スコア 500 以上を獲得

できるように，連携機関と協働してその達成を目指す。

◆概要

本サブプロジェクトは，学生の英語力向

上により，コミュニケーション力，国際性

の資質を涵養するとともに，TOEIC スコア

を向上させる。

前年度までの海事人材育成プロジェク

トで開発してきた教育プログラムについ

て，効果が現れ始めたプログラムを継続実

施するとともに，これらのプログラムを５

年間の学生生活で効果的に教授する方法

について検討している。これらの目標を実

現するために，以下の３項目を実施する。

① 商船学科として英語補助教員を雇用

② 低学年向け英語導入教育のプログラム

整備

③ 実効性と実現性の高い英語教育プログ

ラムの開発と実装準備

 

１．商船学科として英語補助教員を雇用 

 前年度までの海事人材育成プロジェクトにおいて，

グローバル教育拠点を整備し，英語教員と連携して

各校独自のプログラムを開発してきた。そこで，英

語補助教員を各校に配置し，それぞれの学校で開発

したプログラムの中で高い効果が得られた TOEIC 対

策講座を，継続的に実施した。また，これらの開発

プログラムの共有化を図り，環境が異なる５校のい

ずれでもプログラムを実施できる方策について検討

した。今後は，共有したプログラムの効果的な活用

術及びグローバル教育拠点の継続的な利活用法を構

築していく。

２．低学年向け英語導入教育のプログラム整備 

英語補助教員の雇用及び TOEIC 対策講座により，TOEIC スコアの上昇に効果が現れてきた

が，英語を苦手としてあきらめる学生の存在が，学年全体の平均点を押し下げていることが

問題点として指摘された。そこで，低学年から英語の必要性を認識してもらえるように，ま

た，英語嫌いを減らせるように，商船学科の低学年における英語導入教育方法について検討

した。提案する英語導入教育は，英語の必要性，重要性を説くとともに，商船学科における

英語の学習方法を解説する。これらを「商船英語への船出-Let's Start Maritime English」
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グローバル教育の高等教育への実施 
―1年間の成果と今後の展望について― 

 
◆目的 

前年度まで実施してきた海事人材育成プロジェクトにおいて，今後の高専・商船学科にお

ける海事教育には，「英語力強化」，「資質の涵養」，「学びを定着できる力の育成」の３本柱に

よって専門教育の高度化を図るべきであることが明らかになった。その柱の一つである「英

語力強化」としては，海事産業，海洋事業等のグローバルなフィールドで活躍するために不

可欠な英語力の育成とコミュニケーション力及び国際性等の資質を涵養し，確かな能力とし

て定着させることを目的に，実効性と実現性の高い英語力向上プログラムの実装を目指す。

◆概要

新たな海事技術者の資質として求められる基本的な基礎的な英語力の育成と，コミュニケ

ーション力，及び国際性の資質の涵養を目指し，下記３項目を計画・実施した。

①商船学科として英語補助教員を雇用

②低学年向け英語導入教育のプログラム整備

③実効性と実現性の高い英語教育プログラムの開発と実装準備

◆得られた成果

平成 29 年度に実施した事業と得られた成果の概要は以下の通りである。

① 商船学科として英語補助教員を雇用 

海事人材育成プロジェクトにおいて，グローバル教育拠点を整備し，各校独自のプログ

ラムを開発してきた。TOEIC の重要性は確認されており，各校で開発したプログラムの中

で高い効果が得られた TOEIC 対策講座を，補助教員に依頼し，継続的に実施した。また，

各校で開発した効果的な講座や教育方法を５校で展開，定着させる方法を検討したので，

次年度から実行していく予定である。

② 低学年学生向け英語導入教育のプログラム整備 

昨年度まで，高学年向けに TOEIC 対策を実施してきたが，学年全体の平均スコアが伸び

悩んでいた。その原因の一つとして，英語が苦手で勉強をしない，あるいは，あきらめて

しまった学生が存在することが明らかになった。そこで，低学年から英語の重要性を認識

し，英語の学習方法を指南するため，低学年向けの英語導入教育のプログラムを整備した。

まず，英語学習方法テキストとして「商船英語の船出」を作成し，平成 30 年度入学生へ

配布した。そのなかで，英語に慣れるために，音読を推奨しており，今後は，英語を口に

出して話す機会を増やしていく予定である。

③ 実効性と実現性の高い英語教育プログラムの開発と実装準備 

今年度は，５校すべてが参加できる国際インターンシップについて検討し，KCC（Kauai 

Community College）の国際インターンシッププログラムをブラッシュアップする方向で

進めてきた。また，開発した英語教育プログラムについては，学生の意欲を継続させるた

めにインセンティブを与えられるカリキュラムになるよう検討した。今後は，商船学科の

学生が英語をコミュニケーションツールとして利用できるように，教育手法を検討すると

ともに，低学年向けに開発した英語導入教育プログラムを実施していく。次年度すぐには

カリキュラムが変更できないため，授業時間の一部利用による授業手法の変更や，HR な

どを利用しながら実施していく。

◆今後の展望

各校ともに TOEIC スコアに効果が現れ始めており，教育効果の高いプログラムを共有しな

がらも，各校に合わせたプログラムとして展開，整備していく。さらに，低学年向けに英語

導入教育を実施し，学生のモチベーションを上げることにより，これまで整備してきたグロ

ーバル拠点の効果的利用と稼働率を上げ，成績の底上げを図っていく予定である。次年度は，

カリキュラムへ組み込む前段階として，HR などを利用した英語導入教育を実施し，学生が英

語に触れる機会，英語を口に出して話す機会を増やしていく予定である。その結果を踏まえ，

新しいカリキュラム編成について検討する。 （文責：鳥羽商船高等専門学校，窪田 祥朗）
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商船英語への船出 

 

(a) 英語自己紹介      (b)外航船舶職員の話 

 
(c)国際インターンシップの紹介と経験者報告 

英語導入教育（パイロットケース）

と題したテキストとして

作成した。 
平成 30 年度入学生からこ

の本を配布し，順次，利用

を開始していく予定であ

る。平成 31 年度以降は，

入学前からの意識付けを

視野に入れ，入学説明会な

どで配布することを検討

している。 

特に，英語導入教育では

英語に慣れることを重視

し，音読を推奨しており，

次年度以降は，英語を口に

出す機会を増やすととも

に，英語で話さないといけ

ない環境作りを目指す予

定である。 

 
３．実効性と実現性の高い英語教育プログラムの開発と実装準備 

 国際性とコミュニケーション能力の向上を目指し，実効性と実現性の高い英語教育プログ

ラムを開発する。現在，国際性を身につけるために，国際インターンシップを実施している。

各校独自のプログラムもあるため，５校すべての学生が参加できる国際インターンシップの

制度について検討した。そこで，KCC（Kauai Community College）及び SMA（Singapore Maritime 

Academy）の国際インターンシッププログラムを共有プログラムとしてブラッシュアップする

方向で進めてきた。次年度以降に，５校共同の国際インターンシップを順次，実施していく

予定である。

また，教育効果の高かった高学年向けの TOEIC 対策及び基礎教育としての低学年向け英語

導入教育については，学生の意欲を継続させることが重要である。そのため，英語学習に対

するインセンティブを与えられるよう，カリキュラムへ実装方法について検討した。

商船学科を卒業後，グローバルな環境で活躍するためにも，英語によるコミュニケーショ

ン能力を身につける必要がある。今後は，商船学科の英語教育について，授業内容，教育手

法の変革も検討しながら，商船学科

の学生が，英語をコミュニケーショ

ンツールとして利用できる環境整備

を推進していく。

平成 29 年度は，低学年への英語教

育に対する意識付けを目的に英語導

入教育プログラムを開発し，パイロ

ットケースを実施した。次年度は，

カリキュラムを変更することなく，

授業時間の一部利用による授業手法

の変更や，HR などを利用しながら，

実効性の高い教育プログラムを試行

していく。それを踏まえ，実現可能

な英語教育プログラムを完成させ，

カリキュラムへ実装していく予定で

ある。 
（文責：鳥羽商船高等専門学校，窪田 祥朗）

－8－



~ 9 ~ 
 

高度な専門教育と確実なキャリア教育の高専教育への実施・検討 

―１年間の成果と今後の展望について― 

 
◆目的 

 海事産業における技術革新は海事技術の質を大きく変貌させており，将来の興隆が予測される

海洋事業における海洋技術は発展途上である。10/20 年後に活躍できる海事・海洋技術者には確

かな知識・技能と共に，柔軟な応用力が求められる。海事産業への理解と意欲の育成，技術革新

の波を乗り越えられる確かな知識・技能を実現させるために，高度な専門教育と確実なキャリア

教育を高専教育に実装させる。 
 
◆概要 

高度な専門教育と確実なキャリア教育を高専教育に実装させるために以下の３つ事業を進めた。 
①  標準的な海事・海洋カリキュラムの作成 
②  海事キャリア教育セミナー 
③  教科教材の充実 

 
◆得られた成果 

① 海事・海洋カリキュラムでは，年５回のサブプロジェクト会議を通じて，標準的なカリキュ

ラムの作成を進めている。MCC（モデルコアカリキュラム），Web シラバス，STCW，免許講習につ

いて対応し，シンプルな線引きで提示できるように検討した。さらに学生に対し，キャリアデザ

インノートを作成して，平成 30 年度中には，マリタイムシリーズから発行を目指している。 
② 海事キャリアセミナーは，昨年同様，船主協会，全船協，全日海，国船協の４連携団体の協

力のものと，富山高専において５校を遠隔講義システムで繋ぎ，各校商船学科学生合計 522 名に

対し，同時講演会を行なった。今後の講演に生かすためにアンケートも終了後に行い，学生の関

心・興味も分析した。 
③ 平成 29 年度では，「はじめての船しごと」を発行した。また，以前に発行した「船しご

と，海しごと」の改訂も行った。機関系では「舶用ディーゼル推進プラント入門」が完成し，

新しく「材料工学」の教科書も進められている。さらに ICT を活用した教科教材の開発も進

めている。国際旗りゅう信号の習得の教材などが作られた。  
   
◆今後の展望 

標準的な海事・海洋カリキュラムについては，平成 30 年度中に各学年にどのような科目を配置

するかを含めた時間割の形式で提示する。同時に各学生にはキャリアデザインノートという冊子

を作成し，学生が高専時代の５年間で何を学んだのかを自分の軌跡として残すものを作成する。 

 海事キャリア教育セミナーはこれまでと同様にステークホルダーの協力の下，５高専を遠隔講

義形式で繋ぎ，同時に講演会を行う予定である。 

さらに教科教材は，材料力学，内燃機関学などが年度末までに発行予定であり，これまで不十

分であった機関系科目を充足させる。また ICT を活用した教材も開発予定である。 

(文責：弓削商船高等専門学校，村上 知弘) 
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2-1「海事・海洋カリキュラム」活動実績 

 
◆目的 

過去の新たな海事教育システムの提案，提言に基づいて，さらに身のある海事教育とするため

に実効性と実現性の高い海事教育と海洋技術教育のカリキュラムを提示する。５商船高専間での

連携も強化し，現状の教育内容の不足部分も充足しつつ効率的に海事教育を実施するための方策

についても検討する。 
◆概要 

 これまでの経過として海事人材育成プロジェクト「新たな海事教育システムの在り方・新たな

海事教育システムの方向性（平成 29 年度２月発行）」より，グローバルに働ける高い能力及び技

術革新に対応できる柔軟で高度な専門力を育成するためには，海事技術者の資質，学び（専門・

基礎学力）の定着力および英語力強化の３項目を重要視する新たな海事教育システムを展開する

必要がある。そのため海事技術者の資質，学び（専門・基礎学力）の定着力および英語力強化の

確実な教育を明確にしていく方法として，次の事項を検討した。 
①  標準カリキュラムの作成 
②  キャリアデザインノートの作成 
◆取組内容 

 本サブプロジェクト委員を上記の２つの検討事項ワークチームを下記のように振り分けた。 
 本サブプロジェクトの

会議は５回行われた。東京

で開催された会議では，会

議当初全員で方向性につ

いて議論を行った後，別室

にてワークチームごとの

討論を行った。最後に再び

全員で相互の進捗状況を

報告しあい，２つのワーク

が同調した。第５回の会議

では，海文堂の岩本氏も同

席頂き，キャリアデザイン

ノートの発行に向けた内

容や工程について検討が

なされた。 
平成 29 年度の海事・海洋カリキュラム会議開催日と開催場所 

第 1回 平成 29 年 10 月 3 日 各校会議室（GI-net） 

第 2 回 平成 29 年 12 月 27 日 東京 

第 3回 平成 30 年 1 月 29 日 各校会議室（GI-net） 

第 4 回 平成 30 年 2 月 26・3 月 1 日 東京 

第 5回 平成 30 年 3 月 26・27 日 東京 

海事・海洋カリキュラムワーク 

弓削商船高等専門学校 商船学科 准教授 二村 彰 

富山高等専門学校 商船学科 助教 山田 圭祐

鳥羽商船高等専門学校 商船学科 教授 窪田 祥朗

広島商船高等専門学校 練習船広島丸 一等航海士 薮上 敦弘

大島商船高等専門学校 商船学科 助教 村田 光明

キャリアデザインノートワーク 

弓削商船高等専門学校 商船学科 教授 村上 知弘

弓削商船高等専門学校 商船学科 教授 湯田 紀男

富山高等専門学校 商船学科 教授 中谷 俊彦

鳥羽商船高等専門学校 商船学科 准教授 鎌田 功一

広島商船高等専門学校 練習船広島丸 一等機関士 大内 一弘

大島商船高等専門学校 練習船大島丸 一等機関士 山口 伸弥
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専門科目学年配当表 

 
（１）標準カリキュラム 

これまでの”新たな海事教育システムの在り方”報

告書に基づき，これからの高専が取り巻く状況，10・

20 年後に必要とされる知識，技能を踏まえつつ，す

っきりとした標準的カリキュラムを提示すること。

MCC，Web シラバス，STCW，免許講習について対応し，

シンプルな線引きで表現できることと，カリキュラム

の提示には，講義名，実験実習の項目名が明記するこ

ととした。 
はじめに新技能単位の検討と学年単位配当表の作

成を行なった。カリキュラムに組み入れることが可能

な新技能単位は，８単位程度である。「海事技術者の

資質育成」，「英語力強化」，「学び（基礎・専門学力）

を定着できる力の育成」を実装するために，英語教育

には，各校に配置したグローバル教育センターを活か

したものと導入する。資質の育成ではプレゼンテーシ

ョン演習や BRM，ERM を実習に加えていく。学びの定

着ではアクティブラーニングの授業の拡大を念頭に

置いた。さらに新技能単位の教科では，MCC 横断能力

アセスメントを取り入れていくことも含めた。さらに

学年単位配当表を作成し，専門科目における学年配当

表を作成した。 
 

（２）キャリアデザインノート 

学生が高専の５年間でいつ・何を学んだかの軌跡を残すノー

トを作成する。個人のログブックとなるものであり１冊のノー

トとして記述し，いつでも簡単にわかることを目的とした。内

容として成績，取得単位，海技士取得状況，TOEIC や英語など

資格試験，クラブ活動実績等の個人成績をはじめ，各種講演会

の内容や感想も記述する。就職活動時に見直すと自分の高専で

の歩みが簡単にわかる。そして担任の先生が見てもその本一冊

で高専生活の学生のことが理解できるものとする。また海技士

を目指すにあたり，各学校の教育目標や卒業までの道のりをガ

イドで示す。さらに海技教育機構での実習に向けて必要事項も

記載し，商船学科の学生として最低限必要な知識を参考に入れ

た。本キャリアデザインノートはマリタイムカレッジシリーズ

として海文堂から平成 30 年 12 月の刊行を目指している。                        

(文責：弓削商船高等専門学校，村上 知弘) 

  

キャリアデザインノート表紙案 
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海事キャリアに関する内容は繰り返し伝えていくことが必要であることが分かった。次年度

は，時間の制約がある中で，４連携機関すべてに短い時間で講演をしていただくプログラム

の内容の検討する必要がある。また，すべての学年が毎年聞くことを考慮した場合，毎年の

開催時テーマ設定なども検討を進める必要もある。さらに，初回今回と富山を主会場として

実施したが，次回の会場についても検討をしていく必要がある。以下，今回の取り組みにつ

いてまとめる。 

 海事キャリア教育セミナーを実施した。 

 学生は，実習の４年生を除く，１～３年生，５年生とし，保護者を含め広く参加を呼び掛

けた。 

 GI-net による配信について改善を行った。 

 次回の実施会場についても検討をする。 

 講演プログラムについては連携機関と協議し次の内容について検討することとする。 

 アンケートの自由記述欄から，各学年に合わせたキャリア教育が必要であることが分かっ

た。 

 保護者からの意見は大変興味深いものであった。 
 繰り返し学生に伝えることで学生への理解が高まると考えられる。 
 
 

 
 

 
  

図１ 海事キャリア教育セミナー案内 

図２ 富山会場の様子 

図３ 賞雅校長の開会挨拶 

（文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎）
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2-2「海事キャリア教育セミナー」活動実績 

 
◆目的 

次世代海事人材プロジェクトのサブプロジェクトである，「２. 高度な専門教育と確実な

キャリア教育の高専教育への実施・検討」において，学生が自身の将来像を描きやすくする

ために，本プロジェクトの連携機関である一般社団法人日本船主協会様，一般社団法人全日

本船舶職員協会様，全日本海員組合様，国際船員労務協会様が商船学科学生に語りかけるセ

ミナーを開催した。この取り組みは，平成 27 年にも海事人材育成プロジェクトの一環として

実施しており，２回目の試みとなる。今回は，海事・海洋の魅力を伝え，次世代の海事人材

のすそ野拡大のために，近隣中学生，保護者にも聴講を募ることにした。 

産学協働による新しい海事教育の１つの試みとして継続的に実施・検証することとしてい

る。 

 

◆概要 

セミナー・テーマ：「海事キャリア教育セミナー －海事技術者のワークライフ －」 

      海事技術者の現状，その魅力，生活について。 

 海事技術者になるための途について 

日時：       12 月 12 日(火) 15：30～17：00 

場所：      射水キャンパス総合メディア教室 

講演メディア：  GI-net（遠隔講義システム）による５校講演（富山講演の４校配信） 

聴講対象：    ５連携校・商船学科学生（１～５年：各校委任） 

講師：      日本船主協会，全日本船舶職員協会，全日本海員組合，国際船員労務協

会  

講演次第：    ４連携機関 各 15 分，５分 Q/A 講演終了後全体 Q/A，学生アンケート 

 

◆取組内容 

図１に本セミナーの案内を示す。５校の学生の学事時間を合わせる必要があったため，平

日夕方の開催となったが，広く一般にも呼びかけるものとした。参加者は５校の学生及び保

護者 522 名であった。尚，国際船員労務協会様は所用のため出席されなかったので，富山高

等専門学校の山本より国際船員労務協会の活動に関する紹介，および国際船員労務協会より

提供されたアジア太平洋海事大学（MAAP）に関する映像資料の上映を実施した。 

前回のセミナーにおける改善事項であった，５校を遠隔で結ぶ GI-net 配信に関わる，講演

者の音声のハウリングの問題，DVD 再生時の音声配信の設定について技術的課題を解決して

実施した。そのため，今回のセミナーにおいては，配信に関するハード的な問題はなくスム

ーズに進行することができた。また，保護者の参加も募ったことから，保護者の視点での意

見についても知ることができた。このような機会は継続して実施していくべきであると思わ

れる。図２，３に当日の会場の様子を示す。 

セミナー終了後に，参加者にアンケートを実施した。アンケート結果から，聴講者の理解，

興味とも高いものとなった。学年後のコースごとの理解度，興味の度合いについて差異は見

られなかった。尚，高専側で準備したアンケート形式の記入場所について，若干不明瞭な部

分もあった。そのため，違う項目にマークがなされている可能性があり，断定的に論ずるこ

とのできるデータではない。この点については，次回の改善項目とする。６頁目からは自由

記載欄をまとめたものである。学年ごとに抜粋を記載している。学生からのコメントを見る

と，前向きな意見が多く，連携機関からの講話を聴く機会は貴重なものであることが推察さ

れた。学年ごとに視点が異なり，学年に合わせたキャリア教育が必要であることが分かった。

また，保護者からの意見についても，保護者の視点を具体的に知ることができた。私共が普

段学生に伝えていると思っていたことについても，初めて知ったなどのコメントがあった。
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海事キャリアに関する内容は繰り返し伝えていくことが必要であることが分かった。次年度

は，時間の制約がある中で，４連携機関すべてに短い時間で講演をしていただくプログラム

の内容の検討する必要がある。また，すべての学年が毎年聞くことを考慮した場合，毎年の

開催時テーマ設定なども検討を進める必要もある。さらに，初回今回と富山を主会場として

実施したが，次回の会場についても検討をしていく必要がある。以下，今回の取り組みにつ

いてまとめる。 

 海事キャリア教育セミナーを実施した。 

 学生は，実習の４年生を除く，１～３年生，５年生とし，保護者を含め広く参加を呼び掛

けた。 

 GI-net による配信について改善を行った。 

 次回の実施会場についても検討をする。 

 講演プログラムについては連携機関と協議し次の内容について検討することとする。 

 アンケートの自由記述欄から，各学年に合わせたキャリア教育が必要であることが分かっ

た。 

 保護者からの意見は大変興味深いものであった。 
 繰り返し学生に伝えることで学生への理解が高まると考えられる。 
 
 

 
 

 
  

図１ 海事キャリア教育セミナー案内 

図２ 富山会場の様子 

図３ 賞雅校長の開会挨拶 

（文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎）
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    ・高専 OB の「先輩からのメッセージ・一言」を改訂する。執筆して 

くれる OB に謝礼として，初版時の印税から支出予定。 

 ④「船に学ぶ基礎力学」 

    ・概要：低学年時における力学系専門基礎の教科書。物理，数学を用 

いて船舶工学，材料力学，熱力学，流体力学への橋渡しとなるよ 

う，船への応用事例も掲載する。 

    ・特徴：教科書中の「自然落下・バウンド」「ふりこ」などの解説に二次元 

バーコードがあり，スマホをかざすとスマホにシミュレーションを試行で 

きる。 

    ・著者：栂，保前，山本，鎌田，池田，徳田，岩崎，清水 

    ・行程予定 

      Ｈ30.2 第１回執筆者会議（東京） 

      Ｈ30.5 初稿原稿 

２．ICT 教材の開発 

①教科書に組み込んだ教材 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②ICT スマホ教材の開発と共用 

 
・国際旗りゅう信号演習アプリ 
         
・海技試験スマホアプリ 

 
 
  （文責：大島商船高等専門学校，岩崎 寛希）
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2-3「教科教材の充実」活動実績 

 
◆目的及び概要 

日本の海事教育においては教科書等の教材不足が課題となっており，特に，15 歳か

ら 20 歳の高専・商船学科学生に適合した教材の不足は強く指摘されている。そこで，

次世代海事技術者に不可欠な知識・技能として求められている船舶の機関・操船等に

関する基礎的な知識・技能を，15 歳から 20 歳の高専・商船学科の学生に確実に教授

するために必要な教材の開発を行い，「マリタイムカレッジシリーズ」として英語を

はじめとする共通科目や専門科目の教科書あわせて15冊もの刊行を果たしてきた。今

回は，刊行教科書のリニューアルや海上実習用，機関，力学などの教科書を刊行する。

また，海事教育においては航海実習等の机上の学習ではないフィールド・現場での体

験授業の機会が多い。これらの航海実習等におけるICT教材の制作を手掛け，スマホ配

信することを目指す。 
 
◆取組内容 

１．教科書の開発 

 ① 「はじめての船しごと」  

・概要：これまでの教科書にはなかった写真を多用し，動作等 

の説明もわかりやすく，学生の自学を手助けし，また 

教員の指導書としても利用できる海上実習用教材 

・著者：石田，二村，久保田，中谷，笹谷，鎌田，境，河村 

・行程：平成 29 年７月に既刊行 

②「舶用ディーゼル推進プラント入門」 

    ・概要：船舶推進用ディーゼル機関を対象に，推進装置（プロ 

ペラ及び軸系含む）について解説し，体系的に理解で 

きるように」構成する入門書 

    ・著者：川原，山口，今井，濱田，秋葉，山田 

    ・行程：Ｈ29.9 最終執筆者会議 Ｈ30.12 刊行予定 

③「船しごと海しごと」二訂版 

    ・概要：船の仕事について知りたい・やってみたいという要求 

に応える。キャリヤ教育に用いられている。 

    ・著者：石田，岩崎，遠藤，多田，水井，宮林，山尾，横田 

        （初版著者） 

    ・行程予定： 

      Ｈ29.9 第１回委員会，第２回委員会 

      Ｈ29.11 第３回委員会（GI-net） 

      Ｈ30.1 第４回委員会（GI-net） 

      Ｈ30.2 第５回編纂委員会（東京） 

      Ｈ30.6 既刊行 
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    ・高専 OB の「先輩からのメッセージ・一言」を改訂する。執筆して 

くれる OB に謝礼として，初版時の印税から支出予定。 

 ④「船に学ぶ基礎力学」 

    ・概要：低学年時における力学系専門基礎の教科書。物理，数学を用 

いて船舶工学，材料力学，熱力学，流体力学への橋渡しとなるよ 

う，船への応用事例も掲載する。 

    ・特徴：教科書中の「自然落下・バウンド」「ふりこ」などの解説に二次元 

バーコードがあり，スマホをかざすとスマホにシミュレーションを試行で 

きる。 

    ・著者：栂，保前，山本，鎌田，池田，徳田，岩崎，清水 

    ・行程予定 

      Ｈ30.2 第１回執筆者会議（東京） 

      Ｈ30.5 初稿原稿 

２．ICT 教材の開発 

①教科書に組み込んだ教材 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②ICT スマホ教材の開発と共用 

 
・国際旗りゅう信号演習アプリ 
         
・海技試験スマホアプリ 

 
 
  （文責：大島商船高等専門学校，岩崎 寛希）
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3-1「海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証」活動実績 

 
◆目的 

商船系高専に対する社会からのニーズは，大きく２つに分類される。ひとつは，高専の出

口におけるニーズであり，海運企業からの「良い人材が欲しい」「必要な知識と技能を学生に

教えてほしい」というニーズである。もうひとつは，高専の入口におけるニーズであり，船

や海に関心のある小中学生からの「船員になってみたい」「必要な知識と技能を学校で学びた

い」というニーズである。この次世代海事人材育成プロジェクトにおける「海運界ニーズ適

合性と海事教育システムの検証」は，高専が出口においてニーズを満たしているか，また入

口においてニーズを汲み取っているかを検証するものである。その目的は，海事教育システ

ムの継続的な改善と，高専から海事関連産業への就職者数の増加にある。 

◆概要 

上記の目的を達成するために，高専の出口と入口の両面において，ニーズ適合性を検証す

る取り組みが行われている。 

高専の出口におけるニーズ適合性の検証は，技術革新の中で海運界が真に求めているよう

な人材を高専が育成できているかを検証する取り組みである。これは，海運界においてどの

ような資質と能力が求められているかを調査し，現在の商船系高専において育成されている

資質や能力との間にミスマッチやギャップがないかを検証する取り組みである。 

先の文部科学省の大学間連携共同教育推進事業｢海事分野における高専・産業界連携による

人材育成システムの開発」の一環として実施された，平成 26 年度の「日本人海事技術者のラ

イフサイクルに関するアンケート」（対象は高専卒業生，回答数は 90）と平成 28 年度の「海

事人材に必要な資質に関するアンケート」（対象は企業の人事担当者，回答数は 38）におい

ては，学生のコミュニケーション能力の強化が高専に求められていることが明らかとなって

いる。平成 29 年度からの本プロジェクトにおいては，海運界が必要と考えるコミュニケーシ

ョン能力と，学生が必要と考えるコミュニケーション能力との間に，質的なミスマッチやギ

ャップがないか，検証される。また同時に，船員という職業に対するイメージが，船員・高

専生・小中学生の間で質的に異なっていないか，検証される。 

高専の入口におけるニーズ適合性の検証は，少子化の中で船員になる資質と意欲を秘めた

人材を高専商船学科が誘引できているかを検証する取り組みである。これは，海や船に関心

のある小中学生やその保護者に対して高専受験を躊躇させているようなハードルがないかを

調査し検証する取り組みである。 

上記の２つの検証のために，高専卒業生・高専在校生・小中学生を対象とした大規模なア

ンケート調査が実施される。平成 29 年度中に，高専の商船系学科卒業生を対象としたアンケ

ート調査が，連携機関の協力によって計画され，５校の同窓会組織の協力によって約 5,000

名の卒業生宛に質問紙が郵送された。平成 30 年度には，高専在校生や小中学生を対象とした

調査も実施され，これらの結果が分析される。 

これまでにない規模の調査と分析により，高専の海事教育システムが社会からのニーズに

適合しているかどうか，客観的に可視化されることになる。また，その海事教育システムの

継続的な改善に向けた，現在および今後の取り組みの方向性を確認する際の参考となる，信

頼性の高いデータ基盤が整備されることになる。 
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産学連携強化に基づく海事・海洋教育システムの調査・検討 

―１年間の成果と今後の展望について― 

 
◆目的 

海運界におけるグローバル化と技術革新の急激な進行により，海運界が海事技術者に求め

る資質や能力の内容は変貌してきている。海事教育機関の育成している人材がこの新しい海

運界のニーズに適合しているのか，海事教育機関は何をどこまで教授すべきか，急激な少子

化の中で海運界は人的資源をどのように確保し活用すべきか等の問題については，海事教育

機関と海運界が連携して，組織的かつ継続的に取り組んでいかなければならないと思われる。 

このサブプロジェクトの目的は，その海運界からの新しいニーズに対する高専教員の理解

を深めていくこと，およびその新しいニーズに対する海事・海洋教育システムの適合性を高

めていくこと，そしてそれらを実現する産学連携体制を強めていくことにある。 

◆概要 

上記の目的を達成するために，以下の２つの取り組みが産学の連携によって行われている。 

ひとつは，商船系高専に対する海運界からの人材ニーズの内容，すなわちどのような資質

と能力を備えた人材が求められているかを調査し，現在の商船系高専における海事教育シス

テムがそのニーズに適合しているかを検証する取り組みである。これは，先の文部科学省の

大学間連携共同教育推進事業｢海事分野における高専・産業界連携による人材育成システムの

開発」の一環として平成 26 年度に実施された「日本人海事技術者のライフサイクルに関する

アンケート」（対象は高専卒業生）と平成 28 年度に実施された「海事人材に必要な資質に関

するアンケート」（対象は企業の人事担当者）の成果を踏まえて，より大規模なアンケート調

査と分析を実施するものである。 

もうひとつは，高専の商船学科教員が最新の海運の現場に関する知見を深めることのでき

る研修を企画し実施する取り組みである。これは，先の文部科学省の大学間連携共同教育推

進事業｢海事分野における高専・産業界連携による人材育成システムの開発」においても行わ

れてきた取り組みを継続するものである。高専教員が２～３週間程度の期間，海運会社の運

航する船舶に乗り込み，その現場における実務を視察し体験するものである。 

◆得られた成果 

高専に対する海運界からの人材ニーズを調査する事業においては，平成 29 年度中に，商船

系学科卒業生対象のアンケート調査が計画され，質問紙の郵送まで完了した。その調査内容

と方法は，５校からの委員 10 名と連携機関からの助言者２名によって議論され決定された。

また，５校の同窓会組織の協力を得て，全体で約 5,000 名の卒業生宛に発送された。 

高専教員が船舶運航の実務を視察し体験する事業においては，平成 29 年度には，海運会社

５社の運航する船舶での乗船研修が連携機関の協力によって実施され，それぞれに１名ずつ，

計５名の商船学科教員が４校から参加した。これまでの累計参加者数は 24 名となった。 

◆今後の展望 

平成 30 年度には，商船系学科卒業生対象のアンケート調査の集計，さらに小中学生・高専

生対象のアンケート調査の実施が予定されている。また，商船学科教員対象の船舶運航実務

乗船研修の継続的な実施が予定されている。その成果は，海事・海洋教育システムの改善に

大いに役立つものになると期待される。 （文責：富山高等専門学校，向瀬 紀一郎）
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3-1「海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証」活動実績 

 
◆目的 

商船系高専に対する社会からのニーズは，大きく２つに分類される。ひとつは，高専の出

口におけるニーズであり，海運企業からの「良い人材が欲しい」「必要な知識と技能を学生に

教えてほしい」というニーズである。もうひとつは，高専の入口におけるニーズであり，船

や海に関心のある小中学生からの「船員になってみたい」「必要な知識と技能を学校で学びた

い」というニーズである。この次世代海事人材育成プロジェクトにおける「海運界ニーズ適

合性と海事教育システムの検証」は，高専が出口においてニーズを満たしているか，また入

口においてニーズを汲み取っているかを検証するものである。その目的は，海事教育システ

ムの継続的な改善と，高専から海事関連産業への就職者数の増加にある。 

◆概要 

上記の目的を達成するために，高専の出口と入口の両面において，ニーズ適合性を検証す

る取り組みが行われている。 

高専の出口におけるニーズ適合性の検証は，技術革新の中で海運界が真に求めているよう

な人材を高専が育成できているかを検証する取り組みである。これは，海運界においてどの

ような資質と能力が求められているかを調査し，現在の商船系高専において育成されている

資質や能力との間にミスマッチやギャップがないかを検証する取り組みである。 

先の文部科学省の大学間連携共同教育推進事業｢海事分野における高専・産業界連携による

人材育成システムの開発」の一環として実施された，平成 26 年度の「日本人海事技術者のラ

イフサイクルに関するアンケート」（対象は高専卒業生，回答数は 90）と平成 28 年度の「海

事人材に必要な資質に関するアンケート」（対象は企業の人事担当者，回答数は 38）におい

ては，学生のコミュニケーション能力の強化が高専に求められていることが明らかとなって

いる。平成 29 年度からの本プロジェクトにおいては，海運界が必要と考えるコミュニケーシ

ョン能力と，学生が必要と考えるコミュニケーション能力との間に，質的なミスマッチやギ

ャップがないか，検証される。また同時に，船員という職業に対するイメージが，船員・高

専生・小中学生の間で質的に異なっていないか，検証される。 

高専の入口におけるニーズ適合性の検証は，少子化の中で船員になる資質と意欲を秘めた

人材を高専商船学科が誘引できているかを検証する取り組みである。これは，海や船に関心

のある小中学生やその保護者に対して高専受験を躊躇させているようなハードルがないかを

調査し検証する取り組みである。 

上記の２つの検証のために，高専卒業生・高専在校生・小中学生を対象とした大規模なア

ンケート調査が実施される。平成 29 年度中に，高専の商船系学科卒業生を対象としたアンケ

ート調査が，連携機関の協力によって計画され，５校の同窓会組織の協力によって約 5,000

名の卒業生宛に質問紙が郵送された。平成 30 年度には，高専在校生や小中学生を対象とした

調査も実施され，これらの結果が分析される。 

これまでにない規模の調査と分析により，高専の海事教育システムが社会からのニーズに

適合しているかどうか，客観的に可視化されることになる。また，その海事教育システムの

継続的な改善に向けた，現在および今後の取り組みの方向性を確認する際の参考となる，信

頼性の高いデータ基盤が整備されることになる。 
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3-2「適合性確保のための教員 FD 研修」活動実績 

 
◆目的 

次世代海事人材プロジェクトにおける「適合性確保のための教員 FD 研修」の目的は，高専

の商船学科が，業界から求められている人材を確実に育成し得る新たな海事教育システムの

開発の楚となる知識を得ることである。商船学科教員が新たな海事教育システムを開発する

には「高専・商船学科教員が海事社会における実学の現況」を現地調査し，求められている

人材と具備すべき知識・技能，資質を把握することが不可欠である。加えて，商船系コアカ

リキュラム等を開発・提示する上で必要不可欠となる「海事社会における実学の現況，求め

られる人材と具備すべき知識・技能，資質の把握」を目指して，高専の商船学科教員のため

の船舶運航実務乗船研修を実施した。本研修は，次世代海事人材プロジェクトの前身である，

海事人材育成プロジェクトで，平成 24 年度より実施している研修の継続事業であり，今年度

も，連携機関である日本船主協会の全面的協力・支援を得て夏季休業期間（７月～９月）に

実施した。 

◆概要 

本研修事業の概要は，高専教員が内外航船舶に乗組み，船舶運航を体験し，その現況を把

握するものである。 
〇各校１名，計５名の高専教員が参加する。 
〇日本船主協会のコーディネートにより，関係船社の協力を得て，５名分の船舶乗船枠が確

保される。 
〇実施スケジュール  

4 /5 月 富山高専が研修参加者を募集 “乗船研修の目的，研究課題･･･乗船研修への期待”
などを含む研修申請書を提出 
5 /6 月 研修申請書に基づき船主協会が関係船社との調整を行い，５名分の船舶乗船枠を

提示，富山高専から研修参加者に配乗通知 
7～9 月 船舶運航実務乗船研修（内外地乗船・下船，10～30 日間程度）の実施 
９ 月 研修参加者が船舶運航実務乗船研修報告書を提出 
３ 月 船舶運航実務乗船研修報告会の開催（東京）と研修参加者による発表 

〇船舶運航実務乗船研修の参加者と研修先 

 
 

研修先 参加校 所属 職位 参加者 乗船期間 視察船種(船名)等 研修乗船航路等

(株)商船三井 富山 商船学科 教授 山本　桂一郎 8/8～9/5
鉱石船

（MIDNIGHT DREAM）
豪州（Gladstone）～日本（川崎）

上野トランステック(株) 鳥羽 商船学科 教授 鈴木　　治 8/11～8/15
タンカー船（白油タンカー）

（そうび丸）
千葉～北海道～千葉

NSユナイテッド海運(株) 弓削 商船学科 助教 池田　真吾 8/12～9/12
バルクキャリア
（NEWSTER)

豪州（マッカイ）～日本（戸畑）

川崎汽船(株) 富山 商船学科 教授 栂　　伸司 8/13～8/15
コンテナ船

(Brooklyn Bridge)
横浜～大阪

JXオーシャン(株) 広島 商船学科 教授 大山　博史 9/20～9/22
タンカー船
(新生丸）

喜入～堺　
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◆取組内容 

平成 29 年度中に，商船系高専５校の委員 10 名（下表左）よって計８回の会議（下表右）

が開催され，調査と検証の方法について話し合われた。会議のうち６回はテレビ会議システ

ムによって行われ，２回は東京の会議室にて行われた。東京での２回の会議においては，連

携機関である全日本船舶職員協会の及川武司氏と，船員のキャリアプラニングに関する専門

家である佐々木雅美氏にもご出席いただき，多くの助言をいただいた。 

平成 29 年度の委員名簿 

所属 委員氏名 

富山高等専門学校 保前友高，向瀬紀一郎

鳥羽商船高等専門学校 吉田南穂子，田村一夫

広島商船高等専門学校 小林豪，濵田朋起 

大島商船高等専門学校 行平真也，小林孝一朗

弓削商船高等専門学校 秋葉貞洋，佐久間一行

平成 29 年度中の会議開催日一覧 

テレビ会議開催日 東京での会議開催日 

９月 28 日  

11 月２日，11 月７日  

12 月１日，12 月 26 日  

１月 16 日 
１月 10 日， 

１月 29～30 日 

これらの会議において，先ずは卒業生対象のアンケート調査の内容と方法が検討された。

調査内容は下表のように決定され，調査方法は完全に匿名の，任意での回答を想定する郵送

質問紙調査とされた。平成 30 年３月に，５校で計 5,000 名程度（各校 1,000 名程度）の商船

系学科卒業生へ，各校同窓会組織から質問紙と返信用封筒（切手貼付済）等が郵送された。

回答期限は平成 30 年 10 月末とされている。なお，平成 30 年５月末現在において既に 1,000

を超える数の回答が返信されてきており，これは当初予想の倍を超える回答率である。 

卒業生対象のアンケート調査の主な項目 

「高専生に求められる人間力に関する意識調査」： 

・性別と年齢 ・寮生活体験の有無 ・学科やコース（航海／機関） ・職業経験 

・船員という職業に対するイメージ 

・船員を目指す学生が身に付けるべきコミュニケーション能力の種類 

・コミュニケーション能力育成への高専の寄与度 

「商船系高専入学推奨意向に関する意識調査」： 

・高専への満足度 ・家族や周囲に対する海上就職推奨意向  

・家族や周囲に対する高専入学推奨意向 ・今後の高専への期待 

また，小中学生対象の調査や高専在校生対象の調査についても，平成 29 年度中より内容と

方法の検討が進められ，その参考とするための予備調査も実施されている。２月 24 日には八

戸で，３月 18 日には宮崎で開催された「高専フェア」においても，来場した小中学生を対象

として，この取り組みのための予備調査が実施され，多くの回答が得られている。 

平成 30 年度には，卒業生対象のアンケート調査の集計，小中学生・高専在校生対象のアン

ケート調査の実施，およびそれらの調査結果の分析が予定されている。その分析によって，

高専の海事教育システムが社会からのニーズに適合しているかどうかが検証され，可視化さ

れることになる。 
  

（文責：富山高等専門学校，向瀬 紀一郎）
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3-2「適合性確保のための教員 FD 研修」活動実績 

 
◆目的 

次世代海事人材プロジェクトにおける「適合性確保のための教員 FD 研修」の目的は，高専

の商船学科が，業界から求められている人材を確実に育成し得る新たな海事教育システムの

開発の楚となる知識を得ることである。商船学科教員が新たな海事教育システムを開発する

には「高専・商船学科教員が海事社会における実学の現況」を現地調査し，求められている

人材と具備すべき知識・技能，資質を把握することが不可欠である。加えて，商船系コアカ

リキュラム等を開発・提示する上で必要不可欠となる「海事社会における実学の現況，求め

られる人材と具備すべき知識・技能，資質の把握」を目指して，高専の商船学科教員のため

の船舶運航実務乗船研修を実施した。本研修は，次世代海事人材プロジェクトの前身である，

海事人材育成プロジェクトで，平成 24 年度より実施している研修の継続事業であり，今年度

も，連携機関である日本船主協会の全面的協力・支援を得て夏季休業期間（７月～９月）に

実施した。 

◆概要 

本研修事業の概要は，高専教員が内外航船舶に乗組み，船舶運航を体験し，その現況を把

握するものである。 
〇各校１名，計５名の高専教員が参加する。 
〇日本船主協会のコーディネートにより，関係船社の協力を得て，５名分の船舶乗船枠が確

保される。 
〇実施スケジュール  

4 /5 月 富山高専が研修参加者を募集 “乗船研修の目的，研究課題･･･乗船研修への期待”
などを含む研修申請書を提出 
5 /6 月 研修申請書に基づき船主協会が関係船社との調整を行い，５名分の船舶乗船枠を

提示，富山高専から研修参加者に配乗通知 
7～9 月 船舶運航実務乗船研修（内外地乗船・下船，10～30 日間程度）の実施 
９ 月 研修参加者が船舶運航実務乗船研修報告書を提出 
３ 月 船舶運航実務乗船研修報告会の開催（東京）と研修参加者による発表 

〇船舶運航実務乗船研修の参加者と研修先 

 
 

研修先 参加校 所属 職位 参加者 乗船期間 視察船種(船名)等 研修乗船航路等

(株)商船三井 富山 商船学科 教授 山本　桂一郎 8/8～9/5
鉱石船

（MIDNIGHT DREAM）
豪州（Gladstone）～日本（川崎）

上野トランステック(株) 鳥羽 商船学科 教授 鈴木　　治 8/11～8/15
タンカー船（白油タンカー）

（そうび丸）
千葉～北海道～千葉

NSユナイテッド海運(株) 弓削 商船学科 助教 池田　真吾 8/12～9/12
バルクキャリア
（NEWSTER)

豪州（マッカイ）～日本（戸畑）

川崎汽船(株) 富山 商船学科 教授 栂　　伸司 8/13～8/15
コンテナ船

(Brooklyn Bridge)
横浜～大阪

JXオーシャン(株) 広島 商船学科 教授 大山　博史 9/20～9/22
タンカー船
(新生丸）

喜入～堺　
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取組の軌跡 

 
◆平成 29 年度の取組 

 平成 29 年度に次記事業項目を実施した。 

 １．商船学科・英語力向上プログラムを担う英語教育補助教員を配置した。 

 ２．事務補佐員１名を，統括校（富山高専）に配置した。 

 ３．平成 29 年７月「はじめての船しごと」を発行した。 

４．商船学科の教材/教科書「舶用ディーゼル推進プラント入門」「船しごと，海しごと。

（改訂版）」を企画し，開発した。 

 ５．平成 29 年４月～平成 30 年２月「OB による講演会」を各校にて開催した。 

 ６．平成 29 年６月～12 月「学生が小中学生に語りかける会」を各校にて開催した。 

 ７．平成 29 年８月～９月商船学科・専門教員の船舶運航実務乗船研修を実施した。 

 ８．平成 29 年９月７日（東京）第１回企画委員会を開催した。 

９．低学年向け英語導入教育を整備し，「学習法ワークブック」，学習ロードマップ，英語

事始め教本「商船英語への船出」を開発した。 

 10．実効性と実現性の高い海事・海洋教育カリキュラムを企画し，開発を進めた。 

 11．平成 29 年 12 月１日（GI-net）第２回企画委員会を開催した。 

12．平成 29 年 12 月 12 日 「海事キャリア教育セミナー」を開催した。 

 13．平成 29 年 12 月 13 日（富山）第１回運営委員会を開催した。 

 14．平成 30 年 3 月 8日（東京）第３回企画委員会及び第２回運営委員会を開催した。 

 15．商船学科・国際インターンシップ（KCC，SMA）を開講，参加支援体制を整備した。 

 16．海運界のニーズ適合性についてアンケート調査を行った。 

 17．商船学科の（船を例題とした）力学に関する教材/教科書を企画した。 

 18．商船学科の ICT 教材の開発を企画した。 
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〇報告会 
日時：  平成 30 年３月８日(木) 一橋講堂特別会議室 

参加者： 30 名   

株式会社商船三井（１名），エム・オー・エル・シップマネージメント㈱（２名）， 

日本船主協会(２名)，全日本船舶職員協会 (２名)，全日本海員組合(１名)， 

国際船員労務協会(２名)，鳥羽(４名)，広島(３名)，大島(３名)，弓削(３名)， 

富山(７名) 

研修報告： (1) 富山高専  教授 山本 桂一郎  （㈱商船三井 MIDNIGHT DREAM） 

(2) 富山高専  教授 栂  伸 司  （川崎汽船㈱ Brooklyn Bridge） 

(3) 鳥羽商船  教授 鈴 木  治  （上野トランステック㈱ そうび丸）  

(4) 広島商船   教授 大山 博史  （JX オーシャン㈱ 新生丸） 

(5) 弓削商船   助教 池田 真吾  （NS ユナイテッド海運㈱ NEWSTER） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
船舶運航実務乗船研修報告会（３月８日一橋講堂会議室）の様子 

◆取組内容と成果 

船舶運航実務乗船研修は平成 25 年から平成 29 年の５年間開講してきた。本研修に参加し

た教員は 延べ 24 名であり，５高専商船学科全教員数およそ 90 名との割合は約 27%となり，

４人に一人は，内外航船舶に乗船し，船舶運航を体験する貴重な機会を得た。特に，近年増

加している海事系教育機関以外の出身の商船学科教員にとっては極めて有用かつ有意義な研

修となった。本研修から次記項目が抽出されている。①英語力が必要不可欠であることを体

験し痛感。②主たる船員が外国人（フィリピン人）であり，優秀であることを確認。③チー

ムとしての船舶運航の実践。④コミュニケーション能力と船内生活への適応力の必要性。⑤

質が高く，量も多い SMS（安全管理システム）とその遵守徹底。⑥船舶の専用船化・効率運

航のみならず，船舶職員の専用化を含む高度化が進捗。⑦ICT 技術が不可欠な船舶の運航と

管理の実態。⑧実務習熟技能が求められる船舶運航から，海事教育機関の教育の限界と範囲

の明確化が必要。⑨海事系背景を持たない商船学科教員にとっての船舶運航の理解と海事教

育への自信の促進（百聞 は一見に如かず）。 
これら得られた知見から，研修成果を教育研究に活かす方法等について，次記項目が抽出

された。①商船学科全体での英語力の必要性の認識と育成プログラムの促進。②専門授業に

おける知見・体験・資料の紹介と活用。③専門授業における船舶運航技術の動向紹介。④商

船学科におけるキャリアデザイン・プログラムの開発。⑤海事技術者へのモチベーション向

上 ⑥ 商船学科学生の人間力育成促進。であり，授業での活用等は既に実施されている。  
（文責：富山高等専門学校，山本 桂一郎）
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取組の軌跡 

 
◆平成 29 年度の取組 

 平成 29 年度に次記事業項目を実施した。 

 １．商船学科・英語力向上プログラムを担う英語教育補助教員を配置した。 

 ２．事務補佐員１名を，統括校（富山高専）に配置した。 

 ３．平成 29 年７月「はじめての船しごと」を発行した。 

４．商船学科の教材/教科書「舶用ディーゼル推進プラント入門」「船しごと，海しごと。

（改訂版）」を企画し，開発した。 

 ５．平成 29 年４月～平成 30 年２月「OB による講演会」を各校にて開催した。 

 ６．平成 29 年６月～12 月「学生が小中学生に語りかける会」を各校にて開催した。 

 ７．平成 29 年８月～９月商船学科・専門教員の船舶運航実務乗船研修を実施した。 

 ８．平成 29 年９月７日（東京）第１回企画委員会を開催した。 

９．低学年向け英語導入教育を整備し，「学習法ワークブック」，学習ロードマップ，英語

事始め教本「商船英語への船出」を開発した。 

 10．実効性と実現性の高い海事・海洋教育カリキュラムを企画し，開発を進めた。 

 11．平成 29 年 12 月１日（GI-net）第２回企画委員会を開催した。 

12．平成 29 年 12 月 12 日 「海事キャリア教育セミナー」を開催した。 

 13．平成 29 年 12 月 13 日（富山）第１回運営委員会を開催した。 

 14．平成 30 年 3 月 8日（東京）第３回企画委員会及び第２回運営委員会を開催した。 

 15．商船学科・国際インターンシップ（KCC，SMA）を開講，参加支援体制を整備した。 

 16．海運界のニーズ適合性についてアンケート調査を行った。 

 17．商船学科の（船を例題とした）力学に関する教材/教科書を企画した。 

 18．商船学科の ICT 教材の開発を企画した。 
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